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　生まれてから十五年間、イリスはずっと死にかけていた。

「ごめんね、イリス。母さんがもっと、丈じよう夫ぶな身体に産んでいたら……っ」

　簡かん素そな木製ベッドの脇。冷たい床に座り込んだ母が、両手でギュッと手を握ってくれる。

　その隣で、目元を腕で覆おおった父親が悔くやし泣きをしている。

「いいや、父さんがもっと儲もうかる仕事に就ついていたらよかったんだ。そうしたら、王都の偉えらいお医者様に診みてもらえただろうに……っ！」

「出で稼かせぎに出てばかりの、悪い兄ちゃんでごめんなぁ！　こんなことになるなら、つまんねぇ奉ほう公こうなんかほっぽって、お前の側そばにいてやればよかったぜ！」

　普段は家を留る守すにしがちな兄も、今日ばかりは帰ってきてくれていた。

　イリスの部屋に勢揃いした家族の目的は、ただ一つ。容よう態だいが悪化した彼女の最さい期ごを、看み取とるためだ。

「みんな、泣いたりしないで」

　生まれた時からずっと、死の足音と追いかけっこをしてきた。けれど、そんな長い遊びにも、もうじき終わりが訪おとずれるようだ。

　先ほどから、心臓が激しく痛んでいる。

　自作の薬を飲んでみたが、いつものように発作は治まらない。この薬で効果がなければ、他に打つ手はなかった。

「あのね、私は世界中の誰よりも幸せだったと思うの」

　イリスは血の気のないやつれた顔で、涙を流す家族へ薄く微笑ほほえむ。

「前に読んだ本に、こう書いてあったわ。〝毎日寝て過ごせたら幸せだ〟って。だから、人生のほとんどをベッドの中で過ごした私は、誰もが羨うらやむ幸せ者よ」

「確かに、万年寝太郎は幸せだよなぁ。父さんも昔は憧あこがれたもんだ」

「俺なんて、休みには丸一日惰だ眠みんを貪むさぼってるぜ。毎日寝て過ごせるなんて、金持ちの特権だろ。貧乏暇ひまなしとはよく言ったもんだな」

　泣きながらズレた同意をする父と兄を、眉まゆを吊り上げた母が一いつ喝かつする。

「ぐうたらなあんた達と、病弱なこの子を一緒にしないでちょうだい！　イリスも、そんな頓とん珍ちん漢かんなことを言うんじゃないの！」

「？　私、何かおかしなこと言った？」

「病気の万年寝太郎が、幸せ者なわけがありますか！　今にも死にそうなのに、とぼけたこと言うんじゃないの」

　涙声で叱しかられるが、怒られる理由が分からない。

　他の人よりも、遙はるかに長い時間ベッドの中にいた。毎日のように寝て過ごしたのだから、やっぱり自分は幸せ者だ。――イリスは本気で、そう思い込んでいた。

「でも、残念だわ……」

　むせび泣く家族から視線を逸そらし、イリスは窓の外を見み遣やる。

「どうせなら、この前読んだ本の主人公のように、素敵な終わり方がよかったわ……」

　自分と同じ、病弱な女の子が主人公の悲ひ恋れんの物語。

　彼女は結末で、冬を目前にしてこの世を去った。春になったら結婚しよう。ようやく結ばれた恋人と、そう固く誓ちかいながら、最初で最後の口づけを交わし――庭木の枝に一枚残った木この葉はが、はらりと舞い落ちると同時に、息を引き取ったのだ。

　残念ながら今は、夏真っ盛りである。窓の外には目に痛い青空と、白い入道雲の鮮あざやかなコントラスト。庭の木々は羨ましいくらい、瑞みず々みずしく茂っている。

　紅葉の気配もないのだ。木の葉が一気に枯れ落ちることは、望めないだろう。

　それ以前に、結婚を約束した恋人もいない。

「私も一度くらい、恋がしたかったわ」

　一ひと目め惚ぼれをすると、胸を矢で射られたような感じがする。毎日が薔ば薇ら色いろで彩いろどられ、なんと、口づけはレモンの味がするらしい。

　恋愛は、本で読むだけでもドキドキした。

　実際に経験をしたら、もっと甘い気持ちに浸れただろうに。

「イリス、悲しいことを言わないでちょうだい！」

　縁えん起ぎでもないことを言う娘に、母が声を荒立てる。

「あなたは、まだ死なないわ。私の大事な娘ですもの。死なせてなるものですか！」

「そうだぞ、イリス。お前は兄ちゃんの、世界で一番可愛い妹なんだ。生きてりゃきっと、恋なんて飽きるほどできるぞ」

「こ、恋っ!?　そんなことは父さんが許さんぞ！」

　娘は誰にもやらんと、居いもしない恋人に父が息巻く。

　娘が初めて恋人を家に連れてきた時、父親が言うお決まりの台詞せりふだ。

（生なまで聞くことができて、なんだか得をした気分だわ）

　暢のん気きにそう思った直後、心臓に鋭するどい痛みが走った。

　その弾みで、イリスは激しく咳せき込んだ。少しでも呼吸を楽にするため、背を丸めて横を向く。すると、顔がん色しよくを失った母が、懸けん命めいに背中をさすってくれた。

「……やっぱり、私はもうダメみたい」

　咳が治まり、呼吸を整えながらぽつりと呟く。

　口元を覆っていた手のひらには、べっとりと血がついていた。

　幼い頃から患わずらっているのは、心臓の病だ。それに加えて、肺までおかしくなってしまったらしい。肺病は、喀かつ血けつが始まったらもう助かる術すべはない。趣味で読んでいる医学書に、そう記されていた。

「また、馬鹿なことを言って！」

　母は枕元に置いてあったタオルで、血に汚れた娘の手を素早く拭ぬぐう。

「弱気になったら駄目よ。――そうだわ！　前に、咳止めの薬を作ったじゃない。あれを飲んでみましょう。イリスが調合したんだもの、よく効くはずよ」

　まだ、本格的に寝込む前のこと。

　春の終わりまでは、イリスも多少は外出が可能だった。といっても、亀の歩みでの散歩程度だ。のろのろと村外れにある原っぱへ行き、薬の材料になる野草を集めることが、彼女の数少ない楽しみの一つだった。

　――時折、植物採集中に行き倒れることもあったが。

「あらっ？　確か、この辺にしまっておいたはずなんだけど……」

「母さん。あの薬は税金の取り立ての時、不足分として役人に持っていかれたんじゃ？」

「……そうだったわね」

　必死で薬棚を漁あさっていた母は、兄の指摘にきつく唇を嚙む。

　ここは王都から遠く離れた辺へん境きようの村。父と兄は、汗水流して懸命に働いている。けれど、稼ぎの殆ほとんどは、イリスの医い療りよう費ひに消えてゆく。

　そのせいで、今年は国に納める税金が足りなくて大騒ぎになった。

「イリス、ごめんね。うちがもっとお金持ちだったらよかったのに……」

「お母さん、謝らないで」

　薬草についての知識を深め、独学ながら調合ができるようになった。せめて薬やく代だいだけでも浮けば、家計の助けになると思ったからだ。

　けれど、もうその必要もなくなった。

　どんな特効薬も、今の自分には効かないだろう。それだけ病魔は、イリスの身体からだの芯までボロボロに蝕むしばんでいた。

「私は本当に幸せだったわ。十五年も、家族のみんなから優しくされて、生きることができたんだもの」

　この世に生まれ落ちたその瞬間から、生死の境を彷徨さまよい続けてきた。

　産さん婆ばには、「この子は一週間も生きられない」と言われたらしいが……死にかけの赤あか子ごは、家族の温かい愛に支えられ、十五年も生き永らえることができた。

　家族の悲しむ顔が見たくなくて、今日まで病気と追いかけっこをしてきたけれど、もう疲れてしまった。なにせ十五年間も、休まず逃げ続けてきたのだから。

（そろそろ、立ち止まってもいいよね？）

　立ち止まることは、死に追いつかれることを意味する。

　だが、病に冒おかされた身体では、これ以上走り続けることは無理だった。

（もしも、一つだけ願いが叶うとしたら……）

　耳を澄まさなくても、外からは様々な音が聞こえてくる。

　風に揺らぐ木々のざわめき。軋きしみながら回る水車に、流れる川のせせらぎの音。農作業をする大人達の会話や、楽しそうな子供達のはしゃぎ声もする。

（世界一の幸せ者じゃなくなっても、構わない。外を自由に駆け回ったり、色んなことを教えてくれる、学校というところにも行ってみたかったわ）

　ベッドの中の生活が、嫌だったわけではない。心優しい両親と兄に囲まれ、今日まで生きられただけで十分だ。

　それでも、外の世界に憧あこがれずにはいられなかった。

　病床で読んでいた本の中で、それはあまりにも魅力的に描かれていたから。

「ごめんなさい。なんだか、とても眠くなってきちゃった」

　先ほど咳き込んでから、瞼まぶたが重たくて仕方がない。

　呼吸が浅くなり、脈も遅くなってゆく。喋るのも億おつ劫くうで、このままぐっすりと眠ってしまいたかった。

「ダメよ、イリス！　眠ったらいけないわ！」

「そうだぞ、イリス！　父さんが今、山でクマを獲とってきてやる！　薬なんかなくても、父さん特製のクマ鍋を食ったら、病気くらい簡単に吹っ飛ぶぞ」

「で、も……」

　これは、睡すい魔まなのだろうか？

　必死で眠気と闘うが、抗あらがい難がたい力で意識が闇の中へ沈んでゆく。こんなに眠くて堪たまらないのは、生まれて初めてかもしれない。

（……あら？）

　暗くなり始めた視界で、何かがキラリと輝いた。

　見慣れた天てん井じようをすり抜けて、蒼あおく光るものが下りてくる。卵くらいの大きさで、涙の雫しずくのような形をした、幻想的な何か――。

（……綺麗な光、だわ……）

　空よりも澄んだ蒼があるなんて、知らなかった。

　傍かたわらで両親や兄が何か言っているようだが、もはや耳には届かない。霞かすみがかった視覚で、イリスはじっと蒼い光を見つめる。

【――清らかなる魂を持ちし娘よ――】

　ふいに、頭の中で女性の声が響いた。

　硝子ガラスのベルを思わせる、儚はかなくも美しい声こわ音ねだ。

『あなたは、誰？』

【――我われはいと高き天空にて、闇を祓はらい清める月の化身なり。人の子からは、月の女め神がみ・リュシアンと呼び称される存在である――】

『もしかして、天国から私を迎えにきてくれたんですか？』

　イリスの胸中に浮かぶ問いを、姿なき女神は静かな声で否定する。

【――神たる我は、天地の理ことわりを乱すため人の世に下ることはできぬ。故に、我はそなたに神しん命めいを与えるため、遙けき神界より呼びかけておるのだ。天空の瞳を持つ穢けがれなき娘よ、我が意思に従う覚悟はあるか――？】

『えっと、それって……私が、女神様のお願いを叶えるってこと？』

【――聖なる月の加護を、そなたに。己おのれに課せられた宿命、我が司つかさどる月の力を拒こばまねば、そなたの身に大いなる祝福を授さずけよう――】

　唐突に聞こえ始めた声は、これまた唐突に途絶えた。

　刹せつ那な、胸元がじんわりと熱くなった。そこから全身へと、心地ここちよい温もりが波紋となって広がってゆく。冷たくなり始めた身体に、慈愛に満ちた温もりが染しみ渡り……あれほど強烈だった眠気も、噓のように吹き飛んだ。

　それと同時に、イリスは女神から課せられた使命を悟さとる。

『これが、私が生かされた理由なのね……』

　もぞりと、ベッドの上に身を起こす。

　胸元に触れると、寝間着越しでも硬い感触を確認できた。

「な、なぁ。今の蒼く光る石は、いったい何だったんだ？」

「父さんが知らねぇもんを、俺が知ってるわけねぇだろ。つーか、今の光る石……イリスの中に入っていったよな？」

「ちょっとイリス、見せてみなさい！」

　父と兄が惚ほうけている中、母が慌てて娘の胸元を覗のぞき込む。

　雪のように白く、滑らかなイリスの肌。起伏に乏とぼしい華奢な胸部を見て、母は大きく息を呑んだ。

「こ、これは……っ」

　やせた鎖骨の下――胸の谷間よりも、少し上。

　空よりも澄んだ蒼に煌きらめく石が、深く埋め込まれていた。

「みんな、聞いて！」

　言葉を失った母とは対照的に、イリスは頰ほおを上気させて興奮気味に語る。

「今ね、月の女神様の声が聞こえたの。私は月の加護を受けて、これからも生きていられるようになったんですって。その代わり、女神様のお願いを叶えなくちゃいけないけれど。ねっ、すごいでしょう？」

「すごいって、あなた……」

　月の女神と、どんな約束をしたの？

　得意げに笑う娘に、母がそう尋ねようとした時だった。




「お取り込み中、失礼します」




　軽いノックが二度あり、部屋の扉がガチャリと開かれた。

　唐突に現れたのは、濃のう紺こんの軍服に身を包む騎き士しだ。清潔感のある銀ぎん青せい色しよくの短い髪。海色の双そう眸ぼうは、鷹たかのように鋭い。年齢は、二つ年上の兄と同じくらいに見えた。

「人の家に無断で上がり込んで何の用だ？」

「声をかけても返事がなかったもので。それでも、家の中に人の気配があったので、勝手にお邪魔させてもらいました」

　家族を庇かばうように立ちはだかった父に、謎の騎士はしれっと言い切る。

　木で鼻をくくったような返答だ。これには、父だけでなく兄も気け色しきばみ、騎士に食ってかかろうとした――が、そんな彼らの鼻先に、白銀に輝くものが突きつけられた。

　神殿の紋もん章しようが刻まれた、立派な勲くん章しようである。

「俺は、聖ルミナリア大神殿の神殿騎士団に所属する、クレディオ・レジメントと申します。〈星ほし詠よみの巫み女こ〉の予言に従い、新たな聖女の確認にきました。詳しい説明は、こちらに記しるされています。目を通しておいてください」

　事務的な口調でそう言い、クレディオは分厚い封書を父に押しつける。そして彼は、窓辺のベッドへと視線を向けた。

　空色の瞳と海色の瞳が、お互いにジッと見つめ合う。

「あなたが、月の女神の祝福を受けし救きゆう国こくの聖女ですね？」

「はい。さっき、月の女神様に死の淵ふちから連れ戻していただく代わりに、聖女になりました」

「ちょっとイリス！　聖女に選ばれたって、どういうことなの!?」

　あっけらかんと答えた娘を、血相を変えた母親が問いただした。

　盛大に取り乱す母に、イリスは相変わらずマイペースに笑う。

「私の胸の石は秘石といって、女神様の力が込められているみたい。秘石の力のお陰で、身体の調子はすっかり良くなったけど――私は聖女として、世界を救うことになったの」

「はぁ？　それってどういうことだよ？　つーか、聖女って神話に出てくる、邪神を封じたねーちゃんのことだよな？　生あい憎にくとうちの妹は、そんな立派なことはしてねぇぞ」

　訝いぶかしげに眉を顰ひそめる兄に、クレディオは呆あきれたように嘆たん息そくする。

「それは、初代聖女セフィーリア様のことです」

「セフィーリア様のことなら、小さい頃に絵本で読んだことがあります。遠い昔に、悪い神様を封印した偉い人なんですよね」

　この世は、太陽神アトロスと、月の女神リュシアンによって創造された。

　澄んだ水と空気に、草花が咲き乱れる豊かな大地。二柱の絶対神が見守る中、人々は独自の文明を築きずき、動植物と上う手まく共存していた。

　しかし、平和な時は長く続かなかった。

　闇を司つかさどる邪神ラーザの出現により、世界は滅亡の危機に曝さらされたのだ。

　邪神は死霊の軍勢を従え、世界を死し臭しゆう漂う常とこ闇やみで支配しようとした。

　二柱の絶対神は、人界の出来事に直接手を貸すことはできない。強大な力を持つ神だからこそ、人の世に干渉することで、世界の理ことわりを歪ゆがめる危険があるからだ。

　そこで、太陽神アトロスは己の愛剣・陽よう光こうの剣を。月の女神リュシアンは、己に宿る浄化の力を結晶化して、それぞれを二人の人の子に授けた。

　その選ばれし者こそ、神聖ランディエル王国の初代国王ランバート。そして、彼の妻にして聖導教ヴェレーデを創そう唱しようした、聖女セフィーリアだった。

　二人は力を合わせ、邪神を異界へ封じることに成功した。

　異界へと通じる門は、今も王城の地下にあるらしい。

「確かに、セフィーリア様は邪神の封印に成功しました。けれど、残念ながらそれは完全なものではなかった。――失礼ですが、この国でおおよそ百年に一度、〈日につ蝕しよく〉が起こることはご存知ですか？」

「はい。その日には幻の薬草と言われる、月げつ光こう花かが咲くという伝説がありますから。私、そのあたりのことについては、ちょっと詳しいんですよ」

　ふふん、と。得意げに鼻を鳴らすイリスを無視して。

　クレディオはさくさくと説明を進める。

「日蝕とは、太陽が月に覆われる現象です。真昼であっても辺りは夜のように暗くなり、この世で最も、闇の力が強くなる日です。闇が強まれば、邪神もまた力を得る。逆に、光を糧かてとしている結界は、その効果が弱まってしまう」

「つまり……日蝕が起こると、邪神が復活するかもしんねえってことか？」

　神妙な顔で尋ねた兄に、騎士は「その通りだ」と頷うなずく。

「ひとたび日蝕が起これば、邪神が解放される危険性は極めて高くなる。そこで、月の女神リュシアンは、日蝕の巡り来る百年ごとに、新たな聖女を召しよう命めいすることにした。その聖女こそ、あなたなのです」

「でも、私は何をすればいいんですか？」

　理解していることは、ただ一つ。

　世界を救うために、聖女として生き永らえたということ。秘石の力を使えば使命を果たせるらしいが――具体的なことは、女神も教えてはくれなかった。

「説明の前に、やらなければならないことがあります」

　驚きよう愕がくの事実が告げられ、半なかば放心している家族の間をすり抜けて。

　青の騎士は、静かにベッドの脇へ立った。

「秘石の確認をします。これも、職務の一環ですから誤解しないように」

　渋い顔でそう前置きして、クレディオはイリスの寝間着に手を伸ばす。

　あっと思った瞬間には、襟元が僅わずかにくつろげられ――ささやかな胸の谷間が露あらわになる。白肌に輝く蒼い石に、クレディオは海色の双眸を眇すがめた。

　空よりも澄んだ蒼い石の表面には、精せい緻ちな図像が刻まれている。

　幾重の花弁を広げる、大輪の花を模した紋様だ。

「女神の印が刻まれた、天空の色を湛たたえし石……確かに、聖女の秘石だ」












　確認が終わると、手早く襟元を直される。

　恥じる間もなく身体検査が終わった。両親も兄も、クレディオの暴ぼう挙きよを咎とがめることはできなかった。あまりに彼が堂々としていて、制止の言葉すら出なかったのだ。

　――しかし、イリスは違った。

「な、何をするんですかっ！」

　胸元を掻かき合わせ、今にも泣きそうに表情を歪ませる。

「どうしよう。好きでもない男の人に、胸を見られるなんて……これじゃあ、お嫁にいかなくてはならないわ」

　前に読んだ恋愛小説で、似たような場面があった。

　着替えをしている少女の部屋に、無断で入室した青年。彼に胸を見られた少女は、イリスと同じようにまずは驚き、こう続けるのだ――「胸を見たんだから、責任を取ってお嫁にしなさい」と。

「私も、責任を取ってもらわなくちゃ！」

　あの物語の少女は最終的に、着替えを目撃した青年と結ばれた。

　ならば――と、イリスは意気込む。

「あのっ。私の胸を見たのだから、お嫁さんにしてください」

「なぜ、俺がそんなことを？　秘石を確認することが、俺に与えられた責務です。好きで見たわけじゃないのだから、仕方がないでしょう」

「それじゃあ、私は〝イカズゴケ〟になるんですね……」

「行かず後ご家け……意味を分かって言っているのか？　いや、分かってないだろうな」

　誰にも聞こえないような声で、ぼそりと呟つぶやく。

　そして、軽く咳払いをした青の騎士は、気を取り直して説明に戻る。

「安心してください。たとえ嫌だとごねても、あなたには結婚をしてもらいます。といっても、その相手は俺ではありません」

「？　どういうことでしょう？」

「神聖ランディエル王国の、次代国王――つまり、現在の王子殿下に嫁とついでもらいます。聖女を妃に迎えることは、初代国王の御み代よより受け継がれる王家の習わしですから」

「うわぁ！　私、王子様と結婚するんですか!?」

　純白のウェディングドレスの花嫁は、全世界の乙女の憧れである。

　しかも相手は、将来国王となる王子様だ。

（まるで、恋愛小説の主人公になったみたいだわ）

　頰を薔薇色に染め、うっとりと感激する。

　ひとり夢見心地なイリスをよそに、クレディオの淡白な説明は続く。

「日蝕が起きると、聖女は王城の地下にある〝封ふう呪じゆの門前〟にて、〝陽よう召しようの儀式〟を行います。仰ぎよう々ぎようしい名称ですが、秘石の力で封印を強化するだけのこと。陽召の儀式には、次代国王も参列する決まりなので、その直前に〝婚礼の儀式〟が行われます」

「聖女様って、たくさんの儀式をするんですね。私にもちゃんとできるかしら？」

　儀式と聞くと、小説で読んだ様々な光景が思い浮かぶ。

　勝利を祈願する巫女の舞まい。国の安あん寧ねいを願う姫君の歌か唱しように、死を誘いざなう魔女の呪じゆ詛そなど。手段や目的は多々あるが、どの儀式も難しい作法や、複雑な手順を踏まえていた。

　そんなこと、病弱な村娘だった自分には到底できそうにない。

「問題ありません。来月からあなたには、王立ローザリア学院へ入学してもらいます」

「えっ。私、学校に通えるんですか？」

「あなたは聖女兼、未来の王妃陛下ですから。我が国が誇る名門校で、歴史に名を残すにふさわしい、完璧な礼儀作法と教養を身に着けなければなりません」

　異論はありませんね？　と、有う無むを言わさぬ眼光で問われる。

　これにイリスは、臆おくすることなく笑顔で頷く。

「もちろん！　学校って、色んなことを教えてくれる場所ですよね？　恋に友情に、拳こぶしでの語り合いなど、甘あま酸ずっぱい青春の宝庫だと聞いて、ずっと憧れていたんです」

「言っておきますが、学校は遊び場ではありません。勉学に勤いそしむことが学生の本分。物もの見み遊ゆ山さんで入学されては困ります」

「はい、分かっています。立派な聖女と花嫁になるため、私は学校に通うんですよね？　お勉強なんてしたことはないけど、知らないことを教わるのは大好きです。今から、学校生活が楽しみだわ」

「……ダメだ。何も分かってないな」

　好奇心丸出しで、イリスはにこにこと微笑んでいる。

　緊張感とは無縁の、ぽやんとした雰囲気だ。堪こらえきれず嘆たん息そくした騎士は、それでも即座に気を引き締めて、己おのが職務を優先させる。

「今更ですが、あなたの名前は？」

「イリス・レルミットです」

「では、イリス様。これを持ってください」

　クレディオは腰の剣を鞘さやから抜き、イリスへと手渡す。

　初めて握った剣は、ずっしりと重かった。筋力がないので、とても支えていることなどできず、ベッドに置いた剣の柄つかを、ただ握っているような格好になった。

「俺は星詠みの巫女の予言により、あなたを護衛する騎士に任命されました。今日この時から、俺はあなたの盾たてとも刃やいばともなりましょう」

　イリスの前に跪ひざまずき、クレディオは淡々と誓せい約やくの言葉を述べる。

　軽く目を伏せ、形の良い唇くちびるが刃に落とされた。姫君と騎士の恋物語に出てきた、叙じよ任にんの儀式と同じだ。

「これで、騎士の誓いは完了です」

　主従の契約が済むと、クレディオは何事もなかったように立ち上がった。

「ひと月後、俺が再び迎えにきます。生活に必要なものはこちらで用意しますが、それまでに、為なすべきことは済ませておくように」

　イリスに預けていた刃を、腰の鞘に戻しつつ。必要事項を言い終えた彼は、一礼をした後に踵きびすを返す。

　そして、突如現れた青の騎士は、これまた唐突に部屋を後にした。

「イリスが、聖女に……」

　静せい寂じやくが落ちた室内に、空くう虚きよな母の呟きが落ちる。

　そのひと言で、父と兄の硬直も解けた。

「な、なんだかよくわからんが……世界平和の鍵を、うちの娘が握ってるってことか？　そりゃあ、とてつもなくどえらいことじゃないか！」

「しかも、日蝕が起きたら王子と結婚するんだろ？　やったなぁ、イリス！　お前、この世で一番でっかい玉の輿こしに乗ったぜ。それに身体の方も、すっかり良くなったんだろう？」

「うん。眩め暈まいも吐き気も頭痛も、全部なくなったわ。胸が痛いのも治ったし、身体がとても軽くて、なんだか生まれ変わったみたい」

　いつもは力ない声で喋しやべるイリスが、生き生きと言葉を紡つむいでいる。青白かった顔色も、今や頰に赤味が差し、虚うつろだった瞳にも光が灯ともった。

　本人の言う通り、まるで生まれ変わったような変へん貌ぼうぶりだ。

「こうしちゃいられん。今から森に行って、でっかいクマを仕留めてくるとするか。今夜は派手に、イリスの快かい気き祝いわいをするぞ！」

「じゃあ俺も、父さんの手伝いをするぜ」

「というわけだ。母さんは、料理の準備をしといてくれ」

　豪ごう快かいに笑う父と、張り切って腕うで捲まくりをした兄は、我先にと部屋から飛び出していく。

　遠ざかっていく慌あわただしい足音に、母は小さく苦笑した。

「まったく、うちの男どもときたら騒さわがしいんだから。だけど、イリスが元気になったのは、母さんも嬉しいわ」

　座り込んでいた床から、「よっこいしょ」と立ち上がる。

　前掛けを軽く払った母は、ベッドの端にちょこんと座る娘へ朗ほがらかに笑む。

「父さんとお兄ちゃんが、あなたのために食材を調達してくれるみたいだし、母さんも畑で野菜をとってくるわ。今夜はご馳ち走そうだから、楽しみにしていなさい」

　そう言った母も、イリスの頭をひと撫でして部屋を後にする。

「ご馳走……」

　何気なく口に出した単語に反応してか、胃袋が愛らしい音で空腹を訴えた。

　お腹が空すくということは、こんな感じなのか。今までは食欲がないことが当然で、自分の腹の虫が鳴いたのも初めて聞いた。

　寝間着の上から腹を押さえ、イリスは真昼の空のように晴れやかな顔で笑う。

「クマさんって、美お味いしいのかしら？　とっても楽しみだわ」

　数分前までは、棺かん桶おけに片足を突っ込んでいた死にかけの少女。

　百年に一人の聖女に選ばれ、王子と結婚する。世界の命運すら、一身に背負わされたイリスだが――そんなことなど、なんのその。

　彼女はウキウキと胸を弾ませ、食卓に並ぶ料理に想いを馳はせていた。
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　神聖ランディエル王国。

　太陽神アトロスと月神リュシアンの祝福を受けた、政せい教きよう一いつ致ちの大国である。その王都ユークロンドは、広大な国王領の中心に築きずかれた城じよう砦さい都市だ。

　絢けん爛らん豪ごう華かな王城を中心に、街中に張り巡めぐらされた敷しき石いしの道路で、街並みは整然と区画されている。行き交う人々は、上等な衣服や装飾品で身を飾り、四頭立ての立派な馬車も数多く走っている。

「私も今日から、ローザリアの学生なのね」

　イリスが新たな聖女に選ばれ、早一カ月。

　今日は、待ちに待った王立ローザリア学院の入学式だ。

　ここひと月の間、小さな村はお祭り騒ぎだった。村民から聖女が出現したことで、国に納める租そ税ぜいが大幅に減額されたからだ。貧困に喘あえいでいた村人達は、こぞってイリスに感謝して、毎日のように野菜や魚を差し入れてくれた。

（命拾いしただけでも十分なのに。学校にも通えて、村の生活も楽にできるなんて――私、聖女に選ばれて本当によかったわ）

　夏も終わりを告げる頃。クレディオは約束通り、イリスを迎えにきた。

　愛する家族と別れ、単身王都へと旅立つ。そんな自分を、両親や兄だけでなく、村人達も総出で盛大に見送ってくれた。

　あの時見た笑顔が、今も心に焼きついて離れない。

（これから学校で、いろんなことを覚えないと！　私が立派な聖女になって、無事に役目を果たしたら、世界中の人達を笑顔にすることができるもの）

　聖女になって得たものは、自分の命だけじゃない。

　そう実感すると、背筋が伸びる思いがした。

（日につ蝕しよくがいつ起こるのかは、分からないけど……それまでに、少しでも聖女らしくならないといけないわね）

　日蝕の始まりを知るのは、この国でただ一人。

　王都の大神殿に住まう、〈星ほし詠よみの巫み女こ〉だけだ。予見の能力を持つ一族から、代々巫女が選出され、彼女らは絶対的な予言を下す。星詠みの巫女の託たく宣せんは、恐ろしいほどの的中率を誇り、国王ですら抗あらがうことはできないと聞く。

「それにしても、なんだか落ち着かないわ。こんなに胸がドキドキするのは、発ほつ作さ以外だと初めてかもしれないもの」

　憧れの学校生活への期待。そして、着慣れない華か美びな衣服を纏まとっているせいで、心臓がうるさいくらい高鳴っている。

　ブラウスや上衣、膝ひざ丈たけのスカートに、リボンやカフスの付属品もすべて、新雪を思わせる白。さすがは、貴族の子女が通う名門校。デザインも、学校の制服というよりもお洒落しやれで、フリルや刺し繡しゆうがたっぷり施された可愛らしいドレスのようだ。

「ローザリアの入学生は、貴族ばかりだって聞いたけど……村娘の私でも、仲良しになれるかしら？」

　王立ローザリア学院は、国内屈くつ指しの名門校である。

　規定の入学金と学費を払いさえすれば、誰でも入学することはできる。だが、その額が莫大であることから、学生は必然的に貴族ばかりが集まった。王立とはいえ、その運営費用は多額の寄附金によってほぼ賄まかなわれているともいう。

　基本的な教養科目はもちろん、礼儀作法や武術、医療に芸術という、専門分野の学問も選択形式でとることができる、総合的な高等教育機関。贅ぜいを尽くした伝統ある設備と自由度の高い校風が人気で、毎年多くの生徒が入学している。

「イリス様。以前も言いましたが、学校は遊び場ではありません」

　学院を目指して走る、二頭立ての馬車の中。

　終始そわそわしているイリスに、向かいの席からクレディオが釘を刺す。

「あなたには、この世界を救う重要な義務がある。今回、聖女という身分を明かさずローザリアに入学するのも、いずれ歴史に名を残す聖女として、その身に恥じぬ教養を習得するため。そのことを、どうかお忘れなきように」

「はいっ。旦だん那な様になる王子様が、結婚してよかったと思えるくらい、素敵な花嫁さんになってみせます」

　そういえば――と。

　ずっと気になっていたことを、自分の言葉で思い出した。

「この国には今、二人の王子様がいるんですよね。私が結婚するのは、やっぱり第一王子様なんですか？」

　クレディオの迎えを待つ一カ月の間。イリスもそれなりに、結婚相手の情報を集めていた。――というより、わざわざ調べようとしなくても、父や兄があちこちから情報を拾ってくるのだ。

　第一王子のオーヴィルは、正妃の息子。

　第二王子のラードルフは、側そく室しつの息子らしい。

　異母兄弟の彼らは、別々の母親から競い合うように生まれ落ちた。双子ではないが同い年の二人は何かと比較され、出世を狙う諸しよ候こうの間では派は閥ばつができているとか……。

「確かに、王位継承権は当初第一王子にありました。しかし、それは〈救国の聖女〉が現れるまでのこと。今は、どちらの王子が次の国王になるのか、誰にも分かりません」

「？　それって、どういうことですか？」

「聖女が出現した世代の王子は、〝陽よう光こうの試し〟と呼ばれる儀式にて、王位継承権を得るのです」

　どんぐり眼まなこを瞬しばたたかせる主に、クレディオは相変わらず事務的な口調で説明する。

「王城の地下。封ふう呪じゆの門がある祈り場は、聖剣の間の奥にあります。聖剣の間には、初代国王が太陽神より授さずかったと伝えられる、陽光の剣が突き立った台座があり……この剣を引き抜いた者が、次の国王になるそうです」

「その儀式は、まだなんですか？」

「ええ。すべての儀式は、日蝕が起きてから初めて執とり行われるので」

「そうだったんですか……」

　てっきり、第一王子と結婚すると思い込んでいたけれど、第二王子と結ばれる可能性もあったなんて。初耳の情報に、イリスは思わず気の抜けた相あい槌づちを打つ。

　しかし、彼女はすぐに瞳を煌きらめかせた。

「でも、結婚式の当日まで相手が誰か分からないのも、わくわくしますよね」

「……は？」

「まるで、推理小説を読んでいる時みたい。最初に思った通り、第一王子様と結婚するのか。それとも、予想を裏切って第二王子様が旦那様になるのか――あぁ、どっちがお相手になるのか、楽しみだわ」

　結婚相手の王子様は、運命の儀式によって決められる。

　まるで、壮大な物語のようだ。そんなことを、うっとりと口にしているイリスに、青の騎士は怪け訝げんそうに眉を顰ひそめる。

「王子といっても、顔も知らないような相手ですよ？　理想と違う人物でも、あなたは素直に結婚を喜べますか？」

「当然です」

　即答したイリスは、「実は……」と声を潜ひそめる。

「誰にも言ったことはないですけど、私は花嫁さんになりたかったんです」

「それが何か？」

　小声で何を告げられるかと思えば、たったそれだけのことか。

　拍子抜けしたように、ため息を嚙かみ殺すクレディオに、イリスは笑顔で語り続ける。

「私は聖女に選ばれるまで、とても身体が弱かったんです。お医者さんに診みてもらうたびに、息があるだけでも奇跡だって、言われ続けてきましたから。だから、結婚する前に死んじゃうんだって、心のどこかで諦あきらめてたんです」

　でも――と、イリスは心から嬉しそうに微笑む。

「秘石のお陰で生き延びて、夢だった花嫁さんになれる。しかも、女の子なら誰もが憧れる、王子様と結婚できるんですよ？　聖女になっていなかったら、私は今頃お墓の下にいた。だから、夢を叶えられるだけで幸せなんです」

　あのまま死んでいたら、こうして笑ってはいられない。学校に通うことも、花嫁になることもなく、冷たい土の下に埋められていただろう。

　そう思うと、胸に宿った秘石がより愛おしく感じられた。

「……そんなに、身体が弱かったんですか？」

　床に伏ふせっていたのは、部屋に上がり込んだので知っている。けれど、その時にはすでに、イリスは秘石の力で全ぜん快かいしていた。

　よもや、死ぬほどの大たい病びようを患わずらっていたとは――。

　気まずそうに眉を曇らせるクレディオへ、イリスはけろっと答える。

「クレディオさんと初めて会った日は、本格的に死にかけてたんですよ。とても眠くなって、もうダメだって思っていた時に、女神様の声が聞こえてきたんです」

「そう、でしたか……」

　二人きりの車内に、一瞬の沈黙が落ちた後。

「あっ、そういえばっ！」

　イリスは何かを思い出したように、ぱちんと両手を打ち合わせた。

「私、もう自分のお墓があるんです！」

「――は？」

「うちの村の墓守さんは親切な人で、なんと、私のためにお墓を造ってくれたんです。天使の羽がついた可愛らしいデザインで、私はとっても嬉しかったのに、家族のみんなは全然喜んでくれなくて……どうしてでしょう？」

「どうしてって……」

「備えあれば、憂うれいなしっていうのに。不思議だわ」

　納得できないと言いたげに、唇を尖とがらせる。

　生前から自分の墓を用意され、それを喜ぶ方が余程不思議だ――と。思わず喉のど元もとまで出かかった言葉を、クレディオは寸前で呑み込み、勤勉な騎士の顔に戻る。

「あぁ、忘れていました。お渡しするものがあったんです」

　さり気なく話題を変えるついでに、クレディオは軍服の内ポケットを探る。

　彼が取り出したのは、大輪の花を模もした白銀の髪飾りだった。中心には、秘石と似た蒼い石が輝いている。

「今日からこれを、常に身に着けていてください」

「こんなに素敵なものを、私がもらってもいいんですか？　でも、私の誕生日は半年も先のはずですけど……」

　プレゼントを貰うのは誕生日だという方程式が、イリスの中で確立されているのだろう。

　愛らしい髪飾りを手渡しながら、クレディオは素っ気なく言い放つ。

「勘違いは困ります。これは、我々があなたの居場所を把握するための魔力を施した魔装具です。決して、個人的な贈り物などではありません」

「そうなんですか？　でも、こんなに綺麗なものがもらえて私は幸せです」

　ほくほくとした笑顔でそう言い、イリスは車窓を鏡代わりに、受け取った髪飾りをつけようとする。だが、なかなか上手くいかない。

　不器用に、髪飾りと格闘すること三分ちょっと。

「……失礼します」

　手袋を外したクレディオは、渡したばかりの髪飾りを素早く奪う。

　座席から身を乗り出した彼は、イリスの亜あ麻ま色の髪を留めるリボンへ、すっと白銀の花をあしらった。

「さぁ、できましたよ」

「うわぁ～、ありがとうございます！」

　窓に映る自分の姿を確認して、イリスは頰を紅こう潮ちようさせた。

　まるで、新しい玩具おもちやを与えられた子供のようだ。手袋をはめ直しながら、クレディオがそう思っていると、つんつんと袖そでを引かれた。

　顔を上げると、キラキラと輝く視線と目が合う。

「どうです？　似合ってますか？」

「…………」

　一片の曇くもりもない空色の瞳は、期待に満ち溢れていた。

　髪飾りが似合うかどうかなど、騎士の職務には関係ない――と、本当は言いたかった。しかし、こうも純粋な目を向けられて、ばっさりと切って捨てられるほど、クレディオも非道ではなかった。

「お似合いですよ……」

　実際、花を模した髪飾りは、イリスの亜麻色の髪によく映えている。

　クレディオが、簡潔かつ正直な賛辞を述べると、イリスの表情はますます華やぐ。そして彼女は、勢いよく頭を下げた。

「髪飾り、本当にありがとうございます！　私、死ぬまで大切にしますから」

　かろうじて、肩にかかる長さの髪を揺らして顔を上げる。

　やはり彼女は、人の言葉を聞いているようでいて、まったく聞いていないようだ。常に身に着けていても不自然ではないよう、髪飾りの魔装具を選んだだけなのだが――こんなに喜ばれると、勘違いを訂正するのも気が引けた。

　あどけない笑顔を前にしては、なおさらである。

「大切にするのは結構ですが、早く自分でつけられるようになってください」

　どう反応していいのか迷った末。

　クレディオは冷めた口調でそう言い、視線を車窓の外へ向けた。

（本物のお花はすぐに枯れちゃうけど、これならずっと綺麗に咲いてるわね）

　幼い頃。原っぱで摘つんだ野花を、髪飾りの代わりにしていた。

　眠る前に外して、翌朝にまたつけようとすると、花はへにゃりと萎しおれている。それが悲しくて、いつしか髪を飾るのはやめていたが、この花なら安心だ。枯れる心配もなく、明日も明後日あさつても――大切に扱う限り、美しいまま咲き続けてくれる。

「あとで、髪飾りをつける練習をしなくちゃ」

　そう独りごちて、上機嫌に微笑む。

　そんなイリスの様子を、チラリと横目で窺うかがい、クレディオはげんなりと嘆たん息そくする。

「……ダメだ、調子が狂う」

　彼の小さな呟きは、計らずも馬の嘶いななきに掻き消された。

　馬車のスピードが落とされる。何だろうと思い、窓の外を見たイリスは、思わず歓声を上げた。

「うわぁっ！　大きくて、お城みたいなお家だわ」

　馬車が潜くぐったのは、金色に輝く巨大な門。

　その先には、広大な敷地が広がっている。遠く見える白い煉れん瓦が造りの建築群は、数あま多たの棟とうで構成され、空を貫つらぬくようにそびえる尖せん塔とうが目立つ。正門から建物まではかなりの距離があり、いたるところに番兵も配置されていた。

　誰の家なんだろう、と。べったりと窓に張りつき、暢のん気きな感想を抱くイリスに、クレディオはため息を押し殺して口を開く。

「あれは個人の館やかたではありません。あなたが入学する、王立ローザリア学院です」

「えっ、そうなんですか？　なんだか、お姫様が暮らすお城みたいです」

「物語の世界と現実を混同するのは、控えていただきたい。ローザリアは全寮制ですから、暮らしているのは生徒と学院の関係者のみです」

「へぇー、すごいですねぇ」

　せっかくの説明も、右から左へ耳を素通りしてゆく。豪ごう奢しやな校舎が、イリスの興味を独ひとり占じめしているうちは、何を言っても無駄だろう。

　車寄せで馬車が停まると、クレディオは気を取り直して腰を上げた。

「……入学式の会場へ向かいますよ」

　御ぎよ者しやの開けた扉から、まずはクレディオが馬車を降りる。

　置いていかれる。そう思ったイリスが、慌てて彼の後に続こうとすると――スッと、大きな手が目の前に現れた。

　降りやすいように、クレディオが手を差し伸べてくれたのだ。

　こういう場面で女性を助けるのは、男性として当然の礼儀だ。

　しかし、彼の手を取ったイリスはポッと頰を赤らめる。

「お城みたいな学校に、優しくエスコートをしてくれる騎士様……なんだか本当に、絵本に出てくるお姫様になったみたいだわ」

「…………」

　物語と現実を混同するなと、数秒前に注意したはずなのに。

　イリスの気分は、まさに童話に登場する姫君なのだろう。制服のスカートの裾すそを、花のようにふわりと膨ふくらませ、軽やかに地面へ降り立つ。優雅に振る舞おうとしているのだろうが、その所しよ作さは拙つたない。

「？　クレディオさん、どうかしました？」

　渋い顔をしている騎士に、イリスは小首を傾かしげる。

　何事か言いたそうな顔で、「何でもありません」と答えた彼は――ふと、繋つないだままの手に気がつき、険けわしく眉を歪めた。

「あの、手を離してもらえませんか？」

「その前に、やっておきたいことがあるんです」

　にっこりと笑ったイリスは、繋いだ手を上下に軽く振る。

　俗に言う、「握手」という行為だ。

「クレディオさん、これからよろしくお願いします」

「いきなり、何を言い出すんですか」

「聖女の役目を終えるまで、あなたは私を護ってくれる。今日から一緒に暮らすことになるんだから、ちゃんと挨拶をしておきたくて」

　ふふっと笑ったイリスは、クレディオの手を握ったまま意い気き揚よう々ようと歩き出す。

「さぁ、張り切って入学式に行きましょう！」

「……会場は逆の方角ですよ」

　振り解くことは諦めて。

　深くため息をついたクレディオは、主の手を引いて式場へと重い足を向けた。
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（私と同じ歳くらいの子が、たくさんいるわ……）

　入学式の会場は、校舎の東に位置する大聖堂だった。

　ステンドグラスを通した光が、色鮮やかに降り注ぐ堂内。広い身しん廊ろうには、新入生達がずらりと並んでいる。その数、ざっと百人以上はいるだろう。

　幼い頃から、社交の場に出ているからだろうか。列席者のほとんどは、澄まし顔で壇だん上じようを向いている。中には、緊張のせいかか蒼あおざめている者もいたが――イリスのように、好奇心満々できょろきょろしている学生は、誰一人としていなかった。

（クレディオさん以外にも、護衛の騎士さんっているのね）

　数はそれほど多くないが、イリス以外にも、護衛騎士を伴っている者はいるらしい。護衛騎士達は、式に参加している主を見守るように、側そく廊ろうで静かに待たい機きしている。

　皆揃って見み目め麗うるわしい青年だが、さすがは騎士だ。剣に鞭むち、短剣に槍。種類に多少の違いはあれど、全員が武具を携たずさえている。

（あ……っ）

　校長の祝辞に耳を傾かたむけつつ、騎士の一団を観察していたイリスは、クレディオの姿を発見して笑顔になった。

　目が合ったので小さく手を振ると、彼は険しい顔になる。式に集中してくださいと、口パクで伝えられるが――その意味が、イリスに届くことはなかった。

（？　クレディオさん、何か言いたいのかしら？）

　イリスがきょとんと首を傾かしげると、クレディオの表情は更に苦々しいものになる。

　彼はもう一度、同じことを繰り返そうと口を開きかけ――諦めたように軽く嘆息すると、唇を引き結んで主から視線を外した。

　不審なクレディオの行動に、イリスが逆側へ首を傾げた時。

　ガタンと、壇上から鈍い物音が聞こえた。イリスが前方に目線を戻すと、これまで置かれていた演台がどかされ……代わりに、赤い布で覆われた物体を、男性教師が二人がかりで運び込んできた。

　大人の背丈をゆうに超える、平たくて縦たてに長い大きなものだ。

「新入生の皆さん。これより、寮選別の儀式を始めます」

　司会を務めていた女性教師のひと言に、ばさりと赤い覆おおいが取り除のけられる。

　中から現れたのは、銀の枠に嵌はまった純白の扉だった。

　何の変哲もない扉が、壁もないのにただそこにある。奇妙な感じはするが、不思議と心こころ惹ひかれてしまう。

「名前を呼ばれた者から、この扉を開いて通り抜けてください。儀式を終えた者は、外で待機している寮長の元へ速すみやかに向かうこと」

　では、始めます――と。唐突に始まった寮選別の儀式に、それまで静かだった新入生が、一斉にざわつきだす。

　そんな中。イリスだけは無言で、壇上の扉に釘付けになっていた。

（何の素材で作られているのかしら？　とっても綺麗）

　早さつ速そく、一人目の新入生が扉の前に立った。

　人前に出るのは、慣れっこなのだろう。勝かち気きな顔をした女子生徒は、優雅な所作でドアノブを捻ひねる。すると、それまで白かった扉の色が、突とつ如じよとして燃え立つ深紅に変化した。

　紅ぐ蓮れんの扉を潜ると、女子生徒の身体が眩まばゆい白光に包み込まれる。

　光は急速に赤みを増してゆき、やがて火の粉のように弾け散った。

「……すごい、魔法みたいだわ……っ」

　キラキラと輝く、赤い光の粒子。

　舞い散る光の中に立つ女子生徒の制服も、鮮やかな赤色に染まっていた。

「まぁ。エトヴィン伯爵令嬢は、アレス寮ですのね。情熱的な深紅が、よくお似合いですわ」

「僕は緑と黄色が好きだから、レーヴェかディゼルトがいいな」

「私は断然ハイリアだわ。他の寮なんて絶対に嫌よ」

　周囲の会話に聞き耳を立て、イリスは大体のことを理解する。

　どうやら寮は、全部で四つあるらしい。それぞれ、神話に登場する四属性の精せい霊れいにちなんだ名称で――最初の女子生徒は、炎の精霊アレスの名を冠した寮へ振り分けられたようだ。

（私はどの寮になるのかしら？　すごく、ワクワクするわ）

　開閉されるたびに、白い扉は色を変える。

　緑は、風を司るレーヴェ。

　黄色は豊ほう穣じようの象徴である、地の精霊ディゼルト。

　青は母なる大海を守護する、水の精霊ハイリアを示していた。

「次、イリス・レルミット」

「はいっ」

　ようやく自分の名前が呼ばれ、イリスは元気よく挙手をして返事をする。ひときわ張り切っている彼女に、至るところで忍び笑いが起きるが、当の本人は気にするそぶりなどない。

　魔法の扉に興味津しん々しんの彼女は、足早に壇上へ向かう。

（私が開いた扉は、どんな色に染まるのかしら？）

　白い扉の前に立ったイリスは、慎重に銀のドアノブを握る。

　ゆっくりと扉を押し開けると、足元から眩い光に包まれた。まるで、星ほし屑くずと戯たわむれているようだと思いながら、ぴょんっと扉を潜り抜ける。












　靴の踵かかとを軽く鳴らして着地すると、身体に纏まとわりついていた光が飛び散った。

　宙に煌きらめく光の粒は、水しぶきのような青。

　純白だった制服も、清らかな海の青色に変わっていた。

（クレディオさんの瞳と、同じ色だわ……っ）

　新しい制服を見て、真っ先に思い浮かんだのは、護衛騎士の清せい冷れいとした双眸。

　――初めて、彼との共通点が持てた。

　そんな気がして、胸の奥がポッと温かくなった。
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　入学式も無事終わり、新入生は寮長に先導されて各自の寮へと移動した。

「ここが、私のお部屋になるのね！」

　校舎の東西南北に長廊下で繋がり、四つの寮は建っている。

　イリスが入寮したのは東側の一棟。青き水の精霊ハイリアの寮だった。

「広くて、豪華なものがいっぱい……。本当にこんな部屋、私が使ってもいいのかしら」

　校内の人工林を望む三階の角部屋が、今日からイリスの自室だ。

　絨じゆう毯たんやカーテンだけでなく、壁際のベッドの天てん蓋がいから下がる紗しやも寮りよう色しよくの青。窓辺の勉強机は、黒光りする樫かし材ざいの立派なものだ。部屋の中央には、優美な白いティーテーブル。その脚や天板の側面には、繊細な彫刻が施されている。

「なんて素敵なの……」

　クレディオは今、荷物を取りに行っている。

　彼が留守にしている間、暇ひまを持て余したイリスは、さっそく室内を見て回っていた。

　見上げた天井には、細かな装飾のシャンデリア。続き部屋には、身体を清める浴場だけでなく、簡単な台所までついていて――村にある実家よりも、よほど設備は充実していた。

「あら、もうひとつお部屋があるのかしら」

　ベッドの向こう側に見つけた、木製の扉。

　ひょっこりと覗き込んだそこは、こぢんまりとした個室だった。

　簡素な寝台に、ありふれた机と椅子。磨すり硝子ガラスの窓は、換気用なのかとても小さい。照明も、古めかしいランプが一つだけだ。

　なんとなく、雰囲気が村の自室と似ていた。

「イリス様、ただいま戻りました」

　ノックの音に、イリスはパッと身を翻ひるがえす。

　クレディオの待つ扉へ駆け寄った彼女は、胸を躍らせながら尋ねる。

「合言葉を確認しますね。雪原地帯に咲く、フィラ草の花言葉は？」

「……忍耐、幸運を告げる。私はあなたを護る希望です……」

　イリスの弾む声に対して、扉越しに聞こえるクレディオの声は暗く沈んでいた。

　満足げに笑ったイリスは、鍵を外して扉を開く。

「お帰りなさい。私の分まで鞄かばんを持ってくるのは、大変だったでしょう？」

「俺は騎士ですから。荷物運びくらいで音ねを上げるほど、柔やわではありませんよ」

　両手に持っていた荷物を、絨毯の上に置き、クレディオは速すみやかに扉を閉めた。しっかり施錠も済ませた彼は、「それよりも……」と、渋い顔でイリスに向き直る。

「やはり、合言葉を変えませんか？」

「どうしてです？　フィラ草は、淡い青色の花です。雪の中でも咲く強い花で、月光花を別格にしたら、万能の薬草と呼ばれる薬草なんですよ。色も花言葉も、クレディオさんにぴったりじゃないですか」

「俺との相性はどうでもいいとして、これではクイズですから」

「あぁ、それもそうですね」

　じゃあ――と、イリスは喜色満面で両手を打ち合わせる。

「前に読んだ、『乙女の奏でる夢む想そう曲きよく』で使われていた合言葉に変えましょうか」

「ちなみに、それはどんな？」

「四阿あずまやでの逢おう瀬せのシーンで、女の子が恋人に尋ねるんです。『あなたはどこのどなたなの？』って。それに恋人は、『私はあなたを攫いにきた、名も無き男です』って答え――」

「合言葉は、今のままにしましょう」

　クレディオはみなまで言わさず、主の言葉を遮さえぎった。

　歯が浮くような合言葉を口にするくらいなら、薬草クイズの方がマシだ。そんな彼の苦い本心を知らず、イリスは「ふふっ」と微笑む。

「クレディオさんも、フィラ草が気に入ったんですね。私も薬草の中では、五本の指に入るくらい、大好きな花なんですよ」

「別に俺は、花が気に入ったわけじゃ……いや、もう何でもいいか。それより、夕食の時間になるまでに、荷に解ほどきを済ませてしまいましょう」

　すっかり癖になったため息をつき、クレディオは話題をすり替える。

　明るく「はいっ」と返事をしたイリスは、自分の赤いトランクを持って、部屋の奥へとことこ歩いていく。

「……待ってください」

　豪華なベッドの横を素す通どおりして。その先にある小部屋の扉を開けたイリスを、クレディオが呼び止める。

「どこへ行くつもりですか？　そこは、護衛騎士の控え室なんですが」

「でも、私はこっちの小さなお部屋の方が、落ち着いて過ごせると思うんです。村のお部屋と、雰囲気が似ているので。だから、交換しませんか？」

「却きやつ下か」

「どうしてです？　あっ、クレディオさんも、狭いお部屋の方が好きなんですか？」

「そうではありませんが、とにかく却下です」

　いくら本人の意向とはいえ、主に粗そ末まつな小部屋で生活などさせられない。

　イリスの希望をにべもなく退しりぞけて、クレディオは私物の詰まったトランクを持つ。

「あなたの部屋はこちらです。俺は奥の部屋で、自分の荷物を整理していますから。何かあったら、遠慮なく呼んでください」

「あっ、ちょっと待って」

　目の前を通り過ぎ、小部屋の中へ消えようとするクレディオの袖そでを、イリスが両手ではっしと摑つかむ。

　強引に引き留められたクレディオは、胡う乱ろんな眼まな差ざしで主を見下ろす。

「何か用でも？」

「私、ずっと思ってたんですけど、『イリス様』って呼ぶのやめてもらえませんか？　慣れない呼び方をされるのは、なんだかくすぐったいし――クレディオさんとの間に、壁があるみたいで嫌なんです」

「残念ですが、俺はあなたの呼称を変えるつもりはありません」

　袖を摑む、小さな手を引っぺがし。

　またもクレディオは、イリスの申し出を冷れい徹てつにはねつける。

「俺があなたを護るのは、星詠みの巫女の予言に従ってのこと。公私を混同するつもりはありませんから」

「それって、お友達にはなれないってことですか？」

「護衛騎士の仕事は、主の安全を確保することです。俺にとってあなたは、任を解とかれるその日まで、ただの護衛対象でしかありませんよ」

「そう、ですか……」

　イリスの細い肩が、がっくりと落とされる。

　小柄な年下の少女が、深く俯うつむいて落ち込んでいる。まるで、小動物をいじめているような錯さつ覚かくを抱き、さすがのクレディオも胸が痛んだ。

　いくらなんでも、言いすぎたか？

　少々後ろめたくなり、謝罪しようとした瞬間だった。

「クレディオさん。私、諦あきらめませんから！」

　がばっと顔を上げたイリスは、両目を一等星のごとく輝かせていた。

「知り合ったばかりなのに、いきなりお友達になろうなんて欲張りですよね。私ったら、焦あせってしまいました」

「は、はぁ……」

「よし、決めました！　聖女の役目が終わるまでに、クレディオさんとお友達になる。その目標を達成するために、私はこれからいろいろと頑張ります」

「いろいろ？」

「はいっ。何の努力もしないで、お友達になろうとした私がいけないんです。まずは、お互いを知ることから始めて、少しずつ交流を深めてゆく――名づけて、〈お友達大作戦〉です」

　言いたいことを言って、すっきりしたのだろう。

　晴れやかに微笑んだイリスは、くるりと身を翻す。

「友達にはならないと、言ったはずなんだが……」

　豪ごう奢しやなクローゼットを開け、イリスは早速、トランクの中身を移している。嬉しそうに私物の整理をする彼女を横目に、クレディオは痛む眉間を揉もみ解ほぐす。

　どんなに冷たく接しても、へこむことがない。

　それどころか、すべてを前向きに解釈する天才だ。

「……俺も、荷に解ほどきをするか」

　イリスの突飛な言動は、付き合うだけで疲れる。

　考えたところで、どうせ彼女を理解することはできないだろう。ならば、時間は有意義に使うべきだ。

　聖女と護衛騎士。

　身分違いの二人に友情が芽め生ばえる日など、訪れるはずがないのだ。

　イリスの目標を胸中できっぱりと否定して、クレディオは小部屋の扉を閉ざした。
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　学生生活、一日目の朝。

　朝日よりも早く、イリスは起床していた。

「クレディオさん、おかしいところはないですか？」

　果たして、この台詞せりふを発したのは何度目か。

　ハイリア寮の青い制服を纏まとうイリスは、くるっとクレディオを振り返る。

　スカートの裾すそが花のように広がり、セミロングの髪がふわりと揺れた。窓から射し込む陽光を反射して、青玉の嵌はまった髪飾りがキラリと輝く。何時間も鏡とにらめっこをして身み支じ度たくをした甲か斐いもあり、頭から足元まで完璧に整ととのっていた。

　一人ではしゃぐ主を横目に、クレディオは小難しい皺しわを眉み間けんに刻む。

「服装におかしな点はありませんが、もう少し落ち着いた行動を心掛けるように。悪目立ちすると、護衛の任務に支障が出ますから」

「はい、分かりました！」

　返事ばかり一人前で、イリスは校舎へと続く廊下を駆け出した。

　少し先で立ち止まった彼女は、大きく手を振ってクレディオに呼びかける。

「クレディオさ～ん、早く朝ご飯を食べましょう！」

「…………」

　分かりましたと言っておきながら、その実何も分かっていない。

　通りがかる他の生徒達は、イリスを見て忍び笑いをしている。逆に護衛騎士達は、同情と労いたわりの視線をクレディオに向けていた。

　表情を強こわ張ばらせて、クレディオは歩幅を大きくする。

「イリス様、突然走り出すのはやめてください。俺の側から離れたら、いざという時、護まもることもできませんから。まったく、自分の立場をお忘れですか？」

「そんなことないですよ？　私は月の女神様から選ばれた――もがっ」

　イリスはほのぼのとした笑顔で、極秘事項をあっさりと暴ばく露ろしかけた。

　咄とつ嗟さに、主の口を手で塞ふさいだクレディオは、彼女の耳元で声を落として注意する。

「あなたが聖女であることは、決して口こう外がいしてはならない。ローザリアに入学するにあたって、そのような約束を、大だい主しゆ教きよう様と交わされたはずですが？」

　口を塞がれたままのイリスは、もごもごしながらこっくりと頷うなずく。

「ローザリアで学ぶ生徒のほとんどは貴族です。もし、あなたが聖女であることが知られては、政治的な利用を企たくらむ者が出てくるはず」

　次代国王と結婚する聖女は、すなわち次代王妃である。

　聖女に気に入られること。それは、未来の王妃に気に入られることと同義だ。妻のお気に入りならば、当然国王の心証も良くなるだろうし、出世の足がかりにもなり得る。

「そんなことになれば、あなたが危険な目に遭あう確率がさらに高くなってしまう。ただでさえ危なっかしいのに、これ以上、俺の仕事を増やさないでください」

「ふぁい、ふぁかってまふ」

「それなら、このことは二度と人前で口にしないこと」

　よろしいですね？　と脅おどすように問われ、イリスは何度も首を上下させる。

　約束を取りつけたクレディオは、ようやくイリスの口から手を離す。自由になったイリスは、照れたように眉尻を下げて笑う。

「すみません。私ったら、うっかりしていました」

「えぇ、そうですね。これからは今までの倍はしっかりなさってください」

　クレディオの皮肉もなんのその。

　頰を上気させたイリスは、「頑張りますっ！」と両手を握り締める。その弾みに、彼女の胃袋が空腹を訴え、間抜けな音を立てた。

「……まずは、朝食にしましょうか」

「はいっ！　私、もうお腹ペコペコです」

　早く行きましょうと、イリスはまたも駆け出そうとした。――が、一歩を踏み出す前に、クレディオから腕を摑つかまれた。

「だから、いきなり走り出さないっ！」

「あっ、ごめんなさい。でも、楽しくてつい」

「何が……ですか？」

　怪け訝げんそうに眉間を曇らせる騎士に、イリスはにっこり笑顔で頷く。

「私は体調がいい日でも、お散歩をするだけで精一杯だったから。こうして走ることの気持ちよさを知ったのは、元気になってからなんです」

　春は野原を駆け回り、夏は川で水浴をする。

　秋になると落ち葉と戯たわむれ、冬は雪遊びを楽しむ。

　仲間に加わることはできなかったけれど。イリスは春夏秋冬、外で遊ぶ子供達のことを、いつも遠くから眺めていた。そして、心の片隅で羨せん望ぼうしていた。自分も一度でいいから、自由に走り回ってみたい――と。

「前は座っているだけでも苦しかったのに、今はいくら走っても、胸が苦しくならないんです。どこも痛くならないし、全然疲れないし、これって凄いことですよね」

　イリスの無邪気な笑顔に、クレディオの心が微かに軋きしんだ。

　つい忘れがちになるが、彼女はごく最近まで死と隣り合わせの生活を送っていた。聖女に選ばれ、秘石の力で延命したが――そうでなければ、今頃は冷たい土の下にいたはずなのだ。

「……どうしても走りたいのであれば、外にしてください。その時は、俺も鍛たん錬れん代わりにお供しますから」

「本当ですかっ！　それじゃあ私、〝鬼ごっこ〟がしてみたいです」

「お供するといっても、俺がするのは走り込みだけです。遊びには付き合いませんよ」

　きっぱりと断言して、クレディオはすたすたと歩き出す。

「それより、今は朝食を取るのが先決です。空腹では講義に集中できませんから」

「そういえば私、お腹が空すいてたんでした」

　空きっ腹をさする彼女を無視して、クレディオは無言で歩き続ける。

　足が長くて、歩幅の大きい彼の隣を歩くイリスは、自おのずと小走りになった。歩くのが速いと文句を言わないのは、素直に動作を楽しんでいるからだろう。

　全校生徒が集つどう大食堂は、学舎に併設され、各寮棟からも直接行くことができる。

　軽く三百人は収容できる大ホールには、六列の長テーブルが並べられていた。一列の長さは、小柄なイリスが背伸びをして、やっと端まで見えるくらい。白いテーブルクロスが敷かれ、その上には、食べきれないほどの料理が用意されている。

「学院のご飯は豪ごう華かですね。まるで、毎日がお誕生日みたい」

　開け放たれた大扉を潜くぐり、卓上に並ぶ美食の数々に目を輝かせる。

　焼きたてのパン。新鮮な生野菜に、蒸した根菜、海かい藻そうの類たぐいまである。カリカリに焼かれた厚切りの燻くん製せい肉に、愛らしい器に入れられた茹ゆで卵たまご。大きな魚の香草焼きや、じっくりと煮込まれた肉料理のような、手の込んだものもあった。

　スープもそうだが、紅茶や香草茶も様々な種類が用意されている。

　デザートなど、ケーキやパイの類だけではなく、気軽に摘つまめるボンボンなどもあった。

「貴族にとっては、これが普通の食卓ですよ。特別な行事では、数段贅ぜいを尽くしたものが並びますし」

「えっ、そうなんですか？」

　今でも十分、贅沢な食卓だというのに。これ以上に豪勢な料理とは、いったいどんなものだろうか？

　そんなことを真面目に考えながら、イリスは空あいている席に着いた。

「うーん、どれから食べようかしら」

　見たこともない料理ばかりで、目移りしてしまう。

「欲しいものがあれば、言ってください。俺が取り分けますから」

　そう言ったクレディオは、ミルクを注いだ杯を主の前に置く。

　さり気なく給仕をする彼に礼を言い、イリスはまず、目の前のまだ温かいパンに手を伸ばした。

「ねぇ、ご存知かしら？　最近、オーヴィル殿下が海の向こうへ遊学に出られたそうよ」

　パンに苺いちごジャムを塗ぬりたくっている時。

　ふいに聞こえてきた話し声に、イリスの耳がぴくりと反応した。

「ええ、もちろん。私は断然、オーヴィル殿下派ですもの。頭ず脳のう明めい晰せきで、十三歳の頃から国こく事じに携たずさわっているんですって。鋭い発言で大臣達を唸うならせることもあるけれど、夜会などでは笑顔を絶やさぬ紳士だと、お父様から聞きましたわ」

「でも、ラードルフ殿下も素敵よね。公の場に出ることは少なくて、謎めいた方だけれど、そこが逆に魅力的だわ。武芸に秀ひいでていて、多くの大会で名を残しておいでとか」

「オーヴィル殿下に、ラードルフ殿下。あぁ、私はどっちも選べないわ～っ」

　食後のお茶を飲みながら噂話に花を咲かせているのは、二列向こうの席に陣じん取どった女子生徒達だった。ずいぶん親しい様子だから、きっと上級生だろう。

（オーヴィル殿下は頭が良くて、ラードルフ殿下は腕が立つのね）

　初めて聞くの情報を心に刻みながら、パンにかぶりつく。

　――まさに、その時だった。

「うっひゃあ、寝坊しちゃった～！」

　ポニーテールにした長い赤毛を揺らして、一人の少女が慌ただしく食堂に駆け込んできた。黄色の制服を着ているので、ディゼルト寮生だ。すらりとした身体に、短めのスカートが似合っている。

　彼女はイリスの対面の席に着くと、杯に注いだミルクを一気に飲み干した。

「ぷっは～ッ！　やっぱ、朝イチのミルクは最高だわぁ」

　見かけは、人形のように愛らしいのだが。その言動は、仕事終わりに酒盛りをする親父おやじのようで、いろんな意味でもったいなかった。

　牛乳の髭ひげができた口元を、少女は手の甲で豪快に拭う。

　刹せつ那な――イリスの空色の瞳と、彼女の翡ひ翠すい色の瞳がばっちり合った。

「おっはよぉ～。あなたも、あたしと同じ新入生だよね？」

　人懐っこい笑顔で問われ、イリスは口内のパンを嚥えん下かしながら頷く。

　すると、少女は口の両端に笑え窪くぼを刻んで、形の良い手をスッと差し出した。

「あたし、ジュリ・ラグハ―レン。スイーツが大好きな、今をときめく華の乙女よ」

「あっ……私は、イリス・レルミット。よろしくね」

　持っていたパンを皿へ置き、テーブル越しに握手を交わす。

　自己紹介が済むと、ジュリと名乗った少女は、近くのデザート皿に手を伸ばした。

「食事ってさ、一人で食べるモンじゃないわよねぇ。せっかくの美お味いしいスイーツも、味が半減しちゃうじゃない」

　チェリーパイに、マフィン。シフォンケーキには、生クリームがたっぷりと添えられる。サラダ用の器には、カスタードプディングが山のように盛りつけられた。

（ジュリさんは、本当にお菓子が大好きなのね）

　朝食というよりも、おやつといった方が正しいだろう。スイーツが大好きだと、先ほど本人も表明していたが――まさか、お菓子を食事代わりにするとは。

　甘味尽くしの皿に見入るイリスに、ジュリはニカッと笑いかける。

「ねぇ。イリスちゃんさえよければ、これからもあたしと一緒にご飯食べてくれない？　そんでもって、こんな没落貴族の娘でよければ、お友達になってもらえないかしら？」

「えっ」

　突然の申し出に、イリスは目を見開いて固まった。

「あっはは。やっぱ、あたしみたいな落ちぶれ貴族とは付き合いたくないか。家族総出で金策に走って、ようやく入学金が払えたくらいだし……」

　無言で硬直したイリスが、友達になるのが嫌で、困惑しているように見えたのだろう。落ち込んだ様子で、ジュリは乾いた笑いを漏らす。

　そんな彼女に、イリスは慌てて頭を振る。

「違うの。今、嬉しすぎて頭の中が真っ白になっちゃって……」

「それじゃあ、お友達になってくれるの？」

　憂うれいを帯びていた翡翠の瞳が、瞬時にキラキラと期待に輝く。

　亜麻色の髪を揺らして、イリスは「もちろん」と頷く。要求が快かい諾だくされたジュリは、「やった！」と笑顔を弾けさせた。

「一ひと目め惚ぼれとでもいうのかしら？　イリスちゃんならお友達になってくれるかもって、勇気を出して声をかけたのよ。そしたら、本当にお友達になれちゃった。いやぁ、第六感って侮あなどれないわねぇ～」

　屈託なく笑うジュリは、また別のスイーツを食べ始める。

「私も、ジュリさんとお友達になれて嬉しいです」

「嫌だわ、〝ジュリさん〟だなんて。お友達なんだから他人行儀はよしてよ」

「なら、ジュリちゃんって呼ばせてもらいますね」

　はにかむように微笑んだイリスも、皿に残していたパンを口へ運ぶ。

　学校生活初日の朝にして、明るくて可愛い友達ができた。

　嬉しいことがあると、途端に食欲が増すのはなぜだろう？　一つ目のパンを完食して、二つ目に手を伸ばした時――横から、節くれ立った指が伸びてきた。

「イリス様、パンの欠片かけらがついてますよ」

　口元についていたパン屑くずを、呆れ顔のクレディオが取ってくれる。

「ご学友とのお喋りも結構ですが、今は食事をする時間です。パンばかりでなく、他のものもバランスよく食べてください」

　そう言った彼は、てきぱきと料理を器に盛ってゆく。

　笑顔で礼を述べると、イリスは取り分けられた料理に手をつける。どれも美味しくて、フォークを口に運ぶたびに自然と笑みが深くなった。

「ねぇ。そのカッコいいお兄さんって、イリスちゃんの彼氏？」

　二人のやり取りを黙って見守っていたジュリが、ぽつりと尋ねる。あまりに唐突なその問いに、自分の食事に戻ったクレディオは、思わずナイフを取り落としかけた。

　そんな彼とは対照的に、イリスはおっとりと否定する。

「クレディオさんは、私を護ってくれる騎士さんです。いろんなことを知っていて、頼りになるんですよ」

「へぇー、そうなんだ。仲良さそうだから、てっきり恋人同士だと思っちゃった」

「恋人……」

　イリスにそう呼べる相手はいないが、結婚相手ならいる。

　ちょっとした噂と名前しか知らない、二人の王子様だ。

「そうだわ。ジュリちゃんって、この国の王子様について何か知りませんか？」

「王子様？　あー、オーヴィル殿下とラードルフ殿下のことね」

　知ってるわよ、と。

　チェリーパイを頰ほお張ばりながら、ジュリはくぐもった声で語る。

「オーヴィル殿下って、『若わか獅じ子し』のことよね。社交的で如じよ才さいないって言われてるけど、それって本当かしらね？　笑顔の裏じゃ、何を考えてるか分かりゃしないわよ」

「お言葉ですが。王太子殿下に対して、その言いようはあんまりではありませんか？」

　歯に衣きぬ着せぬジュリの発言に、クレディオが渋い顔で口を挟む。

　けれどジュリは、「いーのいーの」と手を振る。

「本人に聞かれるわけじゃないんだし、堅かたいことは言いっこなしよ」

「し、しかし……」

「んで、ラードルフ殿下のことだけど」

　口ごもるクレディオを無視して、ジュリは話を続ける。

「あの王子様も、ミステリアスとか言われてもてはやされてるけど、単に影が薄いだけじゃない？　きっと、人付き合いが苦手な根暗なのよ。あんまり印象が薄くて、誰にも顔を覚えられないタイプだったりして」

「へぇー、そうなんですか。ジュリちゃんって物知りなんですね」

「まぁね。これでも私、情報通だから。知りたいことがあったらなんでも聞いてね」

　長い睫まつ毛げをパチンと瞬かせ、ジュリは愛らしく片目を閉じた。












　すかさずクレディオは、「妙なことは吹き込まないでください」と釘を刺す。「妙なことって何ですかね？」と、ジュリにからかわれていると――彼の前に、皿が突き出された。

「クレディオさん、お代わりをお願いします」

「お代わりって……まだ、食べるんですか？」

　見ればイリスの皿は、すっかり綺麗になっていた。

　多めに料理をよそったので、残すかと思っていたから驚きだ。

「もしかして、お代わり禁止の規則とかあるんでしょうか？」

「そういうわけでは、ないですが……」

「あー、騎士さんの言いたいこと分かるわ」

　語尾を濁したクレディオに代わり、言葉を引き継いだのはジュリだった。

「イリスちゃんって、見かけによらず食いしん坊よね。あたしも大食いな方だけど、それだけの量をペロリと平らげて、お代わりなんてさすがにムリだわ」

「えっ。私って、食べすぎなんですか？」

　そうなのだ。小柄な身体のどこに入るのかと疑うくらい、イリスは一度の食事で、大量の食物を胃袋に収めていた。

　本人は、人並みだと思っているが――明らかに食べすぎである。

「昔から、そんなにたくさん食べてたの？」

　新たに注いだミルクを飲みながら、ジュリが何気なく尋ねる。

　イリスは口元に手を当て、記憶の糸を手た繰ぐっていく。

「えっと……少し前まで、私は身体からだが弱かったんです。だから、毎日お粥かゆだったんですけど、それもちょっぴりしか食べられなくって」

　それはまだ、胸に秘石が宿る前のこと。

　病床に臥ふしていた頃は、空腹なんて感じたことはなかった。母がお粥を作ってくれても、体調が悪い日など、一口も啜すすれないことなどざらにあった。

「小さい頃から、あんまりご飯を食べていなかったからかしら？　病気が治った途端、とてもお腹が空くようになったんです」

「そう、だったの……」

「本当は私、食事って苦手だったんです。お腹が減ってなくても、無理に食べなければいけなかったから。――でも、今はご飯の時間が、とても楽しいんです。美味しいご馳走をたくさん食べられて、私は幸せだわ」

　病気だった頃は、食事を味わうということもなかった。

　生きるため、胃に栄養を流し込む作業。そう思っていた行為が、こんなに幸せで楽しいことだったなんて、嬉しい発見の一つだ。

　陰かげりのない笑顔を湛たたえるイリスに、ジュリがぐすっと洟はなを啜る。クレディオですら言葉を失い、胸が詰まったような顔をしていた。

「イリスちゃん、元気になってよかったわねぇ！　これからは、今までの分まで、たんとご飯を食べてちょうだい。どっかの偉い人も、空腹こそ、この世で最大の不幸だって言ってたし」

　突然、友人から優しい言葉をかけられ、イリスはきょとんと目を丸くする。

　そんな彼女の前に、静かに皿が置かれた。

　載っているのは、まだ食べていなかった料理の数々。

「腹痛を起こさない程度に、いくらでも召し上がってください。デザートも、お好きなものを取り分けますから」

　深ふか皿ざらにスープをよそいつつ、クレディオはぶっきらぼうに告げる。

　それは不器用な彼なりの、イリスへ対する精一杯の優しさだった。
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（ここが、お勉強をする教室なんですね）

　校舎の西館。一階の端にある王おう国こく歴れきの教室は、お城のサロンかと思うほど華美な内装だ。

　等間隔に並べられた二人用の机は、磨き上げられたマホガニー製。椅子の座ざ面めんはふかふかと弾力があり、とても座り心地がいい。教壇に置かれた重厚な花瓶には、今朝摘つんだばかりと思われる、大たい輪りんの薔薇が生いけられていた。

（クレディオさんも、一緒にお勉強ができたらよかったのに……）

　護衛騎士は講義中、隣りん室しつで待機することになっている。それは、聖女の護衛騎士であるクレディオも例外ではなかった。

　教室の前で彼と別れた後、イリスはてきぱきと講義の準備を済ませた。

（それにしても……）

　隣の席を見て、ぱちくりと目を瞬またたかせる。

　一時間目の講義の王国歴は、アレス寮と合同の必修科目だ。席順は扉に張り出されており、イリスは教室の真ん中の席だった。

「ぐっすり、眠ってるわね」

　同じ机を使う隣の席には、アレス寮の赤い制服を着た男子生徒が座っている――というか、卓上にぐったりと突つっ伏ぷしていた。

　微かすかに聞こえるのは、軽い寝息。

　ざんばらな黄こ金がね色いろの髪には寝ね癖ぐせがついて、毛先が四方八方に飛び跳ねている。見た限り、勉強道具は何一つ持ってきていないようだ。

（初めての授業が楽しみで、ゆうべ眠れなかったのかしら？）

　イリスも昨夜は、ずいぶん遅くまで寝つけなかった。興奮して目が冴えてしまったのだ。しかも、朝は夜明け前から起きていたので、睡眠時間は普段の半分にも満たない。

　それでも彼女は、眠気を催すことなくシャキッとしていた。

（とても気持ちよさそうに眠ってるけど、もうすぐ授業が始まっちゃうわ）

　隣の席の男子も、初授業を楽しみにしていたに違いない。だとしたら、居眠りをしているうちに授業が終わってしまえば、ひどく残念がるだろう。

　勝手な憶おく測そくを打ち立て、イリスが男子生徒を揺り起こそうとした時だった。

「皆さん、おはようございます」

　鐘の音と共に、教室の前方にある扉が開かれる。

　逆三角形の眼鏡に、きっちりと引っ詰められた黒髪。露出の少ない黒のロングドレスを纏まとう、神経質そうな顔つきをした、五十代くらいの女教師だ。

　彼女はカツカツと踵かかとを鳴らして教壇に立つと、よく通る声で自己紹介をする。

「わたくしが王国歴を担当する、ジャスティーナ・メイデルです。では、さっそく講義を始めましょう。指導書の十二頁ページを開きなさい」

　担当教科と名前だけ述べ、そのまま講義に突入した。

　隣の席の男子は、相変わらず夢の中だ。そんな彼には気づかず、メイデルはさくさくと講話を進めていく。

（どうしよう……）

　教室の前で分かれる際、クレディオからこのようなことを言われた。

『いいですか、イリス様。講義中は担当教師の指示に従って、勉強だけに集中してください。俺は、不真面目な人間は大嫌いです。あなたが勉学を疎おろそかにするような人だと、俺とは一生友人にはなれませんよ』

　クレディオと友達になることは、死ぬまでに必ず成し遂とげたい目標の一つだ。

　教壇に立つメイデルに、「要点を口こう頭とうで説明するので、しっかりとメモを取りなさい」と言われては、そうしないわけにはいかない。

　彼女の指示に従わなければ、クレディオに絶交されてしまうからだ。

（！　いいことを思いついたわ）

　男子生徒を起こすのを諦め、イリスはまっさらなノートを広げる。そして彼女は、せっせと羽根ペンを動かし始めた。

「――ここまでの内容は、あらかじめ予習してレポートにまとめておくように、入学案内と一緒に指示がありましたね。今から、その課題を提出してもらいます」

　講義も半なかばに差し掛かった頃。メイデルは一いつ旦たん、講釈を切り上げた。

　他の生徒はノートを取り終え、レポートの用意をしている。しかしイリスは、熱心に手を動かし続けていた。

　そんな彼女を、鷹たかのように鋭いメイデルの眼差しが捕らえた。

「ミス・レルミット。何をしているのですか？」

　険のあるメイデルの声にも気づかず、イリスは黙々と羽根ペンを滑らせる。

　呼びかけを無視され、女教師の眉がぴくりと吊り上がった。レポートの回収を中断して、彼女はイリスの元へ足を向ける。

「ミス・レルミット。あなたは何を書いているのですか？」

　二度目の問いかけも、イリスの耳を素通りしてゆく。

　教師の言葉もどこ吹く風。一心不乱に筆記を続けるイリスに、メイデルのこめかみに青あお筋すじが浮かぶ。眼鏡の位置を直した彼女は、スウッと深く息を吸い込み――、

「イリス・レルミット、ペンを置きなさい！」

　教室中をビリビリと震わす、怒ど声せいを張り上げた。

　三度目の正直とでも言うべきか。さすがのイリスも、今度は名前を呼ばれたことに気づき、羽根ペンを置いて顔を上げた。

「先生。言われた通りにしました」

　芸を披露した後、褒ほめてもらうのを待つ犬のように。イリスは得意げな笑顔で、にこにことメイデルを見上げる。

　その能天気な笑顔が、メイデルの怒りを更さらに煽あおった。

「あなたは、わたくしを馬鹿にしているのですか!?」

　気け色しきばんだメイデルは、イリスの手元に視線を落とし――こめかみに浮いた青筋を、一気に三本ほど増量させた。

「ミス・レルミット、これはどういうことですか？」

　メイデルが取り上げたのは、一冊のノートと一枚の紙片。

　ノートには、最後までメモが取れている。もう一方の紙片は書き写し途中だったが、ノートとまるっきり同じ内容が書き込まれていた。

「確かにわたくしは、しっかりとメモを取るように言いました。ですが、二度も同じ文面を書き綴つづる必要が、いったいどこにあるのですか!?」

「でも、それは……」

「言い訳など結構です！　それに、課題のレポートはどうしたのですか？」

「課題？　何ですか、それ？」

「あなたは、入学案内もまともに読んでいないのですか？」

　入学案内。

　そういえば、クレディオが初めて家を訪れた時、父親に分厚い書類を渡していた。もしかしたら、あれがそうだったのかもしれない。

「それなら、クマ鍋を温めるために、お父さんが焚たきつけにしてました」

「な……っ」

「私、クマさんって初めて食べたんですけど、とても美味しかったです。身体がほかほかと温まりますし」

「重要事項が書かれている書類を、読まずに燃やすなんて……」

　信じられないと言わんばかりに、メイデルが嘆なげく。

「課題もやっていなければ、授講態度も怠たい慢まん。ミス・レルミット、放課後、わたくしの研究室においでなさい。罰ばつとして、特別な課題を用意して待っていますから」

　初講義にして、盛大な説教を食らったイリス。

　派手に叱られた彼女を盗み見て、クラスメイト達はクスクスと笑っている。

「そして……」

　手にしていたものを卓上へ戻し、メイデルはズレた眼鏡の位置を直す。

　キラリと輝いたレンズ越しに、彼女はイリスの隣の席――爆ばく睡すい中の男子生徒へ、新たな狙いを定めた。

「ミスター・ストルヴィア！　講義中に居眠りをするのではありません！」

　稲妻のごとく、落とされた一いつ喝かつ。

　イリスを嗤わらっていた生徒達は、その迫力に気け圧おされ、ピタリと口を閉ざす。

（みんな、静かになっちゃった）

　イリスだけが危機感もなく、そんな感想を抱いだいていた時――男子生徒の寝息が、不機嫌な唸うなり声に変わった。

「ん～……あと、五分……と、十五時間……」

　とぼけた寝言に、大半の生徒が思わず噴き出す。

　――が、メイデルは笑うどころか、悪魔のような形ぎよう相そうになった。

「いつまでそうしているつもりですか、ジェラルド・ストルヴィア！　これ以上眠り続けるようでしたら、王国歴の単位は差し上げませんよ!?」

　堂々と惰だ眠みんを貪むさぼる生徒の態度に、ついにメイデルの怒りが爆発した。

　教師用の分厚い教本が、バシーンと机に叩きつけられる。凄まじい衝撃と音に、昏こん々こんと眠り続けていた男子生徒も、のっそりと顔を上げた。

「あ～……もう、授業終わったのか？」

　間ま延のびした低い声は寝起きで掠かすれ、辺りを見渡す深しん紅くの瞳はとろんと緩ゆるんでいる。

　大おお欠伸あくびをした男子生徒は、むくりと身を起こす。その弾はずみに、袖を通さずに羽織っていたジャケットが、ぱさりと床に落ちた。

「残念ですが、まだ講義中ですよ。今は勉学に励はげむ時間であって、睡眠時間ではありません。眠るのでしたら休憩時間を使いなさい」

「あー、すみません。だけど先生、それは無理な相談ってものですね」

「……なんですって？」

　三角眼鏡が、ギラリと光を反射する。

　猛もう禽きんのような眼まな差ざしのメイデルに、男子生徒――ジェラルドは、床に落ちたジャケットを羽織り直しながら、あっけらかんとのたまう。

「僕は超天才児なんで――こんな初歩的な講義は、退屈で眠くなるんですよ」

　優雅に頰杖をついた稀き代だいの寝ね坊ぼ助すけは、それはそれは優雅に微笑む。

（わぁ～。絵本に出てくる、王子様みたいな人だわ）

　男性なのに睫毛が長く、独特な色香を纏っている。作り物めいた美しい顔立ちで、柔にゆう和わに微笑むジェラルドは、キラキラと光り輝いて見えた。

　彼の微笑に魅了されたのは、イリスだけではなかったようだ。

　クラスの女子はもちろんのこと。メイデルですら、ジェラルドに笑みを向けられて、一瞬言葉を失ったほどだ。

　しかし、厳格な女教師の立ち直りは早かった。

「わたくしの講義を受けるよりも、夢を見る方が有意義だと仰おつしやりたいのですか？」

「先生には悪いけどそういうことですね。理解だけは早くてありがたい。さすが名門ローザリアのベテラン講師」

　邪気のない笑顔で紡つむがれるのは、棘とげだらけの言葉だ。

　ジェラルドの皮肉に、メイデルは忌いま々いましげに歯は軋ぎしりをする。それはもう、奥歯が嚙み砕けんばかりに、ギリギリ……と。












「分かりました。そこまで、王国歴に確固たる自信がおありでしたら、これからわたくしが問題を出題します。不正解の場合――これからは真面目に、講義を受けていただきますよ」

「僕と勝負したいっての？　まぁ、一問くらいだったらお付き合いするかな。この先、つまらない講義を受けずに済むのなら……ね」

　どこまでも居丈高な生徒に、メイデルの血管は破裂寸前だ。

　それでも彼女は、無理に冷静を装って落ち着いた声を絞り出す。

「問題を聞く前から、勝利宣言ですか。過か剰じような自信は身を滅ほろぼしかねませんよ？」

「嫌ですね、先生。僕は自分の能力を正確に申告しているだけ。可愛い教え子の前で恥をかかないよう、せいぜい難しい問題を選ぶことをお勧めしますよ」

「それではお望み通り、とっておきの難題を出題しましょう」

　黒衣の女教師は、分厚い教本をパラパラと捲めくりながら不敵に笑えむ。

（メイデル先生、なんだか魔女さんみたい）

　三角帽子に、杖とマントを装備したら完璧だ。

　隣席の緊迫感をよそに。イリスは暢のん気きにもそんなことを考え、メイデルとジェラルドの闘いを、興味深げに観戦していた。

「では、いきますよ」

　メイデルは張りのある声で、朗ろう々ろうと問題を読み上げる。

「五百年前に起きた内ない乱らんの名称と、その理由を明確に答えなさい。完璧な解答でなければ、正解とは認めませんよ」

　よほど、問題の選択に自信があるのだろう。メイデルは、勝ち誇った笑みを浮かべている。

　それに対し、ジェラルドはしばしぽかんとした後、ぼりぼりと後ろ頭を掻かいた。

「先生、今なら問題の変更も認めますけど？」

「何です？　あまりに難しすぎて、答えられないのですか？」

「その逆。あんまり簡単で、退屈しのぎにもなりゃしない」

　眠気にとろけた赤眼を擦こすりつつ、ジェラルドは欠伸交じりに口を開く。

「五百年前に起きたのは、ハディールの内乱。争いの原因は、聖女ジャンナと王座を巡めぐって、双子の王子が対立したから。これで、七割方正解」

「……っ」

　やる気のない口調で語られる解答に、メイデルは明らかにたじろいだ。

　教室中の注目を浴びながら、ジェラルドは尚なおも解説を続ける。

「争った王子の名は、ジャロッドとセオボルド。兄のジャロッドは、当初は無条件で王座を放棄するつもりでいたが、王位継承の儀式で神に選ばれ、陽光の剣を引き抜いてしまった。自分が国王になれないと知ったセオボルドは兄を逆さか恨うらみして、邪神を崇すう拝はいする邪教徒と手を組んだ。――先生、さっきから黙ってるけど、ここまで合ってますよね？」

「え、えぇ。合っていますが……」

「そ、よかった。それで、邪教徒と通じたセオボルドは、兄から王座を簒さん奪だつするため進軍したが、ハディール平原でジャロッドに迎え撃たれてしまう。この戦いくさをきっかけに、ジャロッドは獅し子し王おうと呼ばれるようになり、武人としても名を上げた――とまぁ、大体はこんな感じですね」

「な、なぜそこまで……」

　獅子王ジャロッドは、初代国王ランバートに次ぐ名めい君くんとして、歴史に名を刻んでいる。その雄お々おしい異名は、彼の成し遂げた数々の偉業と共に、多くの国民に知れ渡っているが――それらは、彼が即位してからのことだ。

　実のところ、ジャロッドが獅子王と呼ばれる由ゆ縁えんを知る者は少ない。

　内乱の類たぐいは、国歴の汚点として隠いん蔽ぺいされることが多いからだ。

　王家の血を引く者が、邪教徒と関係を結んでいた。そのようなことを国民が知れば、国家の威い信しんが失われてしまう。だからこそ、一般の歴史書にその事実は記載されていない。

　それでも、正しい王国歴が記録される書物は存在した。しかしそれは、国と神殿が管理している図書館の、禁書庫に収められている。

　国と神殿の双方から許可が下りねば、これらの書物は閲えつ覧らん不可能である。メイデルとて、王国歴の教師の資格を得てから、ようやく閲覧が許されたのだ。

「まぁ、僕がここまで答えるとは思ってなかったんでしょうけど。これくらいのことで、そんなに驚いていたら身がもちませんよ。この国には、もっとたくさんの〝語られざる歴史〟がある。多分、先生が知らないことも、まだまだあるんじゃないかな」

「だから、なぜそれをあなたが知って……」

「先生、いいことを教えてあげましょう」

　すっかり心を乱したメイデルの言葉を、ジェラルドはにこやかに遮さえぎる。

「好奇心は猫をも殺す。世の中、知らない方が幸せなこともあるんですよ？」

　穏おだやかな物腰に、柔らかな微笑を湛たたえてはいたが――彼の燃え盛る炎のような赤せき眼がんは、刃やいばのごとく、鋭利な輝きを宿していた。

　眼光に気圧されてメイデルが黙り込むと、ジェラルドは満足そうに微笑む。

「クイズは僕の圧勝。そういうわけだから、また眠らせてもらいますね」

　煌きらめく王子様スマイルでそう言うと、ジェラルドはふいにイリスを振り返る。

「ねぇ、あんた」

「？　はい、なんでしょう？」

「この退屈な講義が終わったら、僕のこと起こしてくれないか？　相当間抜け面づらしてるけど、それくらいはできるよな？」

　笑顔でさらりと吐かれた毒に、イリスは無邪気な笑顔で応じる。

「分かりました。いい夢を見てくださいね」

　彼女のズレた反応は、超天才児であるジェラルドにも予想外だったようだ。

　彼は意外そうに瞬きしたが、すぐにふわりと目元を和なごませる。

「聞き分けのいい目覚ましは、好きだな」

　笑顔はどこまでも、誠実な王子様である。だが、形の良い唇から紡がれるのは、捻ひねくれた台詞ばかりだ。

　ジェラルドの表情と言葉のギャップに、男子達は声を潜め、「おかしな奴、性格が悪い」と囁ささやきだす。その逆に、彼の微笑に魅了された女子達は、「なんかカッコいいかも」と頰を染めていた。

「それじゃあ、お休み」

　ペットの犬に対するよう、イリスの頭をポムポムと撫で。腕を枕代わりにして、ジェラルドは再び卓上に突っ伏す。

　寝起きは悪いが、寝付きはすこぶるいいらしい。

（もう、眠っちゃった……）

　瞼まぶたを閉ざして僅わずか三秒で、ジェラルドは健すこやかな寝息を立て始めた。

「……こほん」

　ジェラルドの気迫に圧倒され、言葉を失っていたメイデルが軽く咳払いをする。

　重い足取りで教壇へ戻った彼女は、疲れきった顔で教本を開く。

「さて、皆さん。講義を再開いたします」

　精神衛生上、眠れる天才児の存在は無視することにしたのだろう。

　そんなメイデルの選択に、異を唱える者はいなかった。







　一時間目の終了を告げる鐘が鳴り響き、メイデルは教本をパタンと閉じる。

「本日の講義はここまで。今日は課題を出しませんが、指導書やメモを読み返して、講義内容を復習しておくこと。よろしいですね？」

　声を揃えて「はい」と返事をすると、生徒達は筆記用具を片付けだす。

　イリスもそれに倣ならい、勉強道具を鞄かばんへ詰め込んでいると、メイデルから名前を呼ばれた。

「ミス・レルミット。放課後、わたくしの研究室へ来ることをお忘れなきように。もし、今日中に姿を見せなかった場合、厳げん罰ばつを与えますからね」

「はい、分かっています。特別な課題、楽しみにしていますね」

　特別な課題を、プレゼントか何かと勘違いしているのだろうか。他の生徒ならば、渋じゆう面めんになるような言いつけも、イリスは満面の笑みで快諾する。

　メイデルはげんなりとため息をつき、「お待ちしておりますよ」とだけ言い残し、力ない足取りで教室を出て行った。

「あっ、そうだわ！」

　約束といえば、もう一つ交わしたものがあった。

　勉強道具をすべて鞄にしまったイリスは、隣の席を見る。相変わらずそこでは、超天才児がすやすやと惰眠を貪っていた。

「あのー、ジェラルド君？　講義が終わりましたよ」

　メイデルが講義中、大声で怒鳴り散らしていた名前を呼び、驚かせないよう控えめに声をかける。

　メイデルが起こそうとした時は、大声を張り上げても無反応だった。けれど、イリスの小さな呼びかけに、ジェラルドの瞼が薄うっすらと開く。

「今度こそ終わったみたいだな。目覚まし、ご苦労様」

「どういたしまして。お役に立てて、嬉しいです」

　偉そうな労ねぎらいにも、イリスは気分を害することはない。

　褒められたことを、素直に喜ぶばかりだ。

「からかい甲斐のない子だな……つまらない」

　欠伸を嚙み殺しながら、ジェラルドはぼそりと呟く。

「んじゃ、僕は次の授業に行くから。あんたも鈍どんくさそうだから、早く教室を移動した方がいいんじゃないか？」

　玩具おもちやにできないと分かれば、話の通じない天然娘に用はない。勉強道具を持ってきていないので、ジェラルドは手ぶらで席を立った。

　袖を通していないジャケットを翻ひるがえし、教室を出て行こうとすると、

「待ってください！」

　イリスの小さな手が、はっしとジャケットの袖を摑んだ。

　ジャケットが肩からずり落ち、ジェラルドはピタリと足を止める。振り向いた彼は、胡う乱ろんな眼差しでイリスを見下ろす。

「何？　あんたと違って、僕はそんなに暇な人間じゃないんだけど」

「ごめんなさい。ただ、これをお渡ししたくって」

　あからさまな毒どく言げんにもめげず、イリスは一枚の紙片を差し出す。

「これは……？」

「今日の講義で習った分のノートの写しです。私が代わりに取っておきました」

「なんであんたがこんなことをするんだ？　まさか、こんなことで僕に恩を売れるとでも？」

　まどろみのたゆたう赤眼に、鋭利な光が宿る。

　飢えた獣を思わせる、探るような眼差しを注がれてもどこ吹く風。イリスはマイペースを崩さずに、リスっぽく小首を傾げる。

「恩を売るって――私はお店やさんじゃないので、商売なんてしてませんよ？」

「……は？」

「ノートを取っておいたのは、後であなたが困るといけないと思って……。もしかして、迷惑でした？」

　上目遣いで問われ、束の間、ジェラルドの顔から一切の表情が消えた。

　受け取ったメモに目を落とすと、そこには拙つたない文字で講義の要点が書き取られており――ざっと文ぶん面めんに目を通した彼は、なぜか喉の奥でくつくつと笑い出した。

「人に親切にするのはいいが、慣れないことはしない方が賢かしこいぞ」

「？　どうしてですか？」

「文字がいびつで読みにくいし、単語の綴つづりが滅め茶ちや苦く茶ちやだ。これじゃあ、ノートを取っても読み返せないじゃないか」

「そんなぁ……」

　イリスの数少ない趣味の一つが、読書である。幼い頃から本の虫だったので、文字を読むことは得意だったが、書くことはめったにしていなかった。

（こんなことになるのなら、少しは文字を書く練習をしておけばよかったわ）

　珍しくイリスが、まともな反省をしていると――ぽんっと、大きな手が頭に乗せられた。

「まぁ、間抜けな目覚ましにしては上出来だ。でも、今度からは読めるように書けよ。いくら僕が天才だからって、こんなミミズがのたくったような文字、解読はできないからな」

「はい。今日から頑張って練習をします」

「おー、そうしろ。あんたの文字が上手くなったら、また代だい筆ひつを頼むからさ」

　わしわし、と。

　ジェラルドは些いささか乱暴な手つきで、イリスの頭をかき混ぜるように撫でる。

「役には立たないだろうけど、せっかくだからこいつはもらっておくよ。一応、ありがとうとでも言っておこうか」

　捻くれた礼を述のべると、今度こそ彼はイリスに背を向けて歩き出す。

「……前ぜん言げん撤てつ回かいだな」

　教室の扉を目指しながら、ジェラルドは手にした紙片へ視線を落とした。

　このメモをくれた、頓とん珍ちん漢かんな少女の言動を思い返し、彼は口こう端たんでにやりと笑む。

「からかい甲斐はないけど、一緒にいたら退屈しなくて済みそうだ」

　知らぬ間に、超天才児から気に入られたとも知らず。

「ふふっ、ありがとうだって」

　お礼を言われ慣れていないイリスは、一人ほくほくと微笑んでいた。
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　午前中の講義が終わり、長い昼休みが訪れた。

「クレディオさん、聞いてください！　今まで受けた全部の講義で、私だけ特別に課題をもらったんです。これって、すごいことですよね？」

　昼食を終えて、午後にある薬やく草そう学がくの教室を目指す最中。

　不名誉な報告を心底嬉しそうにしてくる主に、クレディオは我知らず嘆たん息そくする。

「イリス様、それは喜ぶべきことではありません。あなたの学がく績せきが、他の生徒よりも劣おとっているから、先生方も特別課題を出しているのですから」

「？　そうなんですか？」

　ぼけぼけなイリスの反応に、クレディオの眉間が険しく歪ゆがむ。

　おそらく講義中も、こんな感じにすっとぼけているのだろう。イリスの天然っぷりに頭を痛めている教師陣を思い、クレディオも頭を抱えた。

　よもや、課題が増えて喜ぶ学生がいるとは驚きだ。

「だけど私、お勉強するのが楽しいんです。知らないことがたくさんあって、一つずつ謎を解き明かしていく。まるで、〝名探偵ウィスタリア〟になったようです」

「あなたは、推理小説の主人公ではありません」

　推理気分で勉強をされては困ります――と、クレディオは呆あきれ顔で注意する。

「とにかく。寮に戻ったら、すぐさま課題に取りかかりましょう。そうでなければ、明日の講義までには終わらないでしょうから」

「はいっ！　文字を書く練習もしたいので、頑張ります！」

「……文字の練習、ですか？」

「私の書く文字は、いびつで読みにくいらしいんです。綴りも間違っているとも、注意をされてしまって」

　急上昇するイリスのやる気と共に、クレディオの不安も高まってゆく。

　文字も満足に書けなくて、どうやってこの先、厳しい履り修しゆう科目をこなすというのだ。ただでさえ、特別課題を山ほど出されているのに――このままでは、単位が取れない可能性がある。

　落第した聖女として、歴史に名が残っては一大事だ。

「課題は、俺が見て差し上げます」

「えっ、いいんですか!?」

「これでも、人並み以上には教養を積んだつもりです。単語の綴りのチェックや、ヒントを出すくらいなら、俺にでもできるでしょう」

　まさか、聖女の護衛で文字を教えることになるとは……。

　皺しわが常じよう駐ちゆうする眉間を揉み解ほぐし、クレディオは深く息を吐く。

　暗い影を背負う彼とは対照的に。イリスは胸の前で両手を組んで、澄んだ空色の瞳を、キラキラと煌めかせる。

「うわぁ、嬉しいです！　感激です！　本当に、ありがとうございます！」

「な……っ!?　イリス様、やめてください！」

　大食堂から出たばかりの廊下は、人通りが多い。

　そのど真ん中で、護衛騎士が主らしき少女から深々と頭を下げられている。通り過ぎる生徒や護衛騎士からは、好奇の視線を向けられ、クレディオの胃がキリキリと痛んだ。

「勉学に勤いそしむ主を支えることも、護衛騎士の務めですから。頭など下げてもらう必要は、どこにもありません」

　肌に刺さるような通行人の視線を気にして、クレディオは口くち早ばやに告げる。

　彼の言葉を受け、お辞儀をすることはやめたが――代わりにイリスは、不思議そうなどんぐり眼まなこで、クレディオの顔を見上げた。

「たとえ騎士のお仕事でも、クレディオさんがお勉強を教えてくれる。そのことに、変わりはありません。違いますか？」

　まっすぐな瞳で問われ、クレディオは思わず返事に詰まった。

「クレディオさんが、私の護衛騎士で本当によかった。お勉強だけでなく、他のことでもたくさん迷惑をかけると思いますが、これからもよろしくお願いします」

　先ほどよりも大きな所作で、イリスは深々と頭を下げる。

　次に顔を上げた彼女は、ヒマワリを思わせる笑顔の花を満面に咲かせていた。一切の悪意とは無縁な、どこまでも純粋な微笑みに、クレディオは思わず見入ってしまう。

　おかしなところもあるが、まともな時はまともなようだ。

　先読み不可能な、イリス独自の思考回路には戸と惑まどうが――決して、不ぶ作さ法ほうというわけではない。大いに特殊ではあるが、彼女は彼女なりに、他者を思いやることができる人間だ。

　それは十分に理解できるし、好感すら持てる。

　持てるのだが――

「今いま更さらお願いされなくても、あなたのことは俺が護ります。私生活の面でも、イリス様の支えとなるのが、俺に課せられた使命ですから」

　なので……と続け、気づかぬうちに止めていた歩みを、クレディオは再開する。

「昼休みが終了する前に、次の教室へ急ぎましょう。遅刻をするよりも、早めに到着しておけば、その間に予習もできるでしょうし」

「時間の配分まで考えてくれるなんて、クレディオさんは本当に優しくていい人ですね」

「…………」

　無む垢くな笑顔で手放しに褒められるが、クレディオは口を引き結むすんで先を急ぐ。

　ローザリアの学生はそのほとんどが貴族の子女だ。だが、護衛騎士を従えているのは、その半数にも満たない。

　護衛騎士を連れている者は、王の側そば仕づかえをするような名門貴族の子供である。

　無論、伴う騎士も一流だ。主人には絶対服従。護衛だけでなく、使用人の役割もこなすので、礼儀作法も完璧に習得している。

　そんな衆しゆう人じん環かん視しの中で、主から頭を下げられるとどうなるか……。

「主に気を遣われるなんて、最低の護衛騎士ね。信じられないわ」

「あれじゃあ、主従関係が逆転しているじゃないか。どっちが主人か分からないな」

「しっかし、嬉しそうにぺこぺこと。まさかあの娘、大人おとなしい顔してるけどマゾっ気があったりして？」

　耳を澄ませなくとも、聞こえてくる陰口。どういうわけか、イリスの耳には届いていないようだが、クレディオの耳には嫌でも入ってきた。

　変に注目を集めて、イリスまで悪く言われたら困る。

　護衛騎士として主を護るためにも、クレディオは足早に次の教室を目指した。
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　午後最初の講義は、選択科目だ。

　イリスが選択したのは、薬草学の講義だった。

　家が貧しかったので、薬代を節約するため、自分で効能別に薬草をを煎せんじていたくらいだ。薬の扱いは、手慣れたものである。

（あぁ、幸せ……）

　校舎の南館。

　日当たりのよいテラスに面して、薬草学の教室はあった。

　壁の全面には、硝子ガラス戸の棚が置かれ、授業に使用する器具などが収められている。

　北側の隣は研究室で、日光や温度・湿度変化に弱い生薬を管理する薬品庫も兼ねていた。

　さすがは、様々な薬を煎じ、蒸留や実験も行う専門の教室だ。

　室内の造りは豪華だったが――部屋全体に、薬草特有のにおいが染みついていた。

（原はらっぱの匂においがするわ。あー、落ち着く……）

　他のクラスメイト達は、「変なにおい」と眉を顰ひそめていたが、イリスには慣れ親しんだ香りである。心身共にリラックスして、頰が自然と緩んでしまう。

　実験器具は、どれも最新式。教室から直接外に出ると、ガラス張りの見事な温室が、なんと四棟も建っている。棟毎ごとに日照時間や温湿度を調節して、四季の薬草を育てているそうだ。

　教室の環境が天国なら、担当教師も天使のようだった。

「はい、皆さん。準備は整いましたか？」

　教壇に立っているのは、黒エプロンを着けた男性教師だ。

　名前は、ラミアス・リオール。古めかしい丸眼鏡が印象的で、栗色の柔らかそうな髪を、毛先だけ軽く束たばねている。おっとりとした笑顔で心を和なごませる、優しそうな先生だ。

「指導書三十二頁ページを開ひらいてください」

　柔和な声で、リオールが指示を出す。

　指定された頁には、傷きず薬ぐすりの処方が記されていた。材料と効能には見覚えがある。兄が怪け我がをした時、父に材料を集めてもらったものと同じだ。

「理論を学ぶ前に、まずは実じつ践せんから始めましょう。そのため、今日は簡単な塗り薬を作ります。隣の席の方と二人一組になって、仲良く作業してくださいね」

　そう言ったリオールは、軽く両手を打ち合わせる。

　その音が合図となり、初めての調合が始まった。

（お薬の調合は、久しぶりだわ）

　実験器具と薬草は、机の上にきっちりと用意した。

「初めまして、私はイリス・レルミットです。よろしくお願いします」

　意気込んで席を立ったイリスは、パートナーに向かって笑いかける。

　隣の席に座っていたのは、襟えり足あしだけ伸ばした薄紫色の髪を一つに束ねた、レーヴェ寮の男子生徒だ。イリスに倣ならって立ち上がり、彼も気弱に微笑み返す。

「ボクは、ルキノ・マリオン。こちらこそよろしく。イリスさんがパートナーでよかった。他の人は、ボクとは話してくれないし」

「？　どうしてですか？」

「ボクは特待生として、ローザリアに入学したんだ。小さな町の孤こ児じ院いん育ちだって、みんなに知られてるから。あんまり良く思われていなくて……」

「えっ」

　イリスは眉を顰めた。

　自分も辺境の村育ちの平民だが、それを卑ひ下げするつもりもない。出身のせいで仲間外れにされたりするのは、おかしいことじゃないか。

　イリスの動揺を感じ取り、ルキノは調合器具を手にする。

「……そんなことより、今は作業を始めようよ。時間以内に薬が作れないと、居残りになっちゃうかもしれないし」

「……そうですね」

　彼の事情は気になるが、これ以上踏み込むことはできそうにない。

　それに今は授業中だ。薬を作ることが最優先である。

「これでも私、家族からは薬を作る名人と言われていたんです。だから、調合なら任せてください。私が薬草の分量を量はかるので、ルキノ君はそれを乳にゆう鉢ばちですり潰してくれますか？」

「わかった。ボクは何もかも初めてだから、頼りにしてるよ」

　初めて他人から頼りにされ、イリスは張り切って「はいっ」と答える。

　役割は分担したので、後は調合を始めるだけだ。

「えっと……オーブルの葉が二枚に、イシエル苔ごけが五グラム……」

　指導書の頁上を指でなぞり、イリスはまず、材料の分量を確認してゆく。

　目でザッと追うだけでは、見落としがあるかもしれない。薬は分量を少し間違うだけで、毒にもなるので自おのずと慎重になる。

「クコの実の絞り汁は、小こ匙さじ半分。そして、ユシ草は――……」

　紙上を滑なめらかに滑っていた指先が、ぴたりと止まった。

「あれ、おかしいわ」

　穴が開くほど指導書の一点を見つめ、イリスは小さく眉まゆ根ねを寄せる。

　小難しい顔で悩んでいた彼女は、やがて静かに右手を挙げた。

「リオール先生、ちょっといいですか？」

「はい、何でしょう？　質問でしたら遠慮なくしてくださいね」

　やんわりと微笑むリオールに、イリスは言われた通り堂々と質問をする。

「先生、ユシ草の分量は二・五グラムですよね？　イシエル苔の半はん量りようより多く配合すると、お互いに効果を打ち消してしまいますから」

「え、えぇ。その通りですが……」

「けれど教科書には、ユシ草の配合量が三グラムと書かれています。これは、間違いではないでしょうか？」

　イリスの鋭い指摘を受け、リオールの顔から笑みが消えた。

「すみません。少し、指導書を見せてもらいますね」

　教壇から下りてきたリオールは、イリスから指導書を借りる。

　丸眼鏡の奥。リオールの優しげな琥こ珀はく色いろの瞳が、冴さえやかな光を宿した。真剣に文面を追う担当教師に、気がつくと教室中が静まり返っていた。

　誰もが作業の手を止め、興味津しん々しんで事の成りゆきを見守っている。

　今日のイリスは、受けた授業の全てで無む才さいぶりを発揮してきた。どの寮のクラスメイトからも、間抜けな奴と思われていたが――そんな彼女が突然、穿うがったことを言い出したのだ。

　これが、驚かずにいられるものか。

「ありがとうございました」

　処方の確認を終えると、リオールはふわりと雰囲気を和らげる。

　彼はイリスに指導書を返し、今度は、小こ脇わきに挟んでいた教師用の教本を開く。

「私の使っている教本は、どうやら古いものらしいですね。こちらは、ユシ草の配合量は二・五グラムとなっていますが、皆さんの指導書には三グラムと書かれています。これは、イリスさんが指摘した通り、大きな間違いですね」

「……っ！」

「指導書の誤りに気づくだけでなく、ユシ草とイシエル苔の相互作用まで知っているとは。イリスさんは、素晴らしい薬草学の知識をお持ちですね」

　皆さん、本日の優等生に拍手を送りましょう――と。真っ先に拍手をしながら、リオールが生徒達へ呼びかける。

　彼に続き、まずは隣に立つルキノがパチパチと両手を打ち鳴らす。他の生徒達も場の空気を読んだらしく、ぱらぱらと拍手を始めた。

（私、初めて優等生って言われたわ！）

　感激から、イリスの頰が鮮あざやかな薔薇色に染まる。












「イリスさん。よかったら放課後、私の研究室に来ていただけませんか？」

「先生も、特別な課題を出してくれるんですか？」

　他の教師達からも、放課後に呼び出しを受けていた。故にイリスは、リオールも特別課題を出してくるものだと、期待に胸を弾ませる。

　罰則を待ち望む彼女に、リオールは「とんでもない」と頭を振った。

「あなたが薬草学に精せい通つうしている理由を、聞かせてもらいたいだけですよ。今日でなくとも、時間があったらで構かまいません。気が向いたら遊びに来てください」

　そう言われたイリスは、無邪気な笑顔で「もちろんです」と頷いた。







　最後の講義が終わり、放課後が訪れた。

　夕食まで、二時間ほど空あきがある。各教科で出された課題をしたり、友人と談話室で過ごしたりと、生徒達は思い思いに過ごしている。イリスはといえば――本日受けた講義の、担当教師の研究室を巡り歩き、特別課題を集めていた。

「ようこそ来てくれました。お茶を淹いれますから、ソファに座っていてください」

　研究室巡りの終着点は、リオールの研究室だった。気が向いたら遊びに来てほしいと言われたので、善は急げと早さつ速そくやって来たのだ。

　今は講義中ではないので、ソファに座ったイリスの後ろには、クレディオが黙って控えている。ずっと立っているのは疲れるだろうと、リオールが椅子を勧めたが、彼は「お気になさらずに」と好意を突っぱねた。

　用意された香草茶だけは一口飲み、毒見をしたのはさすがと言えよう。

「それにしても、イリスさんは本当に素晴らしいですね。ユシ草とイシエル苔の薬理作用なんて、三年生で学ぶ高度な知識ですよ。一年生は、処方通りに調合するだけで精一杯なのに。そこまで理解している人は、なかなかいません」

「私、生まれた時から心臓が弱かったんです。毎月お医者様の診察を受けるだけでも、お金がたくさん必要なのに、お薬まで買っていたら、家族が大変で。だから、自分の薬は自分で作っていたんです」

　材料の採さい取しゆは父と兄に任せて。力ちからのいる作業は母に手伝ってもらいながら。

「イリス様……っ」

　自分の出自をいとも簡単に漏らした主を、クレディオが咎めようとする。

　――が、イリスがあまりに生き生きと喋っているので、口を挟むことはできなかった。

「自分の薬を、自分で煎じていたのですか。それなら、イリスさんが薬草に詳しいことも、納得できますね」

「体調がいい時は、日持ちする薬をたくさん作って、お兄ちゃんに街で売ってもらっていました。病気で苦しんでいる人が、私の作った薬で元気になったら、それだけで嬉しいですから」

「その気持ちは、私もよく分かりますよ」

　そう言ったリオールは、遠い昔を懐かしむような眼をしていた。

「あれはまだ、イリスさんくらいの年頃のことです。私には、重い病を抱えた恋人がいました。どんなに高価な薬を使っても、進行を遅らせ症状を緩かん和わするだけで、完治させることはできない……不ふ治じの病を患わずらっていたのです」

　不治の病。

　イリスが患っていた病も、同じ言葉でくくられたことがあった。

「私はどうしても、彼女を元気にしてあげたかった。だから、寝る間も惜しんで薬草学に没ぼつ頭とうして、特効薬の開発を試こころみました」

「それは、うまくいったんですか？」

　控えめに問うたイリスに、リオールは頷いたが――彼の琥珀色の瞳には、隠しきれない悲しみが滲にじんでいた。

「研究を始めて、四年目に。ようやく薬が形になって、彼女も喜んでくれたのですが――あまりに時間がかかり過ぎました」

　新薬の完成を共に祝った恋人は、その翌日に息を引き取ったという。

　医者からは、一年も持たないと宣告された命で、彼女は四年も待ち続けた。すべては、愛する人の努力が実った喜びを、分かち合いたいがために……。

「一番助けたいと思っていた、大切な人の命は救えなかったけれど、私の開発した薬は今、彼女と同じ病の人を救っています。彼女を失ってから数年は、いろいろと後悔などもしましたが、今はこれでよかったのだと思えるようになりました」

　愁うれいを帯びたリオールの微笑に、イリスの胸がジリッと痛む。

「私、思うんです」

　気がつけば、自然と唇が言葉を紡ぎ出して。

「たとえ、絶対に治らない病気だとしても。必ず治ると信じて、治そうと努力してくれる人がいるだけで、心だけはずっと元気でいられる……って」

　恋人の完治を、リオールが願ったように。イリスの病が治ることを、彼女の家族はいつだって願っていた。

　もし、家族がそう信じてくれていなければ。もしかしたら自分は、かなり早い段階で生きることをやめていたかもしれない。両親と兄が、「絶対に治る」と励まし続けてくれたから、途中で諦めることなく、生にしがみついていられた……と、感じている。

「きっと、先生の恋人さんは幸せだったと思います。大好きな人が、自分の『絶対に治らない病気』を、『治る病気』に変えてくれたんですから」

　私だったら、それだけで十分幸せです。

　慈愛に満ちた笑顔でそう言ったイリスに、リオールは静かに目を閉ざす。

「彼女が幸せだったと言ってくれたのは、イリスさんが初めてです」

　今は亡き恋人の想おもいは、もう聞くことはできないけれど。イリスから「彼女は幸せだった」と言われ、長年胸に痞つかえていたものが、スッと溶け消えたような気がした。

　ゆっくりと瞼を上げたリオールは、柔らかくイリスへ微笑みかける。

「この研究室には、薬草学の文献が読み切れないほどあります。厄やつ介かいな規則で、貸し出すことはできませんが、ここでなら好きなだけ読んでいいですよ」

「本当ですか！　あっ、でも……先生のご迷惑になりませんか？」

「迷惑だなんてとんでもない。イリスさんなら、いつでも歓迎しますよ。――といっても、作業の片手間に、お茶くらいしか出せませんが」

　眉まゆ尻じりを下げて苦笑するリオールに、今度はイリスが「とんでもない」と頭を振った。

「大好きな薬草学のお勉強ができて、美味しいお茶を頂けるだけで大満足です。これ以上の欲張りをしたら、罰が当たってしまいます」

　小さな両手でカップを包み、イリスは香草茶を一口啜る。

　ミルクがたっぷり入った、優しい味のカモミールティーだ。砂糖とは違う甘みに、鼻び腔こうをくすぐる日なたの香り。

「私、このお茶が大好きになりました」

　心底美味しそうに、イリスはカップを傾ける。

　そんな彼女に、リオールはふんわりと目元を和ませる。

「心がほっとする味ですよね。私も、このお茶が大好きです」

　指先でそっとカップを撫で、彼は自分の瞳と似た色の液体を愛いとおしそうに見つめる。

　リオールの恋人が、唯一彼に残した形見。それは、イリスが美味だと絶賛する、このミルクティーの淹れ方だった。
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「終わりましたーっ！」

　パタンとノートを閉じて、イリスは大きく伸びをする。

　夕食を終えて寮の自室に戻ってから、彼女はずっと窓辺の勉強机に向かっていた。通常の課題と、山ほどもらった特別課題を終わらせるためだ。

「クレディオさん、ありがとうございました。お陰で無事に、すべての課題を終わらせることができました」

「お礼などいりません。俺はただ――……」

「『護衛騎士として、当然のことをしているだけ』ですよね？　でも、クレディオさんがいなければ、分からないことだらけで、いつまでたっても課題は終わりませんでした」

　だから、ありがとうございます――と。イリスは椅子から立ち上がり、大げさな動作で深く頭を下げる。

　分からない問題は、答えだけ教わるのではなく、最初から丁てい寧ねいに解説してもらった。文字の綴りを間違えると、正しいお手本も書いてくれる。

　何から何までお世話になって、もはや感謝の言葉もない。

「慣れない初講義で疲れたはずです。課題が終わったのなら、今日はもう休んでください」

「そうですね。もう、真夜中ですし」

　自分が使用していた椅子を、クレディオが片付けている最中。

　イリスは窓辺に立って、外の様子を眺める。

　硝子ガラス越しに、夜空で不格好な月が輝いているのが見える。ここからだと、他の寮りよう棟とうの様子は窺うかがえないが、明かりが灯っている部屋はもう少ないだろう。消灯時間の制限などはないが、現在の時刻は十二時過ぎだ。

　ほとんどの生徒は今頃、明日に備えてベッドの中にいる。

「イリス様……俺の話を、聞いていましたか？」

　椅子を元の位置に戻して、クレディオが振り返ると、カーテンを閉めたイリスは、再び勉強机に向かっていた。

　課題は終わったというのに、彼女は真新しいノートを開き、羽根ペンで何事かを書き記している。指導書は見当たらないので、勉強をしているわけではなさそうだ。

「私、今日から日記をつけることにしたんです」

「随ずい分ぶんと、急な思いつきですね」

「でも、名案だと思いませんか？　毎日どんなことがあって、私が何を感じたのか。それを細かく書いておいたら、私が死んだ後に、おかしな誤解をされなくて済みますし」

　おかしな誤解とは、何のことだろう？

　困惑げに眉を顰めたクレディオに、イリスはペンを動かしながら語る。

「リオール先生から、恋人さんのお話を聞いて思ったんです。私が生きている間、どれだけ幸せだったのか、その証拠になるものが必要だって」

　病気をしていたから不幸だ。早く死んでしまったから可哀想だ――なんて。そんなことは、勝手な憶おく測そくでしかない。

　いつか訪れる死後のため、自分の想いを形にしておきたい。

　そうすることで、残していく人達を少しでも悲しませないためにも……。

「だから私、その日にあった嬉しいことや楽しいことを、全部日記に書くことにしました。こうしておけば、私がどれだけ幸せな人生を送ったのか、みんなに伝わると思うんです」

「は、はぁ……」

「今日は初めての経験ばかりで、書くことがいっぱいだわ。素敵なお友達ができて、リオール先生にも褒められました。ご飯も美味しかったし、クレディオさんにお勉強を教わったことも、しっかり書かないと」

　自分の過ごした毎日が、どんなに輝いていたのか。

　ほんの少しでも、読む人の心に届くといい。そんな願いを込めて、イリスは拙つたない文字で日記を綴ってゆく。

「夜は冷えます。まだ起きているのでしたら、もっと温かくしてください」

　熱心に日記をつけるイリスの背に、ふわりと何かがかけられる。

　それは肌触りの良い、カシミアのブランケットだった。ノートから顔を上げたイリスは、肩越しにクレディオを振り返る。

「少し、肌寒くなってきたところだったんです。助かりました」

「お礼はいりませんと、さっきも言ったはずです」

　あと……と、どこか悲しそうな眼差しで彼は続ける。

「死後のことを考えるのは、悪いことではありません。けれど、今を生きることも大切にして下さい」

　前向きに生きながらも、遺書のような日記を書き記す。そんなイリスの背中が、実際よりも小さく感じられて――自然と身体が動いていた。

　温かいブランケットをしっかりと羽織り、イリスは柔らかく微笑む。

「クレディオさんは、やっぱり優しい人ですね」

「俺が優しいだなんて、そんなことは……」

　戸惑い半分に否定しようとする騎士に、ゆるゆると頭を振った。

「クレディオさんが掛けてくれたブランケット、とっても温かいです。心配してくれて、ありがとうございました」

　ペコリと頭を下げて、イリスは再びペンを取る。

　そんな彼女の小さな背中を、クレディオは何か言いたげに見つめていたが――結局、彼が口を開くことはなかった。
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　学校生活が始まってから、九日目。

「こーら、お間抜けさん。その綴つづりは違うって、さっきも教えただろ？」

　アレス寮りようと合同の、王国歴の講義中。

　講義をするメイデルの声以外に、教室に響ひびく声があった。

「指導書の内容を、そっくりそのまんま書き写すだけなのに、どうして間違いようがあるんだ？　僕にはさっぱり、理解できないね。――まぁ、最初から理解しようとは思ってないから、別にいいんだけど」

「でも、この文字とこっちの文字って、どことなく形が似ていませんか？」

「全然似てない。あんた、目がおかしいんじゃないか？　これだと、〝正義〟が〝野や蛮ばん〟って意味になるだろ」

　これじゃあ、遠回しな皮肉だろ。そう言って、くつくつと喉のどの奥で笑っているのは、自称・超天才児のジェラルドだった。

　初講義にて、昼寝し放題の特権を得た彼だったが――居眠りをしていたのは、あの日だけだった。勉強道具を持ってこないのは相変わらずだが、次の講義からは眠らず、イリスに勉強を教えていたりする。

「代筆くらい、早くできるようになってくれないかな。そうじゃないと、安心して昼寝できないだろう？　僕の睡眠時間のためにも、独こ楽ま鼠ねずみのように頑張ってくれよ」

　他人が聞けば、ムッとするような台詞せりふだ。けれどイリスはエールだけ受け取り、「はい、頑張りますっ！」と、更にやる気の炎を燃やす。

　揶や揄ゆが通用しない彼女の神経に、ジェラルドは楽しげに目を細める。

（僕と対等に渡り合えるなんて、本当に面白い子だな）

　理り責ぜめで相手を追い込み、慌あわてふためく様は見ていて愉ゆ快かいだ。しかし、自分の態度にまったく動じることなく、突飛な反応を見せるイリスを観察しているほうが、より退屈せずにいられた。

　先が読めないからこそ、次の行動を予測するのが面白いのだ。

「ジェラルド君」

「ん？　また、分からないところでも？」

　名前を呼ばれたので、質問かと思ったが違ったらしい。

　イリスは穢けがれを知らぬ空色の瞳で、じっとジェラルドを見つめて問う。

「こうして、私にお勉強を教えてくれるのだから、ジェラルド君はいい人ですよね？」

　何の脈みやく絡らくもなく、面と向かって「あなたは善人ですか？」と聞かれるとは。知能指数に自信があるジェラルドでも、このタイミングでこんなことを尋ねられるとは、微み塵じんも予想してはいなかった。

　それでも彼は、内心の動どう揺ようを顔には出さない。

　いっそふてぶてしく笑いながら、しれっと答える。

「あんたの目は節ふし穴あな？　それともカカシと同じで、頭の中におがくずでも詰まってるのか？　貴重な昼寝時間を削ってまで、こうして勉強を教えてやってるんだ。それ以外に見えるんだったら、いい医者を紹介してやるよ」

　王子様のような笑顔で、ジェラルドは平然と悪態を吐つく。

　彼の言葉が偶然耳に入ったクラスメイト達などは、ビシッと表情を凍りつかせた。しかし、イリスだけはホッと胸を撫なで下ろした。

「やっぱり、そうですよね。ジェラルド君はいい人です」

「なんだ？　僕のこと、悪人だとでも思ってたのか？」

　悪いた戯ずら心ごころが疼うずき、ワザと不機嫌そうな顔と声になってみる。

「？　私はジェラルド君のこと、悪い人なんて思ったことはありませんよ。いつも、お勉強を教えてくれて、ありがとうございます」

　からかうつもりが、心からのお礼を言われた。

　若じやつ干かん、肩かた透すかしを食らった気分になるが、これがイリスの面白いところである。予測不能だからこそ、どんな反応をするのか、追究してみたくなるのだ。

（ありがとう……か）

　口では「そりゃどーも」と、おざなりにあしらいつつ。ジェラルドは心の中で、嚙み締めるように感謝の言葉を繰り返す。

　ありがとうなんて、陳ちん腐ぷな言葉だと思っていた。

　今でも、その考えは変わっていないが――存外、悪くない響きだと、ジェラルドは口こう端たんで小さく笑んだ。







（やっぱり、ジェラルド君は悪い人じゃなかったわ）

　王国歴の授業が終わり、短い休み時間になった。

　別室で待機していたクレディオと合流して、イリスは次の神話学の教室を目指す。そんな彼女の足取りは、いつも以上に軽やかだった。

（ジェラルド君は、親切な人なのに。どうしてみんな、彼のことを悪く言うのかしら？）

　天然で鈍どん感かんなイリスだが、彼女の耳にも、ジェラルドの不ふ穏おんな噂うわさは届いていた。

　具体的には、「真夜中に中庭で、黒フードの人物と密みつ会かいしていた」とか、「超天才児と自称しているが、実はダブりで意外と年上」など。それ以外にも、「手が早い」「女癖が悪い」「腹黒」やら、陰では言われたい放題なのだ。

　噂を流しているのは、彼をやっかむ男子のようだ。

　女子はむしろ、危険な香りを醸かもし出すジェラルドに惹ひかれている。言動に棘とげはあるが、彼の王子スマイルは乙女おとめ心を鷲わし摑づかみにする。一部では「棘いばらの王子」と呼ばれ、秘ひ密みつ裏りに「見守る会」とやらが結成されたとか。

（女の子とは仲良しなのに……）

　どうして男子は、ジェラルドを毛嫌いするのだろうか？

　最近のイリスは、もっぱらそんな不満を抱いていた。

「なぁなぁ、知ってるか？　アレス寮のストルヴィアの正体！」

　廊下から外回廊へ出た瞬間。

　タイミングがいいのか悪いのか、ジェラルドの噂話をする三人組と出くわした。

「あいつ、侯こう爵しやく家けの跡あと継つぎって言われてるけど、実は裏社会で暗あん躍やくして国こつ家か転てん覆ぷくを企たくらんでるらしいぜ。ローザリアに入学したのは、貴族の家の情報を探り出すためだとか」

「えーっ。僕は、反ヴェレーデの異い端たん者しやだって友達から聞いたけど？　友達の友達は、暗殺者の仲間だとか、言ってた気がするなぁ」

「そりゃあ剣けん呑のんだな。どの話が本当でも、ストルヴィアは謀む反ほん人にんじゃねぇか。末は火刑か断だん頭とう台だいだな」

　誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しように興じている三人に、イリスの表情が険けわしくなる。

「……イリス様？」

　唐突に足取りを荒くした主に、クレディオは眉を顰ひそめた。

　年がら年中、にこにこ笑っていると思ったのに。初めて見たイリスのしかめっ面に、彼は珍しく戸惑った。

「あの、ちょっといいですか」

　声さがない三人組の前に、臆することなく立ちはだかる。

　これまた珍しい、イリスの尖とがった声。唐突に呼び止められた三人組は、一様に、迷惑そうな顔で彼女を見やる。

「なんだよ、ハイリア寮のカカシじゃねぇか」

「カカシのクセに、僕達に何か用？」

　いつの間にかイリスは、同級生から「カカシ」と呼ばれるようになっていた。あだ名の由来は、カカシの頭に、おがくずが詰められることが多いからだ。

　頭の中身が、おがくず。

　遠回しに、馬鹿と言いたいのだろう。

「ジェラルド君は、謀反人なんかじゃありません。そんな根も葉もないでたらめ、もうやめてください！」

「イリス様、何を言い出すんですか！」

　性た質ちの悪そうな連中を相手に、真正面から抗議をするとは。

「こんなことをしていたら、次の授業に遅れてしまいます。さぁ、行きますよ」

「嫌です。私は今、この人達とお話をしてるんですから」

　クレディオが腕を引くが、どこにそんな力が隠れていたのだろうか？

　小柄なイリスの身体は、ビクとも動かなかった。

「はあっ？　カカシの分際で、俺達に意見するつもりかよ？」

　三人のうち、最もがたいのいいリーダー格の男子がイリスを睨む。

　普通の女子なら、身が竦すくんでしまいそうな眼差しだ。けれどイリスは、怯ひるみもせずに負けじと睨み返す。

「ジェラルド君は、とってもいい人です。私にお勉強を教えてくれるし、難しい問題が解けた時には、ちゃんと褒ほめてくれるんだから」

「なんだよ。カカシちゃんも、ストルヴィアに気があるの？」

　リーダー格の後ろから、キツネ目の小柄な男子がイリスを冷やかした。

　彼を含め、残り二人の男子も期待していただろう。イリスが羞しゆう恥ちで真っ赤になり、走って逃げ出す光景を。

　しかし、彼女は恥ずかしがるどころか、逆に堂々と胸を張った。

「えぇ。私は、ジェラルド君のことが大好きです。大切なお友達だからこそ、悪口を言われているのは、放っておけないわ！」

　精一杯眉を吊り上げ、イリスは毅き然ぜんと言い放つ。

「あなた達こそ、本当は後ろ暗いところがあるんじゃないですか？　すねにはいっぱい傷があって、きっと叩くと、古いお布団みたくホコリがたくさん出るんだわ」

「な……っ!?　馬鹿かコイツ!?　でたらめ吐ぬかすんじゃねぇよっ！」

　突然、妙な疑惑をかけられた男子は赤ら顔で怒ど鳴なり散らす。

「もうやめて下さい。いい加減にしないと、俺も実力行使に出ますよ」

　怪しい雲行きを察したクレディオは、イリスの肩に手をかける。

　こうなったら、多少強引でも引きずって逃げよう――。クレディオがそう決意した時、イリスが場違いな笑顔を湛たたえた。

「ほら、怒りましたね」

「当たり前じゃねぇか！　ホコリだらけですねに傷だぁ!?　そんなふざけたこと言われて、腹が立たないわけねぇだろ！」

「それは、ジェラルド君だって同じよ。噓ばっかりの酷いデマを流されて、嫌な気分にならない人なんかいません。だから、もう悪口は言わないで！」

　同級生の中で一番の劣等生から非難されている。

　プライドだけは高そうな三人組は、当然ながら烈火のごとく怒りだした。

「黙って聞いてればいい気になりやがって！　畑に突っ立ってることしかできない、間抜けなカカシのクセに、でかい口叩くなよ！」

「俺達に楯たて突つくとどうなるか、思い知らせてやろうじゃねぇか」

　バキボキと指の関節を鳴らし、リーダー格の男子が拳こぶしを振りかぶる。

「イリス様、危ないっ！」

「きゃ……っ！」

　クレディオは咄嗟に、主の華きや奢しやな身体を胸に抱き込む。イリスの代わりに、殴られる覚悟でいたが……予想していた衝撃は、いつまでも訪れなかった。

「やあ、ごきげんよう」

　その時、爽さわやかな美声が響いた。

　クレディオの腕の中から抜け出して、イリスは目の前に現れた人物を見上げる。

「ジェラルド君……っ」

「ったく、あんたも馬鹿だよな。こんな奴らに喧けん嘩か吹っかけるなんて、正気とは思えないぞ」

　男子生徒の拳を、しっかりと受け止めた彼は――噂されていた張本人。

　胡う散さん臭くさいほど眩まばゆい、王子スマイルを湛たたえたジェラルドだ。

「ス、ストルヴィア!?　お前、いつからここに……っ」

「このおチビちゃんが、あんたらに話しかけた時からだったら……どうする？」

　低い位置にある、イリスの頭にポンッと手を置き、ジェラルドはニヤリと笑む。

　まさか、本人に聞かれているとは思わなかったのだろう。三人組は揃って蒼あおざめる。なぜなら、ジェラルドの双そう眸ぼうが飢えた獅し子しのように、危あやうい色を浮かべていたからだ。

「確かにおチビちゃんは、どうしようもなくおめでたい子だ。勉強もさっぱりで、変にすっとぼけてるし、頭の中身もおがくずかもしれないな」

　でもさ――と、急にジェラルドは声を低めた。

「この子が間抜けなカカシなら、あんたらはそれにも劣るバッタだろ。正論を突きつけられて、反論できない挙あげ句くに、女を殴ろうとするなんて最低だな」

「な、何だよ！　お、俺達に、け、けけ、喧嘩売ってんのか!?」

「あぁ、そのつもりだ。僕は裏組織との繋がりもなけりゃ、邪教徒でも暗殺者でもない。それでも、そこらの騎士よりは強いと思うぞ？　……そうだろ？」

　そう言ったジェラルドは、ちらっとクレディオを横目で見やる。

　当てつけるように笑う彼に、クレディオは険しく眉根を寄せたが――何も言わず、ただ押し黙っていた。

　無言の騎士に、興味が失せたのか。

　ジェラルドは再び、三人組の男子生徒へ向き直る。

「ついでに僕、手加減が滅めつ法ぽう苦手でさ。……どうだ？　お坊っちゃま方。この喧嘩、買ってくれるよな？」

　虚きよ勢せいを張っていることなど一目瞭然なのに、そんな彼らを、ジェラルドは冷笑と共に挑発する。

　まさに一触即発な状況で、イリスは何を思ってかジェラルドの袖を引いた。

「ジェラルド君、ちょっと屈かがんでもらえませんか？」

「これまた、おかしな注文だな。僕はお楽しみの真っ最中なんだけど……」

　仕方ないなとぼやき、ジェラルドは言われた通りに腰を屈める。

　二人の目線が同じ高さになると、イリスは彼の顔へ小さな手を伸ばし――白しら魚うおのような指先で、ぺチッと額ひたいを弾いた。

「めっ！　ですよ」

　イリスは膨ふくれっ面で、幼おさな子ごに対するようにジェラルドを叱しかる。

　額を弾かれた、当人はもちろんのこと。怯えていた三人組だけでなく、事の成りゆきを見守っていたクレディオも、彼女の奇行にぽかんとした。

　唖あ然ぜんとする周囲の反応もよそに、イリスはあくまで真剣にお説教をする。

「喧嘩なんて、売り買いするものではない。〝ヴァルトスの軌き跡せき〟で、隻せき眼がんの老騎士様がそう言っていました。売買が成立したところで、心も身体も痛くなるだけなので、損しかしないものですから」

「ヴァルトスの軌跡……？」

　確か、戦記ものの小説だったか。

　ぼそりと呟いたジェラルドに、イリスは「その通りです」と頷く。

「悪口を言う人が一番いけません。でも、ジェラルド君だって、喧嘩を売ったりしたらダメですよ。そんな怖いことをするから、みんなから誤解されるんです」

「あんたには関係ないことだろ？　放っておけば、そのうち飽きるだろ」

「ダメですっ！」

　間かん髪はつ容いれずに叫んだイリスは、もう一度、ジェラルドにでこぴんを食らわす。

「ジェラルド君は、私の大切なお友達です。だから、名誉を傷つけられているのを黙って見ているなんて、絶対にできません！」

「僕とおチビちゃんが友達？　生あい憎にくと、そんな関係になった覚えはないけど？」

「ジェラルド君になくても、私にはあるからいいんです」

　無茶苦茶な理屈で押し切ったイリスは、今度はずいっと小指を突き出した。

「約束してください。もう、喧嘩の商売をしたりしないって」

「……どうして僕が、あんたとそんな約束をする必要があるんだ？」

「私が、ジェラルド君に痛い思いをしてほしくないからです。喧嘩をしなくなれば、悪い噂もなくなる。一石二鳥じゃないですか」

　さも名案だと言いたげに笑い、イリスは無理やりジェラルドの小指を絡からめ取る。

　小指同士を繋いだ彼女は、腕を大きく上下に振った。

「指切りげんまん、噓ついたらハリセンボンを食べさせますっ」

「ハリセンボンなんか食べさせてどうするんだ。針を千本飲ませるが正解だろ」

　さすがのジェラルドも、風変わりすぎるイリスに笑う気力を削そがれたようだ。一方的な指切りが終わると、彼はげんなりとため息をついて、呆あきれ眼まなこで辺りを見回す。

　三人組の姿を探すが、どこにも見当たらない。

　指切りをしている隙すきに、尻尾しつぽを巻いて逃げ出したのだろう。

「あーあ。おチビちゃんが妙なことに付き合わせるから、バッタ共が逃げただろ。最近、運動不足だったから、有ゆう意い義ぎに身体が動かせると思ったんだが……残念だ」

「だったら、私と一緒に鬼ごっこをしましょう。クレディオさんを誘っても、いっつも断られちゃうんです」

「そういう運動は僕もパス。どうしてもやりたいんなら、自分の影でも追いかけてな」

「あっ、楽しそう！　今度、試してみますね」

　皮肉な提案にも、イリスは素直に頷く。

　飼い主の命令に、従順に従う子犬のようだ。そう思ったジェラルドは、いつもの王子スマイルに戻り、天然なクラスメイトの頭をくしゃりと撫でる。

「一人鬼ごっこするのは構わないけど、今は次の教室へ急いだ方がいんじゃないか？　あと三分で予よ鈴れいが鳴るぞ」

「あっ、本当だわ！」

　校舎の中心部に建つ時計塔を見上げ、イリスはクレディオの手を取った。

「クレディオさん、走りますよ」

「走るのになぜ、俺と手を繋ぐ必要があるんですか？」

「だって、私だけ先に走り出すと、いつも怒るじゃないですか。だから、手を繋いで一緒に走るんです」

「へぇー。あんたら、随ずい分ぶんと仲がいいんだな」

　あからさまなからかいを含んだ、ジェラルドの声こわ音ね。

「そんなことはありません。俺とイリス様は、ただの主従です」

「ただの、主従……ね」

　きっぱりと言い切ったクレディオに、赤い双眸が怜れい悧りな光を宿す。

「だとしたら、余計に性た質ちが悪いな。主に危険が及ぶような事態を防ぐことができなかったのは、あんたの落ち度じゃないか」

「……っ」

「護衛騎士、失格だな。あんたに護られるおチビちゃんに同情するぜ」

　急に冷めた表情になり、わざとらしい口調でそう言う。

　そんなジェラルドに、クレディオが何事か言いかけたが――結局彼は、無言で気まずそうに視線を逸そらした。

「まぁ、あんたらのことなんて僕には関係ないことだ」

　反論もしない騎士に、関心が薄れたのだろう。

　肩に引っかけたジャケットを翻ひるがえし、ジェラルドはゆったりと歩き出す。

「じゃあ、僕はそろそろ行くよ。講義を受ける必要はなくても、出席しないと進級できないらしいからな」

「喧嘩もですけど、居眠りもしちゃダメですよ～」

　去りゆく友人の背中に、イリスは咄とつ嗟さに注意を投げかける。

　果たして、彼女の言葉をどう受け取ったのだろうか。ジェラルドは振り向きもせず、ひらひらと手だけ振って、校舎の奥へと消えて行った。

「あの……クレディオさん。ジェラルド君とは知り合いなんですか？」

　クラスメイトの後ろ姿を見送ったイリスは、クレディオを振ふり仰あおいで尋ねる。

　主の問いにも無言を決め込み。彼女の手を引いて、クレディオは大股で歩き出す。

「きゃっ！　ちょっと、クレディオさん！　もっとゆっくり歩いてください」

　ずるずると、引きずるように。

　クレディオは確固たる足取りで、次の講義の教室を黙々と目指した。







「なんだよ。やっぱり、仲が良さそうじゃないか」

　廊下をのんびりと歩くジェラルドは、手を繋いで回廊から消えた二人の姿を、窓から眺めていた。

「イリス・レルミット――いい意味で、期待を裏切り続ける子だな」

　二度もでこぴんをされ、喧嘩をするなと叱られた。無理やり指切りもさせられたし、隣の席のクラスメイトから、いつの間にか友達へとランクアップされていた。

　己おのれに対する雑ぞう言げんなど、歯し牙がにもかけやしないのに。

　友人が貶おとしめられていると、真っ向から抗議しにいく熱血な一面があるとは。

「珍しく、興味が湧いてきたな」

　肩を揺らして笑い、何気なく目線を上げる。

　秋晴れの空は、純粋に輝くイリスの瞳のように、どこまでも蒼あおく澄み渡っていた。
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「ねぇ、イリスちゃん。明日ってヒマ？」

　大食堂での昼食中。

　山盛りのカスタードプティングを、大きなスプーンで豪快に頰ほお張ばりながら、ジュリが唐突に尋ねてきた。

「そういえば、明日は休校日だね。ボクは図書館で一日過ごすつもりだけど、イリスさんはどこかに出掛けたりするの？」

「？　休校日って、なんですか？」

　ルキノからも明日の予定を聞かれ、パンを齧かじっていたイリスは小首を傾げる。

　友達一号のジュリはもちろん。薬草学の授業で隣同士のルキノとも、イリスは友好関係を築いていた。ここ数日は、食事もずっとこのメンバーで取っている。

「まったく、休校日も知らないとは……」

　軽く嘆たん息そくしたクレディオは、空になったイリスの杯を手に取った。

　ピッチャーからクランベリーのジュースを注ぎながら、彼は簡潔に説明をする。

「休校日とは、十日に一度設けられた休暇のことです」

「お休みってことは、授業が一つもないんですか？　そうしたら私、明日は何をして過ごそうかしら」

　食事の手を止めて、イリスは悩みだす。

　そんな彼女に銀のスプーンを突きつけて、ジュリが愛らしく片目を閉じる。

「何も予定がなければ、一緒に王都観光でもしない？　あたしの実家、山岳地帯の麓ふもとにあってね、王都になんて一度も来たことなかったからさ」

「でも、学校のお外に出てもいいんですか？」

「今日中に、寮りよう監かんの先生へ外出届けを出せば大丈夫よ。一人で街中をうろついても寂さびしいし、イリスちゃんが一緒なら、あたしも嬉しいんだけどなぁ……」

「もちろん！　いいですよね、クレディオさん？」

　本当は、休校日を補習に充あてようと考えていたのだが。そのうえ、イリスは聖女である。正体を隠しているとはいえ、むやみに外出しては危険だ。――が、クレディオを一心に見上げる瞳は、宝石のようにキラキラと輝いている。

　以前ならば、こんな視線など何とも思わずに、ばっさりと斬り捨てていただろう。けれど今、そうすることができないのは……ここ数日で、イリスに情が移ってしまったからだろうか？

　――まさか。ペットじゃあるまいし……

　手間はかかるのに、それを煩わずらわしいと感じることはない、不思議な存在。

　彼女の無む垢くな視線に、クレディオが押し負けるようになった。それを、特別な感情の芽め生ばえだとは、頑がんとして認めるわけにはいかない護衛騎士だった。







　初めて迎えた休校日は、朝から気持ちのよい快晴だった。

「うわぁ～、ここが王都の街なんですね！」

　王都ユークロンドの、商業区。

　広場の噴水前で、イリスは目の前に広がる街並みに感激していた。

「入学式に向かう途中、馬車の中から見た時とは全然違って見えます。たくさんの人がいて、いろんなお店やさんがあるわ」

「当然です。馬車で通ったのは、同じ王都とはいえ貴族街でしたから。ここは、庶民が集まる区域なので、常に大勢の人々で賑にぎわっていますよ」

　噴水広場にはベンチで休む老人や、お喋りに興じる主婦たちの姿がある。周囲には、雑ざつ貨かや食料品を売るワゴン、衣料や服地の専門店、はては看板の掛かかっていない怪あやしげな店まで、ずらりと立ち並んでいた。

　朝食を済ませ、ジュリに引っ張られてここまでやってきたが――当の本人は、先ほど路上で若い騎士に声をかけられ、今は別行動を取っている。

『ごめんね～。この騎士さんが、どうしてもあたしとお茶したいって言うから、少し付き合ってくるわ。夕方の鐘が鳴る頃に、またここで集合しましょう』

　あれが俗に言う、「ナンパ」なのだろう。

　生でナンパを目撃したイリスは、「さすがジュリちゃんです！」と友人を褒ほめ称たたえた。そんな彼女の隣で、クレディオは冷めた眼差しでため息をついた。

　一人での外出が寂しいと言っていたのは、果たしてどの口だろうか――と。

「あの、あのっ！　クレディオさん、あれは何を売っているお店なんでしょうか？　あっ、向こうのお店からは、とっても美お味いしそうな香りがします！」

　イリスは幼おさない子供のように、ぐいぐいとクレディオの袖を引く。

「落ち着きなさい。慌てなくとも、商店は逃げたりしません」

「お店は逃げなくても、時間はどんどんなくなります。時間泥棒さんが、今も世界中から時間を盗み続けているのだから！」

「門限まで、まだ六時間以上もあります。この辺り一帯を見て回るくらいなら、十分ですよ」

　普段の二倍は高いテンションではしゃぐ主を、クレディオは保護者のような口ぶりで窘たしなめる。

　そんな、親子じみたやり取りを繰り広げる二人は、かなりの注目を集めていた。

「まずいな……」

　四方八方から注がれる好奇の視線に、クレディオは辟へき易えきする。

　ローザリアの学生は外出の際も、制服の着用を義ぎ務むづけられていた。

　制服を着ていれば、年齢を偽いつわってよからぬ店に入ることはできない。出先で私服に着替えたとしても、当番の教師が街中を巡回しているので、発覚した場合は厳げん罰ばつが科かせられる。

　なので、現在のイリスはハイリア寮の青い制服姿だ。

　ローザリアの生徒は注目を集めやすい。ほとんどの生徒が、有力貴族の出身者であることが周知の事実だからだ。

「……仕方ない」

　イリスと関わり合ってから、完全に癖くせとなったため息をひとつつく。短いが激しい葛かつ藤とうを経て、クレディオは「これも職務の一環だ」と、イリスとしっかり手を繋いだ。

　突然、クレディオに手を握られたイリスは、きょとんと目を見開く。

「クレディオさん、この手は……」

「店を見て回りたいのでしょう？　その間に、はぐれてしまったら大変ですから」

　予測不能な行動を取るイリスを、野放しにすることはできない。今だって、一瞬でも目を離せば、どこかへ駆け出して行きそうなのだから。

　片や、手を繋がれたイリスは――目元に朱を散らし、満面の笑みを湛えた。

「うわぁ、嬉しいですっ！　手を繋いで仲良くデートなんて、『春風のシンフォニア』の名場面のようだわ」

「デ……っ!?」

　咄とつ嗟さに、「断じてデートではない」と言いかけ……クレディオは、言葉を呑み込んだ。












　どうせ反論したところで、とぼけた主には通用しない。この場合は、さらりと受け流すに限るということは、すでに学習済みである。

「……まずは、あの雑貨屋でも覗のぞいてみましょうか」

　クレディオが指差した先には、小こ洒落じやれたアンティークショップがあった。

　ショーウィンドウには、懐中時計やティーカップなど、時代を感じさせる品々が陳ちん列れつされている。商品の中には、愛らしいビスクドールもあり――そのつぶらな瞳が、イリスの心を鷲わし摑づかみにした。

「クレディオさん、可愛いお人形さんがあります。早く行ってみましょう！」

　散歩に狂喜乱舞して、リードを引っ張る子犬のようだ。

　イリスから、繋いだ手を引っ張られるクレディオは、頭の片隅でそんな感想を抱いた。







　たっぷりと三時間かけて、商業区をひと通り見て回った後。

　イリスとクレディオは、噴水広場に戻ってきた。

「ふうっ、ちょっぴり疲れました」

　ベンチに腰掛けたイリスは、小さく息をつく。

　時間を忘れて歩き回り続けたせいで、足が少し重だるい。けれど、気分は今までにないくらい清々しかった。

「お兄ちゃんから、『王都はまるで異世界だ』と聞いていたけど、本当だったんですね。私の知らないものがたくさんあって、別の世界に迷い込んだみたいです」

　夢見がちな感想を述べるイリスに、クレディオは生返事を返す。

　主に付き合って、西へ東へ引きずり回された彼は、ぐったりと疲ひ弊へいしていた。

　露店の林りん檎ごを眺めていたかと思えば、いきなり、反対側の家具屋に走り出す。焼き菓子の甘い匂いに釣られ、ふらふら歩いて行く途中、花屋の香りに惹ひかれて方向転換もした。そんな感じで二時間以上も、イリスは休む間もなく街中を駆け巡っていた。

　これだけ動き回って、〝ちょっぴり〟疲れたで済むなんて空そら恐おそろしい。

「それにしても……本当に、何も買わなくてよかったんですか？」

　唯一、イリスが十分ほど足を止めた店があった。そこは若い女性向けの雑貨屋で、店内には乙女チックなデザインの装飾品や化粧小物が、趣味よく並べられていた。

　イリスも年頃の女の子だ。

　アクセサリーやぬいぐるみなどを、じーっと穴が開くほど見つめていた。

　クレディオとて鬼ではない。物欲しそうにしているイリスに、「一つくらいなら、買ってあげますよ」と申し出たのだが――彼女は、「見ているだけで満足です」と言って、結局は何も購入しなかった。

「資金の心配なら、しなくてもいいんですよ？」

「お気き遣づかいありがとうございます。でも、そうじゃないんです」

　イリスはそっと、秘石の宿る胸元に触れる。

「素敵なものばかりなんだもの。私より大事にしてくれる人に買われて、長く使ってもらった方が、きっと幸せだと思うんです」

「？　それなら、イリス様が長く大切になされば良いのでは？」

「そうできたら、よかったんですけどね……」

　今まで上機嫌だった笑顔が、微かすかに翳かげった。

　怪け訝げんに思ったクレディオが、どうかしたのか尋ねようとした時――、

「あらっ？」

　イリスがぴょんと、ベンチから飛び下りた。亜あ麻ま色いろの髪を揺らして、キョロキョロと辺りを見回した彼女は、やがてその場にしゃがみ込んだ。

「あっ、こんなところにいたのね」

　ベンチの下に腕を伸ばし、彼女が胸に抱き上げたのは――艶やかな黒い毛並みをした、小さな子猫だった。

　人に慣れているのだろうか、子猫はおとなしくイリスの腕に抱かれている。トパーズのような瞳が、ジッと彼女を見つめているが、暴れだす気配は微み塵じんもない。

「クレディオさん、見てください！　猫ちゃんですよ」

「……言われなくても分かります。捨て猫でしょうね」

「えっ、そうなんですか？」

　猫を抱いて御ご満まん悦えつだったイリスは、途端に眉根を曇くもらせる。

「どうしましょう。この猫ちゃん、このままだと死んじゃいませんか？」

「自分で餌えさも獲とれない子猫のようですからね……念のため言っておきますが、寮では動物は飼えない規則です」

「それじゃあ、だれか飼い主さんを探さなくちゃ！」

　勢い込んでそう言うと、イリスはたたたっと走り出した。

「あのっ！　どなたか、この猫ちゃんの飼い主さんになってくれませんか？」

　広場から大通りに出た彼女は、道行く人々に声をかけてゆく。

　一人目は、急いでいるからと断り。二人目は無視を決め込んだ。三人目に声をかけた、ほろ酔い加減の中年男性など、「うるせえっ、邪魔だ」と彼女を突き飛ばした。

「イリス様、大丈夫ですか!?」

　後方へたたらを踏んだイリスを、追いついたクレディオが抱き留める。

「あなたは、自分の立場を分かっているのですか？　危険ですから、こんなことはやめてください。残念ですが、その猫のことは諦めましょう」

「諦めるって……この子を、放っておくってことですか？」

　答えが憚はばかられる問いに、クレディオは黙って視線を落とす。

　無言を肯定と受け取ったのだろう。イリスはキッと眉を吊り上げ、クレディオから大きく距離を取った。

「そんなの、絶対に嫌です！」

「わがままを仰おつしやらないでください。俺には、あなたを護る義務が……」

「義務がなければ、護らなくていいんですか？　この猫ちゃんは、放っておいたら死んじゃうかもしれないんですよ？　そうと分かっているのに、見捨てることはできません！」

　鋭いイリスの切り返しに、クレディオはぐっと言葉に詰まる。

「私の命は、偶然助かりました。だから、偶然出会ったこの子の命を、私が助けたっていいじゃないですか……!!」

　強い眼光で睨ねめ上げられ、クレディオは更にたじろぐ。

「私は絶対、この子の里親さんを探します。見つけるまで学校には戻りませんから」

　語気荒く断言したイリスは、プイッとクレディオへ背を向ける。

　そして彼女は、再び通りすがりの人々へ声をかけ始めた。







「うぅ～、どうしよう……」

　太陽が西に傾き始めた、夕暮れ時。

　ジュリとの待ち合わせ時間が迫り、イリスは焦あせっていた。

　その場の勢いで、クレディオに啖たん呵かを切ってしまったが、結果は散々なものである。昼食もとらずに、街の人々へ声をかけまくったが――子猫は相変わらず、イリスの腕の中に収まっていた。

「このままだと、門もん限げんまでに猫ちゃんの飼い主が見つからないわ」

　胸に抱いた温もりは、こんなにも愛おしいのに。

　世間の風は冷たく、誰も子猫を見ようともしない。日暮れと共に空気も肌寒くなり始め、足早に家路を急ぐ者ばかりが、目の前を素通りしてゆく。

（この子に、長生きしてもらいたいのに……）

　木枯らしが吹き、ぶるりと背筋を震わせる。昼食も抜いたので、腹の虫も情けなく鳴き、イリスまで泣きたくなった。

「やっぱり、諦めなくちゃいけないのかしら……」

「何を、諦めるのですか？」

　イリスが初めて、後ろ向きな台詞せりふをこぼした刹せつ那な――先ほどの口論以来、僅わずかに距離を置いて護衛をしていたクレディオに、背後から声をかけられた。

　のそのそと振り返ると、彼の隣には薬草学教師のリオールがいた。

「やあ、イリスさん。子猫の飼い主を探しているそうですね」

「そうですけど……どうして、リオール先生がそのことを知っているんですか？」

　不思議そうに目を丸める生徒に、リオールはクスクスと笑う。

「私は薬草や触媒の買い出しに来たんですけれどね、ちょうど広場を通りがかった時、あなたの護衛騎士さんに呼び止められたんですよ。私の研究室で、子猫を飼うことはできないだろうか――と」

「そうだったんですか!?」

　まさかクレディオも、子猫の里親を探してくれていたなんて。近くにいたはずなのに、自分のことだけで精一杯になって気づけずにいた。

「それにしても、可愛らしいですね。以前猫を飼いたいと言っていた知人がいるのですが……」

　リオールはイリスの腕から子猫を抱き上げ、満月のような瞳を見つめる。子猫もジッと、彼の琥珀色をした双眸を、一心に見返していた。

　何かに魅かれ合うよう、お互いを見つめる一人と一匹。

「……これが、一ひと目め惚ぼれというのでしょうか？」

　しばらくして、リオールはふっと目元を和なごませる。

「こんなに可愛らしいのなら、私が飼いますよ。知人に譲るなんてもったいない」

「本当ですか！」

「研究室では無理ですが、自室でなら飼うことはできますから。この子は、私が責任を持って引き取りましょう」

「あ、ありがとうございます！　本当に、ありがとうございますっ！」

　感極まったイリスは、何度も繰り返し頭を下げる。

　そんな彼女に、リオールは微苦笑を浮かべた。

「イリスさん、お礼を言う相手は私ではありませんよ」

「え……」

「あなたの護衛騎士さんが、私に声をかけていなければどうなっていたでしょう？　この子のおうちは、見つかったと思いますか？」

　敬愛する教師から優しく諭さとされ、イリスもハッとする。

　黄たそ昏がれ時どきの物悲しい雰囲気に呑み込まれ、後ろ向きになっていた自分は、里親探しを挫折していたかもしれない。けれど、子猫の命を最後まで護ろうとしてくれた人が他にいた。

「クレディオさん……」

　名前を呼んで顔を見上げると、ふいっと目を逸そらされる。

「勘違いしないでください。子猫のもらい手が決まらなければ、あなたは素直に学校へ戻らないでしょう？　だから、仕方なくお手伝いしただけですから」

　目線を外したまま、クレディオは口早にそう言う。

　夕陽に照らされ、街中がほのかな茜あかね色いろに染め上げられているが――彼の横顔が赤いのは、そのせいだけではないだろう。だが、クレディオが赤面しているのも知らずに、イリスはがばっと直角に頭を下げた。

「クレディオさん、ありがとうございます！　あなたがリオール先生を呼び止めてくれたお陰で、猫ちゃんの命が救われました」

「こんな大通りの真ん中で、頭を下げるのはやめてください！　俺はただ、騎士として当然のことをしただけで……」

「それでも！　クレディオさんは、猫ちゃんを助けてくれました」

　ありがとうございます！　と、イリスは尚もお辞じ儀ぎをする。

「イリスちゃん、お待たせ～……って。あれ、リオール先生。こんなところで何やってるんですか？」

　その時。ナンパしてきた騎士に買わせたのだろうか、菓子屋の袋をいくつも抱え、ジュリが雑ざつ踏とうの中から現れた。

「買い出しの途中に、偶然お二人と出合いまして」

「へぇー、そうだったんですか。というか……あの二人は、何をやってるんですか？」

　護衛騎士にお礼を言い続けるイリスに、主からの感謝を拒絶し続けるクレディオ。この奇妙な光景は何事かと、ジュリは事情の説明をリオールに求める。

「あれは、主従の絆きずなを深めているのですよ」

「は、はぁ……」

「お二人は、実に仲がよろしいようですね。羨うらやましいことです」

　子猫の喉のどを撫でながら、しみじみと呟く。

　そんな新しい主人に同意するように、子猫が愛らしく「にゃおん」と鳴いた。
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　子猫騒動の翌日。

　午後にある最初の講義は、レーヴェ寮と合同の薬草学だ。得意教科であり、担当教師とも親しいイリスは、昼食を済ませると薬草学の教室へ直行した。

「リオール先生、これは乳にゆう鉢ばちですり潰つぶしちゃいますね」

「あ、はい。お願いします」

　薬草学の教室の隣に、リオールの研究室兼薬品庫がある。

　クレディオと分かれたイリスは、彼の研究室で今日の実験の準備を手伝っていた。乾燥させた葉を粉末状にしたり、煎せんじて毒素を取り除いたりと、やることは山ほどある。なので、調合に慣れたイリスの協力は、多忙なリオールの助けになっていた。

「あの。昨日の猫ちゃん、元気にしていますか？」

　乳鉢で薬草をすり潰しつつ、イリスは声を弾ませて問う。

　薬品の計量をしていたリオールは、おっとりと頷く。

「えぇ、大丈夫。バスケットの中にクッションを入れて、即席の寝床を用意してあげたら、昨夜は大人おとなしくそこで眠ってくれました」

「うわぁ、可か愛わいいですね！」

「滅めつ多たに鳴きませんし、とてもお利り口こうさんですよ」

「それで、猫ちゃんの様子を、たまに見せてもらってもいいですか？　もう一度、ふわふわもこもこを抱っこしたいんです」

「もちろんです。放課後など、手が空いたら外に出すつもりなので、その時は一緒にお散歩をしましょうか」

　リオールの提案に、イリスは華やかな笑顔で「やったーっ！」と歓かん声せいを上げる。

　素直に喜びを表現する彼女に、リオールが目を細めた時だった。

「お前、俺らの言うことが聞けねぇのか!?」

　壁を隔へだてた向こう側――薬草学の教室から、男子生徒の怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

「今の声……誰かが、怒ってるみたいですね」

　乳棒を動かす手を止め、イリスは空色の双そう眸ぼうを瞬またたかせる。

　――喧けん嘩かだとしたら、止めなければいけない。

「私、ちょっと様子を見てきます」

「あっ、イリスさん……っ！」

　乳鉢を置いたイリスは、パタパタと教室へ続く扉へ向かう。手がふさがっているリオールが呼び止めようとしたが、間に合わなかった。

　イリスが教室へ入ると、険悪な光景が目に飛び込んできた。

「ルキノ君と、あの人達は……」

　実験器具の収納された棚が、ずらりと並ぶ壁際。その隅っこで、ルキノが三人の生徒に囲まれていた。

　見覚えがあると思えば、この前ジェラルドの悪口を言っていた三人組ではないか。

「課題くらい、素直に出せよ。すぐに返すって言ってんだろ」

「でも、課題は自分でやらないと意味がないから……」

「うるさいなぁ。親に捨てられて、地位も名誉もない貧乏人が、僕達に逆らえるとでも思ってんの？　お前にできるのは勉強くらいなんだから、さっさとよこせよ」

「だ、だけど……っ」

　ルキノは菫すみれ色の視線を彷徨さまよわせ、救いを求めた。しかし、教室に集まり始めた生徒達は、見て見ぬふりを決め込んでいる。

　ただし、イリスだけは違った。

（また、あの人達なの？）

　ルキノはひとつも悪くない。課題をきちんと済ませてきた彼を、あんな風に脅おどすなんて。

　ジェラルドのことで注意した時。自分がされて嫌なことを、他人にはしないでとお願いしたのに――まったく、気持ちは通じていなかったようだ。

（助けないと！）

　グッと拳を握り締め、イリスが一歩を踏み出そうとした……まさに、次の瞬間だった。

「グダグダ言ってないで、さっさとしろよ！」

　ノートを抱え込んで拒むルキノを、リーダー格の男子が強く突き飛ばす。

　幸い、背後の棚は硝子ガラス戸ではなかった。それでも、強したたかに背を打ちつけたルキノは低く呻うめき、ずるずるとその場に蹲うずくまってしまう。

「あ……っ！」

　ルキノが激突した棚が大きく揺れた。

　その弾みで、棚の上に積まれていた木箱もぐらぐらと均きん衡こうを崩す。

「ルキノ君、逃げてっ！」

　木箱の中には、古くなった実験器具が入っていたはずだ。そんなものが直撃して、打ち所が悪ければ取り返しがつかないことになる。

　だが、ルキノは動くこともできないようだ。

（このままだと、ルキノ君が……）

　死の一文字が脳のう裏りを過よぎり、イリスの心臓がドクリと大きく脈打った。

　胸の内が急速に熱くなり……、

「――そんなの、絶対にイヤ――っ！」

　胸中の熱を、叩きつけるように叫んだ瞬間。

　目の前が、聖なる蒼あおに染まった。

「きゃっ!!」

　ブラウスのボタンが弾け飛び、イリスの胸元から蒼い光が噴ふき出す。はだけたブラウスの合間からは、激しく光る秘石が覗き――刹せつ那な、イリスを中心に発生した猛烈な風が、嵐となって教室内に吹き荒れた。

（な、何が起こっているの……!?）

　龍の咆ほう哮こうのような轟ごう音おんを立て、獰どう猛もうな風はすべてを薙なぎ倒してゆく。机や椅子だけでなく、落下中の木箱も吹き飛ばし、窓ガラスまで粉々に打ち砕いた。

　凄すさまじい風鳴りに混ざって、クラスメイトの悲鳴も聞こえる。

（っ、身体からだが、おかしいわ……っ）

　眩まばゆい蒼に輝く秘石が、燃えるように熱い。

　秘石が明度を増すごとに、身体から力が抜けてゆき……やがてイリスは、自力で立っていることができず、膝から床へくずおれてしまった。

　すると、あれだけ荒ぶっていた風が噓のように止やんだ。

「これは、いったい何事ですか!?」

　焦った様子で、リオールが研究室から飛び出してくる。

　控え室で待機していたクレディオも、扉が吹き飛んだ入り口から駆けつけ――床に倒れ込んだイリスを見つけると、顔がん色しよくを失った。

「イリス様ッ!?」

　抱き上げたイリスは、荒い呼吸を繰り返していた。意識はあるようだが、額には脂あぶら汗あせが滲にじみ、かなり消しよう耗もうしている状態だ。

「う、噓だろ……っ」

　滅め茶ちや苦く茶ちやになった教室で、床にへたり込んでいたリーダー格の男子生徒が、震える声を絞り出す。

「カカシの奴、女神の秘ひ石せきを持ってるぞ！」

「――っ!?」

　彼の衝撃的な一言に、クレディオはようやく気がつく。

　イリスの胸元から、蒼い秘石が覗いていた。手早く襟えり元もとを正して隠すが、今更そんなことをしても後の祭りだ。

　異変は、周囲にも伝わっていたらしい。今や薬草学の教室の外廊下には、野や次じ馬うまの群れが集まり始めていた。

（まさか、こんな形でイリス様の身分が露見するとは……っ）

　男子生徒の一声は、野次馬の耳にも入っただろう。

　女神の秘石こそ、聖女として召しよう命めいを受けたことを示す最大の証あかしである。これを見られては、もはや誤魔化すことは不可能だ。

「リオール先生、部屋をお借りします」

　ぐったりとしたイリスを抱き上げて。クレディオは薬草学の研究室へ移動した。

　主を好奇の目に曝さらしておくことは、耐え難く――、

　何より、疲れきった彼女を早く休ませたかった。







　五時間目の薬草学は、教室が半はん壊かいしたために休講となった。

「イリスちゃん、大丈夫？」

　窓辺のソファに横たわるイリスの顔を、ジュリが不安そうに覗き込む。

　彼女は別の授業を選択していたが、イリスの引き起こした騒動を知り、薬草学の研究室へ乗り込んできた。中に入れないと、扉を破壊されかねない勢いだったので、クレディオが付き添いを許可したのだ。

　ジュリの隣には、彼女よりも憂うれい顔をしたルキノがいる。

「イリスさんがこんな風になったのって、聖女の力を使ったせいだよね……」

　消え入りそうな声で呟き、ルキノは深く頭を下げた。

「ごめん。ボクを助けてくれるためだったんでしょ？　それで、正体がみんなにバレちゃって……本当に、ごめん」

「？　どうして、ルキノ君が謝るの？」

　横になったことで、少しだけ体力が回復したらしい。

　イリスは肩を落とす友人を、意味が分からないと言いたげに見返す。

「私が聖女だとみんなに知られたのは、ルキノ君のせいじゃありません。秘石が勝手に、不思議な魔法を使ったからです」

「えっ。あの突風は、イリスさんの意思とは関係なく起こったの？」

「そうなんですよ。だから、私もビックリしちゃって」

　聖女になってから大分経つが、秘石の力を使ったことなど一度もない。故に、その力が勝手に暴走するなど、誰もが予想もしていなかった。

　クレディオは今、校長室へ出向いている。

　ローザリアで唯一校長だけが、イリスの正体を知らされていた。現状を報告し、今後の対策を教師陣と共に協議するらしい。

　彼は最後まで、イリスから離れることを躊躇していた。自分の留守中に、どんな不測の事態が起こるかわからない。しばらく迷った挙句、

『俺が戻ってくるまで、絶対に研究室の鍵は開けないように。少しでも体調に異変を感じたら、我慢をしないで自己申告すること。ソファできちんと休んでいなければ、あなたとは、一生友達にはなりませんからね』

　そう言うと、研究室から出て行った。

　今頃は一刻も早くこちらに戻るため、奮ふん闘とうしているだろう。

「それにしても、聖女の力とは強大なのですね」

　人数分のミントティーを淹いれながら、リオールが感かん慨がい深ぶかげに口を開く。

　彼は職員会議には参加せず、イリスに付き添っていた。

「まさに、神の恩おん寵ちようとでも言いましょうか。あなたに宿った秘石には、常人の力ではとても起こし得ない、奇跡の力が秘められているのでしょう」

　暴風に見舞われた薬草学の教室は、職員たちが片付けている。机と椅子の大半は壁際まで吹き飛ばされ、棚の中身も床にぶちまけられていた。窓ガラスは木こっ端ぱみじんに砕かれ、扉は廊下に吹き飛び、完全に用途を失っている。

　怪我人が一人も出なかったことが、不思議なほどだ。

「奇跡の力、ですか……」

　リオールの何気ない言葉を、イリスは嚙み締めるように繰り返す。

「確かに、秘石の力はすごいです。もともと、聖女に選ばれていなければ、私は今頃お墓の下にいたでしょうから」

「……それはいったい、どういう意味ですか？」

　不吉な「墓」というキーワードに、リオールは眉間を歪める。ジュリとルキノの反応も、似たようなものだった。

　しかし、本人は相変わらず暢のん気きに笑っている。

「実は私、聖女になる直前まで死にかけていたんです」

　どんなに重い事実でも、イリスはあっさりと口にする。

　誇張することも、謙虚にすぎることもない。あるがままの出来事を、何の飾り立てもせずに語るので、聞かされる者は反応に困った。

「死にかけてたって、なんでよ？　ローザリアに入る前、身体が弱くて小食だったっていうのは、前に聞いたけど――そこまで悪かったの？」

　今となっては、天然の大食い娘なイリスである。

　ジュリにはとうてい、彼女の話が信じられないようだ。ルキノとリオールも同様に、顔を見合わせている。

　そこでイリスは、己の身に起きた奇跡について語った。

　風前の灯火ともしびのようだった命が、秘石の力によって救われた日のことを――。

「不治の病を、秘石の力が浄化したのですか……」

　イリスの説明を聞き終わり、リオールは吐息交じりに呟つぶやく。

　お茶を淹れていた彼の手は、いつの間にか止まっていた。ポットの中の湯は冷さめ、茶葉を蒸らしすぎたため、最初から淹れなおさなければならないだろう。

「聖女の秘石に、そのような力があるとは初めて知りました。イリスさんがこうして今という時を生きているのも、月の女神リュシアン様の御み心こころなのですね」

「そうよ！　リオール先生の言う通りだわっ！」

　教え子に起きた奇跡に感嘆する教師に、ジュリも感涙しながら便びん乗じようする。

「あたし、思うのよ！　イリスちゃんが聖女に選ばれたのは、元気になって人生を楽しむためだ――って。きっと、今まで苦しんだ分のご褒ほう美びなのよ」

「ボクも、そう思うな」

　興奮気味に語るジュリに、今度はルキノが控えめに同意した。

「イリスさんは、生きることと死ぬことを、平等に考えることができるんだ。どちらにも接してきたキミの魂を、月の女神様は聖女として見出したんじゃないかな？」

「ルキノ君に賛成！　きっと、そうに決まってるわ！　美人薄命っていうけど、こんな可愛くて純粋ないい子、神様だって見捨てられなかったのよぉ～っ！」

　感動にむせび泣きながら、ジュリはイリスの両手を取る。

「イリスちゃん。これからいろいろと大変だろうけど、何かあったらあたしに言ってね？　底意地の悪い奴らなんて、自慢の鉄てつ拳けんで黙らせてあげるから」

「ジュリちゃん……」

「あ、あのっ！　何の役にも、立てないかもしれないけど……ボクも、イリスさんの力になるから。キミは命の恩人だよ。お礼をさせてほしんだ」

「ルキノ君まで……っ」

　友人の頼もしい申し出に、イリスの胸がぽっと温かくなった。

「優しいお友達に恵まれてよかったですね」

　お茶を淹れなおすリオールから、ふわりと微笑みかけられたイリスは何度も頷いた。

　そして彼女は、改めて月の女神に感謝する。命の期限を延ばしただけでなく、素晴らしい友人達と巡り合わせてくれたことを――。
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　イリスが聖女であることは、瞬またたく間に全校生徒に知れ渡った。

「レルミットさん。よかったら私達と、放課後のティータイムを楽しみませんこと？」

「あぁ、愛らしい聖なる乙女よ。あなたのような淑女には、この情熱的な赤い薔ば薇らがお似合いです。どうか、受け取っていただけませんか？」

「ねぇねぇ、レルミットさん。勉強で分からないところがあれば、僕に聞いてよ。キミにだったら、手取り足取り、何でも教えてあげるからさ」

　――などなど。

　脳みそおがくずのカカシから、イリスは百年に一人の聖女に認識を改められた。そのせいで、彼女に取り入ろうとする輩やからが続出して、クレディオを悩ませていた。

　今だってそうだ。

　昼休みになった途端、大勢の生徒に囲まれたイリスは、身動きが取れずにいた。

「イリスさん、あたくし達とお食事をご一緒しましょう？」

「いいや。レルミットさんは、僕と二人きりでランチを楽しむんだよね」

「ふざけんな！　今日は、俺がレルミットと飯を食う番だぞ」

　同級生だけでなく、先輩までも入り乱れての争そう奪だつ戦せんだ。

「あのー。みなさんのお誘いはとても嬉しいんですけど、私はジュリちゃんとルキノ君と一緒に、ご飯を食べる約束をしているので……」

　イリスが断ろうとしても、誰も耳を貸そうとしない。

　それどころか、彼女を押し潰つぶさんばかりに、ぎゅうぎゅうと殺さつ到とうする始末である。

「む、ぎゅ……」

「イリス様、大丈夫ですか？」

　危うく潰れかけていると、すかさずクレディオから庇かばわれる。

　彼が身体を張って盾たてとなってくれるから、かろうじて呼吸はできた。しかし、こんな状況が長く続けば、ぺしゃんこになるのも時間の問題だ。大好きな食事の時間が、刻々と過ぎてゆくことも、イリスにしてみれば大問題だった。

（焼き立てのパンと、温かいシチューが恋しいわ）

　最近では、「食事」も趣味になったというのに。

　この分では昼食抜きで、午後の講義に突入してしまいそうだ。

「お前達、いい加減にしろ！　イリス様のご迷惑が分からないのか!?　家名に傷をつけたくなければ、今すぐこの場から立ち去るんだ！」

　クレディオが目に角を立てて怒ど鳴なるが、色めき立った生徒達に彼の制止は届かない。

　このような事態が起こる懸け念ねんは、教師達との緊急協議でも指摘されていた。

　ほとんどの教師が、聖女の身の安全のため「休学」を主張したが――イリスは今も、一般の生徒に交じって講義を受けていた。本人が、一学生として生活することを望み、校長がその要望を受け入れたからだ。

「おい、レルミット。ここから連れ出してやるよ」

「？」

　クレディオが、押し寄せる生徒達の対応に追われていた時。

　人ごみの中から、にゅっと手が伸びてきた。その手に腕を摑まれたイリスは、勢いよく身体を引っ張られる。

「おいっ、こら、押すんじゃない！　イリス様、苦しくはありませ……」

　突進してくる生徒の群れを押し返し、主を気き遣づかうクレディオは愕がく然ぜんとした。

　彼女から目を離したのは、ほんの数秒。

　その間にイリスは、忽こつ然ぜんと人ごみの中から姿を消していた。







「あの、助けてくれてありがとうござました」

　おしくらまんじゅう状態から脱出して、イリスはほっと胸を撫で下ろす。

　――が、安堵したのも束の間。

　彼女はぐるりと周囲を見回し、ぱちくりと両目を瞬しばたたかせる。

「それで、ここはいったいどこなんでしょう？　お友達が待っているので、早く大食堂へ行かないといけないんですけど……」

　イリスが連れ込まれたのは、薄暗い倉庫のような場所だった。窓には暗あん幕まくが引かれ、使い古された備品などが、所ところ狭せましと押し込まれている。

　何よりも不ふ穏おんなのは、隠れるようにして暗がりに潜んでいた男達の存在だ。

「お前、貴族でもないくせに、本当に聖女なのかよ？」

　尊大な態度で口火を切ったのは、見知らぬ男子生徒だった。制服の色と襟えり章しようから、アレス寮の三年生であることが分かる。

　他の男子生徒も制服の色に違いはあるが、襟章だけはみな三年だ。

「そういえば聖女って、胸に秘石が埋め込まれてるんだろ？　なぁ、それを俺達に拝おがませてくれないか？」

「な、何を言ってるんですか？」

　自分に向けられる人の目を、とことん気にしないイリスだが――珍しく彼女は、この場の異様な空気を感じ取り、じりじりと後あと退ずさりをした。

　こちらを見つめる、男子達の目が怖い。

　まるで、赤ずきんを狙う狼おおかみのようだと危機感を抱く。

「お前さえ、騒がずに大人しくしていたら、怖がることなんて何もないぜ？　俺達といいことしようよ」

　ここまでイリスを連れてきた、三さん白ぱく眼がんの男子生徒が仲間に目め配くばせをする。

　すると、脇に控えていた二人の生徒が、両側からイリスの腕をがっしりと拘束した。

「きゃっ！　は、離してくださいっ！」

　得え体たいの知れない恐怖が、腹の奥底から込み上げる。

　何がなんだか分からないけれど、怖くて堪たまらない。錯さく乱らんしたイリスは、必死で身体を捩よじって手を振りほどこうとする。しかし、もがけばもがくほど拘束は強まり……最終的には、マットへ押し倒されてしまった。

「おいおい、無駄な抵抗なんかするなよ。暴れられるといじめたくなるだろ？」

　爬は虫ちゆう類るいのように舌した舐なめずりをして、三白眼の男子生徒がイリスへ馬乗りになる。そして彼は無遠慮に、彼女の胸元へと手を伸ばした。

　ブチブチッ、と。

　絶望的な音と共に、ブラウスのボタンが引き千ち切ぎられた。宙に飛んだボタンが、仰あお向むけになったイリスの視界に映る。

「い、や……っ」

　身動きを奪われ、衣服を乱される。

　死とは違う恐怖に襲われ、イリスの身体が激しく震えだした。生まれて初めて経験する恐怖が、更なる恐怖を呼び――彼女は、半乱狂で叫ぶ。

「だ、誰か……っ！　誰か、助けてください……っ！」

「無駄だよ。こんなカビ臭い場所になんか、誰も助けにきやしねぇ」

　残酷に笑った男子生徒が、留とめ具ぐを失ったイリスのブラウスへ手をかけ、胸元を大きくはだけさせる。

　次の瞬間、彼の顔色が一変した。

「う、噓だろ。こいつ、本当に秘石を持ってやがる……っ！」

　イリスの上から跳とび退のき、男子生徒は愕がく然ぜんと呟く。

　その言葉に、彼の仲間達も一斉にどよめいた。

「なんだと!?　絶対ニセモノだから、襲っちまおうって言ったのはお前だろ！」

「どうするんだよ！　僕らが、聖女を襲ったなんて表おもて沙ざ汰たになったら、家が取り潰されちゃうじゃないか」

「あ、安心しろ。まだこいつは、俺らの顔を覚えちゃいない。今のうちに逃げれば問題ないはずだ」

　この企くわだての首しゆ謀ぼう者しやが、三白眼の男子なのだろう。

　彼の指示に従い、全員がその場から逃げ出そうとした瞬間――内鍵がかけられていた扉が、外側から一撃で蹴り開けられた。

「……っ、クレディオさん!?」

　破壊された扉から光が射し込む。

　てっきり、護衛騎士の彼が助けにきてくれたと思ったが、室内に響いた声は、予想外な人物のものだった。

「正義の味方、参上」

　軽い台詞と共に現れたのは、逆光を背負ったジェラルドだった。

「おやぁ～、先輩方。こんなカビ臭い場所に雁がん首くび揃えて、何をなさっておられるのかな？」

「っ！　お前は、ジェラルド・ストルヴィア!?」

「へぇー。僕って意外と、有名人だったんだ。でも、嬉しくないな。先輩達みたいなろくでもない連中にまで顔を知られてるなんて、虫むし唾ずが走る」

「な、なんだと!?」

　笑顔での挑発は、効果絶大だった。

　カッと頭に血を上らせ、扉の近くに待機していた一人目がジェラルドに殴なぐりかかる。それを流れるような動作で避け、逆に彼は、強烈な膝ひざ蹴げりを相手の腹部へ叩き込んだ。

「先輩達ってヘンタイだよな。いくら女だからって、子供の服を脱がせて何が楽しいんだ？　胸なんか地平線並みに平坦で、棒っ切れみたいな身体つきなのに。まさか、全員が幼女趣味だったりとか？」

　暴力を振るったことなど、まるでなかったかのように。

　ジェラルドはいつも通り、にこにこと笑っている。

「とにかく、今すぐおチビちゃんを離せよ。これでも僕、先輩達よりも遙かに先に、その子に目をつけてたんだ」

「ご、誤解だっ！　俺達はただ、こいつが聖女かどうか確かめたかっただけで……」

「黙れよ、ゲス野郎」

　三白眼の男子生徒が、必死で取り繕つくろう。――が、急にジェラルドの声こわ音ねが冷淡になった。

「言い訳はみっともないな。仕方ない。今後、同じことをしでかさないように、ほんの少しだけ地獄を見せてやるか」

　ゆったりとした足取りで、ジェラルドはイリスへと近づいていく。途中、男子生徒とすれ違うたびに、彼は強烈な拳こぶしを叩き込む。

　ようやく、イリスの元へ辿り着いたジェラルドは――すぐ側の、壁際まで追い詰められた三白眼の男子生徒へ、凍いてつく眼差しを送る。

「あんたの父親のルクセンドール伯爵は、随ずい分ぶんとあくどいことをしてるよな。狂ったような額の税を徴ちよう収しゆうして、逆らう者は容赦なく断だん罪ざいする。悪魔のような所業だ」

「っ!?　なんでお前が、そんなことを知ってるんだ！」

「さあ、どうしてだろうな？　でも、この事が世間に知れたら、家名に傷がついたくらいじゃすまないだろうね？」

　いくら頭が悪くても、それくらいは想像できるだろ？

　そう尋ねるや否いなや、ジェラルドは震える男子生徒を長い足で蹴り飛ばした。

「今日のところは、これくらいで勘弁しといてやるよ。だけど、次に僕のお気に入りに手を出すようなら――それ相応の報いは受けてもらう。覚悟しておけ」

　最後の警告を口にする際、ジェラルドは完全に笑顔を消した。

　炎のように苛か烈れつな光を放つ深紅の瞳で、真っ向から睨みつけられ、三白眼の男子生徒は蹴られた腕を庇いつつ、無ぶ様ざまにも廊下へ這いずり出る。彼の後を追い、他の三年生も逃げ出し……倉庫内には、イリスとジェラルドだけが残された。

「おチビちゃん、大丈夫か？」

　普段の眩まばゆい笑顔に戻り、ジェラルドはマットの上にしゃがみ込む。

　いつものように頭を撫でようとして、イリスの頭へ手を伸ばす。けれどイリスは、彼の手を反射的に振り払った。

「……そうか。僕じゃ、役者不足ってわけか」

　拒絶された手を、ジェラルドが見下ろしていた時だ。

「イリス様、ご無事ですか!?」

　呼吸を乱したクレディオが、遅れて倉庫内へ駆けつけた。

　彼の目に飛び込んできたのは、肩越しにこちらを振り返るジェラルドと――彼の奥で、乱れたブラウスの前をかき合わせ、小刻みに震えているイリスの姿だった。

　ひと目見ただけで、彼女の身に何が起きたのか察し、クレディオの表情が凍りつく。

　無言で歩みを進めながら、軍服のボタンを外してゆく。脱いだ上着を、身を丸めて震えている主に着せかけ――クレディオは、ジェラルドに摑みかかった。

「貴様、彼女に何をしたっ！」












　冷静沈着な騎士が、感情を剝き出しにして声を荒らげている。

　今にも殴りかかってきそうなクレディオに、ジェラルドは両手を上げて無抵抗を示す。

「勘違いしないでくれよ。おチビちゃんをこんな目に遭あわせたのは、僕じゃない。特殊な嗜し好こうをお持ちの、三年の先輩方だ」

「本当だろうな？」

「こんなことで、僕が噓をついて得することなんてあるか？」

　胸倉を締め上げる騎士の手を外し、ふーっと長く息を吐く。

　そしてジェラルドは、気だるげに前髪をかき上げて淡々と言う。

「名前に学年、親の弱味まで把握済みだ。痛い目にも遭わせたから、二度とこんな真似はしないだろうよ。でも、他の奴らに関しては責任は持たないぞ」

　目の前に立ちはだかる騎士を押し退け、自称・正義の味方は倉庫を出て行こうとする。

「なぁ、役立たずの護衛騎士さん」

　すれ違いざま。ジェラルドはぼそりと、クレディオの耳元で囁く。

「ただの主従なんて噓だろ。この僕に手を上げるほどだ。お前もそれだけ、おチビちゃんのことを気に入ってるんじゃないのか？」

「……っ！」

「そんなに大事なお姫様なら、もう二度と目を離すんじゃねぇよ。次に同じことをしたら、今度は僕が攫さらっちまうぞ」

　冗談なのか、本音なのかは分からないが。

　ジェラルドから告げられた言葉は、クレディオの胸に重く響いた。

「イリス様、遅れて申し訳ありませんでした」

　狭い室内に、二人きりになる。

　クレディオがその場に片膝をつき、様子を確認しようとした瞬間――イリスが体当たりするような勢いで、胸に抱きついてきた。

　小さな身体をガクガクと震わせ、彼女は力一杯、クレディオのシャツにしがみつく。

「ク、クレディオさん……わ、私……っ」

　今にも消え入りそうなか細い声で、「怖かったです」と告げられる。

　その言葉もまた、クレディオの心に重くのしかかった。

「もう大丈夫です。俺がずっと側についていますから」

　イリスを護るのが責務だと、あれだけ口にしていたのに。己おのれの失しつ態たいで傷つけてしまった。

　悔しさから奥歯を嚙み締めつつも、クレディオは優しくイリスの背を撫でる。

「これからは何があっても、あなたを護ってみせます」

　イリスだけでなく、自分自身にもそう誓い。

　腕の中の震えが治まるまで、クレディオは彼女の背を撫でる手を止めなかった。







　月の明るい夜だった。

（やっと、眠ったか……）

　淡い月光が射し込む、豪ごう奢しやなベッドの中。

　イリスが安らかな寝息を立てている。

（よかった、魘うなされてはいないようだな）

　クレディオは、主の健すこやかな寝顔に胸を撫で下ろす。

　一人で眠るのが怖いから、側にいてくれと頼まれた時は驚いた。けれど、昼間に複数の男子生徒から、恐ろしい目に遭わされたばかりなのだ。

　今回ばかりは、クレディオも彼女の希望をそのまま受けた。

　イリスがこんな風に傷ついたのは、自分が護衛騎士として未熟だったからだ。そんな今、彼女のためにできることがあるのなら、何でもしてやりたいと心から思っていた。

　それにしても……と。

　ずり落ちた布団をかけ直した手を、クレディオは何気なく見下ろす。

「まさか俺が、〝あの人〟に逆らう日がくるとは……」

　乱れた着衣のイリスと共にいる〝彼〟を見た瞬間、目の前が赤く染まった。気がつけば、彼に摑みかかり、自分らしからぬ怒声を張り上げていた。

　力一杯摑んだ胸倉の感触もそうだが、彼が囁いた言葉も忘れられない。

『ただの主従なんて噓だろ。この僕に手を上げるほどだ。お前もそれだけ、おチビちゃんのことを気に入ってるんじゃないのか？』

　気に入っているのかどうかは、正直よく分からない。

　イリスは不思議な少女だ。どんなに冷たく突き放しても、決して自分から離れてゆくことはない。いつも陽だまりのような笑顔を、惜しむことなく向けてくる。

（この気持ちは、何なのだろう？）

　誰かに優しく笑いかけてもらいたくて、幼い頃はいろいろと努力をしていた。

　しかし、どんなに頑張っても望みは叶わず――いつしか、すべてから目を閉ざし放棄した。

　強く欲しても、決して得られなかったもの。

　それをイリスは、当然のように自分にも与えてくれた。

『次に目を離したら、今度は僕が攫っちまうぞ』

　また、脳裏で彼の言葉が甦よみがえる。

（あの人のものになったら、もうこの人は、俺に微笑んではくれなくなるのか……）

　胸中に育はぐくまれつつある感情の正体を、未いまだに名付けることはできない。けれど、はっきりと言えることが一つだけある。

　イリスの笑顔。

　それが、今のクレディオにとって、他の何にも代えがたいものになっているという事実だった。
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『聖女が、羨うらやましいか？』

　そんな声が聞こえるようになったのは、いつ頃からだろう。

　影も形もないのに、どこからか響く謎の声だ。

『己おのれの心を偽いつわるな。本当はあやつのことを、嫉ねたんでいるのだろう？』

　月が欠けていくごとに、声は大きくなってゆく。まるで、見えない何かが忍び寄ってくるかのように、どんどん近づいてくるのだ。

　窓の外は、濃密な闇で閉ざされている。

　月のない夜。謎の声は、ますます大きくなってゆく。

『我に、お前のすべてを差し出せ。さすれば、我が代わりにお前の望みを叶かなえてやろう』

　声はもう、すぐ側から聞こえていた。

　そして、ついに――、

『捕まえた』

　その言葉を最後に、すべてが闇に呑み込まれた。
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　イリスが、三年の男子生徒に襲われてから三日後。

　彼女の生活は、徐々に落ち着きを取り戻しつつあった。

　イリス・レルミットは、ジェラルド・ストルヴィアの〝お気に入り〟だ。命が惜おしければ手を出すな――と、これまた奇妙な噂うわさが、どこからか広まったからである。

「イリスちゃん、次は一緒の講義だね」

　二時間目の講義を終えたイリスは、ジュリと合流して次の教室を目指していた。

「あーあ。あたしも、ハイリア寮だったらよかったなぁ。青い制服の方が可か愛わいいし、なんたって、一日中イリスちゃんと一緒にいられるのにぃ～」

「でも、ディゼルト寮の黄色い制服、ジュリちゃんによく似合ってますよ。ヒマワリみたいで、見ているだけで元気になるもの」

　移動中、そんな他た愛わいもない会話を楽しんでいると――ふいに、窓の外が暗くなり始めた。

「やだ、雨でも降るのかしら？」

　湿気が多くなると、髪が広がるのよねぇ～と、ジュリはぶすくれる。

「しかし、今まで晴れていたんですよ？　通り雨にしては唐突では」

「それもそうですよね……」

　クレディオの指摘に、イリスは立ち止まって窓から空を見上げた。

　頭上に広がる空は、先ほどと変わりなく晴れている。だが、世界は刻々と、深い闇に包まれ始めていた。

「……っ、クレディオさん、大変です！」

「何事ですか!?」

「早く、あれを見てください！」

　イリスから急せかされ、クレディオも窓から顔を出す。

　途端、彼は海色の眼を大きく瞠みはった。

「これは、日につ蝕しよく……っ!?」

　太陽を隠したのは、雲などではない。

　この世を遍あまねく照らす、金色の日にち輪りんを覆っていたのは――不吉な黒い影だった。
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　星ほし詠よみの巫女の予言もなく、日蝕は唐突に始まった。

　太陽を三日月形に蝕むしばんだ状態で、黒い影は侵食を止めている。だが、これから何が起こるか分からない。百年に一度の異変を恐れ、貴族達は、息子や娘をローザリアから呼び戻し始めた。

「イリスさん、頑張って日蝕を終わらせてね」

「僕も儀式の成功を願っているよ、レルミットさん。光のない生活なんて、華やかさに欠けるじゃないか」

　早々に大神殿から召集を受けたイリスが、クレディオと共に学院の正面玄関へ向かう途中。

　一時帰宅する生徒とすれ違うたびに、激げき励れいの言葉をかけられた。イリスはそれらすべてに、笑顔で「任せてください」と応じている。

「みな、イリス様に期待をしているのですね」

「はい。みんなの気持ちを裏切らないように、早く日蝕を終わらせないと！」

　前庭には、すでに迎えが来ていた。

　神殿の紋章が刻まれた馬車は、一旦、聖ルミナリア大神殿へ向かう。そこで身を清めた聖女は、翌日には装束を整え――王城にて然しかるべき儀式に臨のぞむのだ。

「ミス・レルミット」

　玄関ホールを出て、馬車の扉が開かれた時。生徒の見送りに立っていた教師から、名前を呼ばれた。

　魔女のような黒衣を纏まとう、王国歴担当のメイデルだ。

「わたくしは講義中、何かとあなたには辛くあたってしまいました。聖女様であることを知らなかったとはいえ、申し訳ありませんでした」

「先生、どうして謝るんですか？」

　深く首こうべを垂たれるメイデルに、イリスは「頭を上げてください」と言う。

「私、先生のお話が大好きです。昔に起きたことを知るのは、まるで長編の戦記を読んでいるようで、とてもわくわくしました。私が必ず日蝕を終わらせますから、先生はこれからも、楽しい授業を続けてください」

「……っ！」

　思わぬイリスの言葉に、メイデルの目尻に涙が滲にじんだ。

　涙をこらえる黒衣の女教師は、何度も頷きながら、イリスの小さな手を両手で握り締める。

「世界の闇を晴らすことができるのは、あなた以外にはいないのです。どうか、無事に日蝕を終わらせて、学校へ戻ってきてください」

　待っていますよと告げられたイリスは、ただ静かに微笑ほほえむと小さく会え釈しやくをした。







　イリスとクレディオを乗せた馬車は、一路大神殿へ向けてひた走っていた。

「？　変な声が聞こえます」

　学院を出立してからしばらくのこと。

　轍わだちの音に紛まぎれ、人々の怒号が聞こえてきた。不思議に思い、閉め切られていたカーテンを僅わずかに開き、その隙間から外の様子を窺うかがってみる。

「え……っ」

　車窓から見えたのは、商業区の想像を絶する光景だった。

　以前、休校日にクレディオと散策した街が、ただならぬ状況に陥おちいっていた。商店に人々が殺到し、品物を我先にと奪い合っている。皆気が立っていて、殴り合いの喧けん嘩かをしている男達もいる。

　閉まっている店も、ショーウィンドウが割られている。イリスが気に入っていた雑貨屋も、何者かに荒されたのか、歩道にまで商品が散らばっていた。

　国王軍の騎士が、騒動を収めようとしているようだが、群衆は半なかば暴ぼう徒とと化している。

「ひどい。どうして、こんなことに……」

「日蝕が起こるのは、百年に一度のことですからね。未み曾ぞ有うの事態に動揺して、パニックが起きているのでしょう」

　クレディオは腕を伸ばし、説明をしながらカーテンを閉め直す。

「私が日蝕を終わらせたら、街も元通りになりますか？」

　のどかな時が流れる噴水広場に、笑顔で商あきないをする商人達。行き交う人々は楽しげで、争いとは無縁の、活気に満ちた生活の場だった。

　そんな所で、争いが起きるなんて――胸が締めつけられるほど、悲しかった。

「大丈夫ですよ。儀式さえ済ませれば、日蝕は終わるのですから。そうしたら、元通りになった街をまた歩きましょう」

　荒らされた街の有り様に、打ちひしがれているイリス。

　そんな彼女を、クレディオは不器用ながらも励はげましたが……なぜかイリスは、「ごめんなさい」と謝罪した。

「せっかくクレディオさんが誘ってくれたのに、残念です。日蝕が終わって、街が元通りになる頃には、私はもうこの世にはいないんです」

「……え？」

　あまりに淡々と口にされた言葉に、クレディオの思考が止まる。

「この世にいないとは、どういう意味ですか？」

　普段はイリスが質問ばかりしているが、今回は初めてクレディオが疑問を口にした。

　にっこりと微笑んだイリスは、胸元に手を当て伏し目がちに語る。

「私は聖女になる時に、月の女神様と約束したんです。この命を懸けて世界を護る――と」

　目を閉ざすと、穏やかな胸の鼓動が聞こえる。

　こうして心音が続いているのは、秘石に宿る女神の力があるからだ。そうでなければ、病に蝕まれたこの命など、とっくに消え失せていたはずだった。

「一度死にかけた私の命は、秘石の力によって救われました。けれど、〝召しよう陽ようの儀式〟で女神の力を使えば、私に宿るこの石は効果を失なくします」

「まさか、秘石の効果が切れた瞬間に……」

　すべてを察したクレディオの問いに、イリスはゆっくりと頷く。

「今の私を生かしているのは、心臓ではないんです。秘石の力が心臓を動かして、私を元気にしてくれています。だから、その秘石が効果を失うと同時に、私の命も終わるんです」

「どうしてそのことを、今まで黙っていたんですか！」

　感情を露あらわにして、クレディオは座席から身を乗り出す。

　戸惑いを隠せずにいる彼に、あくまでイリスは柔にゆう和わな笑顔を絶やさない。

「私は生まれてからずっと、長く生きられないと言われてきました。そのせいで、いつも周りの人達に心配をかけていたんです」

　咳せきを一つするだけでも、母が蒼あおざめる。調子がいい時の散歩だって、自分が途中で行き倒れやしないか、兄が隠れて見守っていてくれたことも知っていた。熱など出せば、家族揃っての大騒ぎになる。

「心配されることが、幸せなことだとは分かっています。それでも、どうせ元気に暮らせるのなら、普通の生活を送りたいと思ったんです」

「命の期限があることを言わないでいれば、誰からも分け隔へだてなく接してもらえるから……ですか？」

　おずおずと尋ねると、イリスは眉尻を下げて首しゆ肯こうした。

「ずっと黙っていてごめんなさい。だけど私は、みんなに〝すぐ死んじゃうから〟って、遠慮とかしてもらいたくなかったんです」

　先が短いと分かった相手に、真正面から向き合える者は少ない。同情や憐あわれみから敬遠され、腫はれものに触るような態度をとられるのだ。

　それが嫌で、ずっと「命の期限」を隠してきた。

　誰にも、可哀想な子だと思われたくなくて――……。

　その時、馬車の速度が緩やかになり始めた。街の喧けん騒そうも、すっかり聞こえなくなり、目的地に到着したことを知る。

「聖女様、お待ち申し上げておりました」

　馬車が完全に停車すると、外側から扉が開かれた。

　出迎えてくれたのは、豪ごう奢しやな大神官服を纏まとう初老の男性だ。彼の両側には、若い女性の神官が控えている。

　入学式の時と同じく、クレディオが先に馬車から降りてイリスに手を貸す。

　神殿前の広場に降り立つと、女性神官達が足音もなく歩み寄ってきた。

「支度は整っております。沐もく浴よくとお召し替えの後、明日の儀式に備えて、本日はお休みになってください」

「あ、はいっ」

　こちらへどうぞと先導され、その後について歩き出し――イリスは途中で、はたと歩みを止める。

　振り返った彼女は、馬車の前から動かないクレディオに小首を傾かしげた。

「クレディオさんは、一緒に来ないんですか？」

「はい。俺はこれから所用がありますので、ここでお別れです」

「そうですか……」

　てっきり儀式が始まるまで、クレディオとは一緒にいられると思っていた。

　予想よりも別れは早かったが、彼にも仕事があるのだ。わがままを言って、困らせることはできない。

「クレディオさん。短い間でしたが、私のことを護ってくれてありがとうございました。お友達にはなれなかったけど――それでも私は、あなたと出会えて幸せでした」

「イリス様……」

「どうか、これからもお元気で」

　ペコリと頭を下げたイリスは、踵きびすを返して神殿の中へ消えていく。

　期限を切られた命と知っていながら、常に前を向いていた少女。そんな彼女は、最後まで笑顔を絶やさなかった。







　聖女の務めを終えたら、イリスは逝いく。

　その非情な事実が、先ほどから頭から離れようとしない。

（たまに感じていた違和感は、これが原因だったのか）

　十五歳という若さで、己の死後に宛てた、遺書のような日記を書いていたのも。王都観光に繰り出した時、「長く可愛がってもらいたい」からと、欲しいものを諦めた理由も。

　日蝕こそ、彼女にとっては死の宣告だ。

（あの人は、恐れてはいないのか？）

　明日には、世界を救う代わりに死んでしまうというのに……彼女は怯おびえるどころか、怖がるそぶりも見せなかった。

「俺は、バカだな……」

　ぽつりと呟いたクレディオは、自じ嘲ちようする。

　今になって、〝彼〟の言っていたことが正しいと分かった。

　自分はイリスのことを、知らないうちに気に入っていたのだ。ようやく、「無意識」を「意識」できたが、もう何もかもが手遅れだった。

（こんなことになるのなら、友達にくらいなってやればよかった）

　失うと知った瞬間から、後悔ばかりしている。

　大切だと認識した途端に、大切なものは消えてしまうなんて――。

「本当に、大バカだな」

　行くあてのない苛立ちに、くしゃりと前髪を乱暴に摑む。

　己の無力さを嘆くことしかできない自分が、一番腹立たしくて憎らしかった。
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　王都の中心部に建つ、大時計塔。

　荘そう厳ごんな鐘の音が夜明けを告げ、三日月のように欠けた太陽が東の空に昇る。世界は薄暗く、不穏な雰囲気が漂っていた。

　予言にない日蝕は、今も尚続いている。

　鐘の音と共に起床したイリスは、朝も早くから身支度に追われ、あれよあれよという間に馬車へ押し込まれた。

　向かう先は、儀式の場となる王城である。







（ここが、お城なのね……）

　大神殿の神官に先導され、イリスは王城の中を、奥へ奥へと進んでいた。

　これから、〝陽召の儀式〟が行われる。

　それよりも先に、聖女と王子の婚礼の儀式があるため、イリスが纏まとう衣装も星の光を織り込んだような、光沢のある純白のウェディングドレスだった。

　歩みを進めるたびに、長いドレスの裾すそが海うな原ばらのように波立つ。髪を飾るリボンも、白金のティアラに変わったが――その脇には、花を模した白銀の髪飾りが咲いていた。着替えを手伝ってくれた神官に頼み込み、身に着けることを許してもらったのだ。

（いつも身に着けているって、クレディオさんと約束したもの）

　彼との約束を破りたくはなかったし――本人といられない代わりに、彼のくれた髪飾りと、最さい期ごまで一緒にいたかった。

「聖女様、この先が聖剣の間でございます」

　物思いに耽ふけっている間に、目的地へ到着したらしい。

　足元に落としていた視線を上げると、目の前には巨大な白亜の扉があった。イリスの到着を受け、待機していた二名の騎士が左右から同時に開き始める。

「……えっ」

　ゆっくりと開かれた扉の先。

　厳げん粛しゆくな空気に包まれた聖剣の間には、麗れい々れいしい祭さい壇だんがある。その前には、見慣れた二人の姿があった。

「クレディオさんに、ジェラルド君……？」

　どうして二人が、王城にいるのだろうか？

　クレディオは聖女の護衛騎士だから、この場にいてもおかしくはない。けれど、ジェラルドは違う。彼はただのクラスメイトで、イリスとそれ以外の繋がりはないはずだ。

　よく見ると二人共、着ている服までいつもとは違う。

（二人共、絵本に出てくる王子様みたいだわ）

　立ち襟のシャツに、細部まで優美な刺し繡しゆうが施された上衣。ふわふわのファーが付いた、豪勢なマントまで肩に羽織っている。

　顔こそ全く似ていないが、纏っている衣装のデザインは対ついをなし、まるで双子のようだった。

　クレディオの衣装は、青と銀。

　対するジェラルドは、赤と金が基調とされている。

「おチビちゃん、こっちにおいで」

　戸惑ったイリスが扉の前で動かずにいると、ジェラルドから手招きされた。

　半円形の聖剣の間の内部には、水路が複雑に張り巡らされていた。水は、祭壇の奥――王家の紋章が刻まれた壁の、両端にある乙女像の抱えた水瓶から、滔とう々とうと流れ出している。

　聖剣の間には、クレディオとジェラルド以外に誰もいない。

「どうして二人が、ここにいるんですか？」

　白大理石の通路を進み、イリスも祭壇の前に歩み出る。

　彼女の問いに、二人は異なる反応を見せる。クレディオは気まずそうに視線を落とし、ジェラルドは楽しげに口端を上げた。

「こんな時でも、あんたは察しが悪いんだな。仕方ない。心優しい僕が、謎を解く手助けをしてやるよ。まず、ここがどこで、何をする場所か言ってみな」

「えっと、ここは聖剣の間ですよね？　太陽神様から授さずかった剣があって、次の国王様を選ぶ儀式が行われる……そんな、お部屋だったはず」

　たどたどしく答えると、「正解」と微笑まれる。

「なんだ。基本的なことは、ちゃんと分かってるじゃないか。だったら話は早い。聖剣の間は、次代国王を選ぶ場所。それなら、その部屋に用があるのは誰だ？」

　点と点を、線で結ぶような。

　そんなジェラルドの説明を経て、ようやく真実が浮かび上がった。

「ま、まさか……」

　小さな両手で口元を覆い、イリスは交互に二人を見つめる。












　この部屋で二人を見た時の、第一印象は間違っていなかったようだ。

「二人が、この国の王子様なの？」

　動揺から、微かに声が震えてしまう。

　イリスのか細い問いかけに、ジェラルドは優雅な所しよ作さで一礼する。

「あぁ、そうだ。僕が神聖ランディエル王国の第一王子、オーヴィル・ジェラルド・ブランシャールだ。改めてよろしく、おチビちゃん」

「あ、はい……こちらこそ、よろしくお願いします」

　半なかば放心していたが、イリスは条件反射でペコリと頭を下げた。

　顔を上げると、こちらを見つめる海色と目が合う。どこか辛つらそうに眇すがめられた、クレディオの瞳だ。

「ずっと、身分を隠していてすみませんでした」

「それじゃあ、クレディオさんも……」

「えぇ。俺の本名は、ラードルフ・クレディオ・ブランシャール。神聖ランディエル王国の、第二王子です」

「そう、だったんですか……」

　驚きのあまり、頭の中が真っ白になる。

　二人は兄弟で、王位を争う王子だった。

　だからこそ、顔を合わせるたびに険悪な雰囲気になったのだろう。

「クレディオさんは王子様なのに、どうして私の護衛を？」

　王子といえば、護衛をされる側の人間だ。

　けれどクレディオは、本職の騎士と同じ働きをしていた。

「聖女と結ばれる王子には、とある試練が課せられます。未来の妻となる聖女を、その手で守り抜く――これが、試練の内容です」

「僕がローザリアに入学したのも、その試練を受けるためだ。学生なんて面倒なもん、なりたくはなかったけど、星ほし詠よみの巫女の予言だからな」

「予言？」

　空色の瞳をぱちくりさせるイリスに、「そそ」とジェラルドが頷うなずく。

「星詠みの巫女の予言は、大いなる神の意志だ。その予言に背そむいた場合、世界は永久の闇に呑み込まれ、地上に生きるものすべてが死に絶えるんだと」

「それって、邪神が復活するってことですか？」

「かもな。まぁ、そんな風に脅おどされちゃあ、適当にサボることはできないだろ。僕としても、世界に滅びられたら困るし」

　そう言った彼は、祭壇の上に視線を向ける。

　紅玉のような瞳には、黒曜石の見事な台座に突き立つ一振りの剣が映っていた。あれが、初代国王ランバートが太陽神から授かった、陽光の剣なのだろう。

「おチビちゃんの疑問にも答えたことだし、そろそろ儀式を始めよう。証人は聖女だ。公正に挑もうじゃないか」

「……っ」

　兄の言葉に、クレディオの表情が険しく歪む。

「兄上。聖女の役目を終えると同時に、イリス様は命を失うんですよ？」

「そのことなら、僕は最初から知ってたよ。だからって、おチビちゃんの命を優先させて、儀式を行わなかったらどうなる？　邪神が復活して、せっかく護ったおチビちゃんの命も、世界ごと消えてなくなるんだぞ」

「そう、ですが……」

　言葉を濁す弟に、深紅の双そう眸ぼうが鋭く眇められる。

「王位なんて綺麗なもんじゃない。冷たく血濡られた、無慈悲な称号だ。王の決断は国の運命を左右する。たった一度の過あやまちで、滅亡もありうる話だ」

「世界を救うために、イリス様を犠牲にする。それが、最善の方法だと？」

　強い眼光で睨み返され、ジェラルドは肩を竦すくめる。

「そんな怖い顔するなよ。僕だって、おチビちゃんのことは気に入ってるんだ。できることなら、ずっと手元に置いておきたいと思うくらいには――ね」

「だったら……っ」

「でも、それは一人の人間としての感情だ」

　長ちよう靴かの踵かかとを重く響かせ、ゆったりと祭壇へ上る。

　陽光の剣の前に立ち、ジェラルドは静かに言い放つ。

「国政に私情を持ち込むことはできない。王が第一に考えるべきは、国体のことだ。たとえ、どっちが王になったとしても、選ぶべき道は一つだろうよ」

「……くっ」

　それは、冷酷な正論だった。

　反論の余地がなく、クレディオは悔くやしげに拳を握り締める。

「クレディオさん、ありがとうございます」

　その時。固く握り締められた拳を、小さな両手が優しく包み込んだ。

　無意識に落としていた視線を上げると、イリスが驚くほど穏やかに微笑んでいた。

「私なら、覚悟はできています」

「イリス様……」

　いつだって、自分は弱かった。

　病に蝕むしばまれた身体では、誰かを頼らなければ生きられない。両親や兄は、「家族なんだから気にするな」と言ってくれたが――本当はずっと、恩返しがしたかった。

「ジェラルド君、儀式を始めてください」

　死にぞこないの命でも、救えるものがある。

　支えられるだけじゃない。自分にしか護れない、大切なものがあるのだ。

　たとえ、光を取り戻した世界にいられなくても――大好きな人達が、笑って生き続けられるのなら、死ぬことも怖くなかった。

「あんたの覚悟、確かに受け取った。お望み通り、儀式を始めようじゃないか」

　口元に浮かべていた、不敵な笑みを消して。怖いくらい真剣な面おも差ざしになり、ジェラルドが剣の柄を両手で摑む。

　翼を模した鍔つばが、印象的な剣だ。

「我は、オーヴィル・ジェラルド・ブランシャール。汝なんじを賜たまわりし寵ちよう陽ようの血族なり。我を主あるじと認めるならば、そなたの白はく刃じんを解き放ち、陽光の加護を授さずけたまえ」

　滑らかに祝詞のりとを唱え、グッと力を込めて柄つかが引かれる。

　――だが、刃が台座から抜けることはなかった。

「残念。どうやら僕は、剣のお眼鏡に適かなわなかったようだ」

　剣から手を離し、ジェラルドが祭壇から下りてくる。

　そして彼は、ぽんっと弟の肩を叩く。

「次は、お前の番だ。もう決まったようなもんだが、儀式は最後まで行うぞ」

「……分かりました」

　拳を包むイリスの手を外し、クレディオは渋々と兄の指示に応じた。

（ジェラルド君に、剣が抜けなかったってことは……クレディオさんが、次の王様になるってことよね？）

　重い足取りで階段を上り、壇上に立った青の王子。

　彼と結婚するのかと思うと、言葉にできない奇妙な想いで胸が一杯になった。

「我は、ラードルフ・クレディオ・ブランシャール。汝を賜りし寵陽の血族なり。我を主と認めるのならば、そなたの白刃を解き放ち、陽光の加護を授けたまえ」

　兄と同じ祝詞を、低い声が義務的に唱える。

　そしてクレディオは、両手で握った剣の柄を強く引き――愕然とした表情で固まった。

「これは、どういうことだ？」

「抜けないのか？」

　若じやつ干かん、緊迫感を孕はらんだジェラルドの問いに、クレディオは無言で頷く。

「おかしいだろ。僕達に抜けなけりゃ、他の誰が王位を継承するっていうんだ？　親父に隠し子がいるなんて情報は、どっからも入ってないぞ」

　ジェラルドが真顔で、事態を把握しようと考え込んでいる時。

　イリスが入室してから閉ざされていた白亜の扉が、予期せず開き始めた。僅かに開いた隙間から、身体を捻ねじ込ませるように現れたのは――高位の神官服を纏う、壮年の男性だった。

「両殿下に聖女様、一大事でございます！」

「なんだ、騒々しい。今は神聖な儀式の最中だぞ」

　ジェラルドが厳しく諫いさめるが、神官は息も絶え絶えに訴える。

「此こ度たびの日蝕は、百年に一度の日蝕にあらず。日輪を蝕みしは、月ではなく邪悪な影なり悪あしき存在による天てん変ぺんであると、星詠みの巫女様に託宣が下されました！」

「なにっ？」

「百年に一度の日蝕でなければ、儀式を行っても意味はない。異変を引き起こしている悪の元凶を滅めつさぬ限り、この世を再び陽光が照らすことはないであろう――とのことです！」

　神官がもたらした新事実に、聖剣の間はしんと静まり返った。

　壇上に立ち尽くすクレディオはもちろん。常に飄ひよう々ひようとしているジェラルドも、これには虚を突かれたような表情をしている。

（儀式を行っても、意味がないって……）

　せっかく、この命で救えるものができたと思ったのに。

　聖女ですら、晴らすことのできぬ闇。いったい今、世界に何が起こっているのか――イリスは胸の秘石を押さえ、ただ言い知れぬ不安を感じていた。
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　儀式が中断された後、イリスは神殿へ戻ってきていた。

「私、死なずに済んだのね……」

　着替えは後回しにして、控えの間のテラスから中庭へ出る。

　現在、世界で何が起こっているのかは、正直よく分からない。けれど、儀式が急きゆう遽きよ中止となり、余命が延びたのは事実だ。

（生きていられるのは嬉しいけど、本当にこれでよかったのかしら？）

　自分は死にぞこないであって、死にたがりではない。それでも、今生きていることに、後ろめたさのようなものを感じてしまう。

　真昼だというのに、世界はぼんやりと薄暗い。

　月に似せた悪しき影が、光源を絶っているからだ。

（日蝕を終わらせるのが、聖女の役目なのに……）

　闇に包まれようとしている世界を、指を咥くわえて見ていることしかできない。

　クレディオとジェラルドは、神殿まで一緒にやってきていた。

　彼らは今、星詠みの巫女の元で、此こ度たびの現象についての説明を受けている。一国の王子として、自国の民――ひいては世界を護るため、一刻も早く、光を取り戻す必要があるからだ。

（二人共頑張っているのに、聖女の私は何もできない……）

　ようやく、誰かのために何かできると思ったのに。今回も自分だけ何もできずに、頑張る人達の姿を見守るばかりだ。

　珍しく気分が塞ふさぎ込み、深く嘆息した時だった。

「おやおや。可愛らしい花嫁に、ため息は似合いませんよ」

「……っ！」

　突如、響いた自分以外の声。

　ビクッと肩を震わせたイリスは、咄とつ嗟さに声のした方へ振り向き――大きな空色の瞳を、更に大きく見開いた。

「あ、あなたは……っ」

　どうしてここに？　と、目顔で問う。

　そんなイリスの戸惑いなど無視して、侵入者は彼女へ右手を翳かざす。

「新世界の創造には、あなたの力が必要です。一緒に来てもらいますよ」

　次の瞬間、イリスの周囲で小規模な闇が、竜巻のごとく吹き荒れた。イリスを呑み込んだ闇の渦は、見る間に縮小してゆき、やがては細かい闇の粒りゆう子しとなって弾け消える。

　竜巻が消えた後の中庭からは、イリスどころか、侵入者の姿まで影のように消えていた。
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「警備の者は、いったい何をしていたんだ！」

　闇を操る者にイリスが連れ去られた。

　星詠みの巫女との謁えつ見けん中。突如もたらされた凶きよう報ほうに、クレディオは巫女の祈り場から、なりふり構わず飛び出した。

「八つ当たりはみっともないぞ。襲撃者は人外の業わざを使う。もし、僕らがその場にいたとしても、何もできなかったのは同じだ。違うか？」

　脇目も振らず回廊を駆けるクレディオに、ジェラルドが追いつく。

　兄から冷静に諭さとされ、唇をきつく嚙み締める。そうだ、これは八つ当たりだ。――こうも容易たやすくイリスを奪われ、何もできなかった自分が腹立たしいのだ。

「すみません、兄上。非常時こそ、心を落ち着けなければならないのに……」

「まぁ、今回ばかりはお互い様だ。おチビちゃんを助けるためには、お前の〝秘密兵器〟を頼る必要があるからな。道案内は任せたぞ」

「しかし、相手は闇の使い手です。本当に、兄上まで参られるおつもりですか？」

　自分は側室の第二王子だ。

　正妃の子息である兄は、第一王子として多くの人望を集めている。生まれながらにして頭脳明めい晰せき。武芸にも秀ひいでている彼は、いつしか「赤の若わか獅じ子し」と呼ばれていた。

　獅子王の再来と謳うたわれる、兄のジェラルド。

　その弟であり、常に日ひ蔭かげの存在であるクレディオは、「影の王子」と囁かれていた。

　儀式など経るまでもなく、次代の国王はジェラルド。諸侯はそう考えていたし、クレディオ自身ですら、自分では兄には敵わないと認めていた。

「これでも僕、おチビちゃんのことが気に入ってるんだ。聖女としての務め以外で、あの子がいなくなるのは面白くない」

「兄上……」

「聖女の力を、悪用されても困るしな。僕の退屈しのぎも兼ねて、必ずおチビちゃんを助け出すぞ。囚われの姫君を救うのは、王子の仕事だ」

　おどけたようにそう言った兄は、一見すると笑っているように見えた。

　だが、幼い頃から彼を見てきたクレディオには分かる。兄の炎の色をした瞳が、静かな闘志に燃えていることに。

「両殿下、こちらです！」

　神殿の中央広間へ出た時、表から声をかけられた。

　そこにいたのは、二人とさほど歳の変わらぬ青年だ。長い赤毛を頭の低い位置で結い、翡ひ翠すい色の瞳が印象的な――中性的な顔立ちで、男性にしては小柄な体形をしている。

　最高位の軍服を纏う彼は、国王軍の若き総督だ。

「聖女様の件は、先ほど部下から報告を受けました。軍馬と武具の準備はできているので、すぐにでも追跡が可能です」

「さすがは、ランディエル史上最年少で軍の総督になっただけはある。学校では女装をして、バカみたいにはしゃいでいたが、本来の職務も忘れてなかったか」

「これでも私は、国の軍務を統括していますから。あれしきの演技もできなければ、総督なんてやっていられませんよ」

「素っ気ない奴。これなら愛あい嬌きようある分、ジュリちゃんの方がマシだな」

「それはどうも。まぁ、『あんたに好かれても嬉しくない』と、彼女は言うでしょうがね」

　ジェラルドの嫌味も、赤毛の騎士はさらりと受け流す。

「さぁ、聖女様を救出するのなら早く出立しましょう。どうせ、神宮たちの制止を振り切って、ここまでやってきたのでしょう？　城に報告されたら、厄介なことになりますよ」

「ジュリアーノ。お前は、俺達を止めなくてもいいのか？」

　彼は軍事の最高責任者だ。国王候補である、王子達の護衛も職務の内である。

　けれど、若き総督は大げさに肩を竦めた。

「止めたところで、本気になったあなた達を止められますか？　どうせ、無理やり押し切るつもりでしょう？　それなら、私も一緒に聖女様の救出へ向かいますよ」

　だって――と、彼はニヤリと不敵に笑う。

「イリスちゃんは、あたしのお友達だもの。助けないわけにはいかないわよ」

　愛らしい女子学生の声こわ色いろでそう言い、騎士は用意していた武具をそれぞれの王子へ手渡す。

「それで、イリスちゃんはどこへ連れ去られたんですか？」

「これから確認するところだ」

　建物の外へ出たクレディオは、左手の手袋を外す。

　彼の中指には、蒼い宝石の指輪がはめられていた。この宝石は、イリスの髪飾りの宝石と対で、彼女の行方を知る〝最終兵器〟だ。

「目覚めよ、麗うるわしの青。汝の呼びかけに応えしモノを、その眼差しで示せ」

　魔装具を起動する呪文を唱となえると、指輪が淡く輝きだした。

　その刹せつ那な――蒼い宝石から、細い光の筋がまっすぐと伸びた。

「この方角は……っ！」

　光の筋が指し示す先にあるのは――、

　昨日まで学生生活を送っていた、王立ローザリア学院だった。
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「ん、う……っ」

　深い闇の奥底から、意識が徐々に浮上してゆく。

　身体が宙に浮いているような、中途半端な感覚だ。薄うっすらと目を開けると、遙か下方に床が見えた。

（……こ、こは……？）

　目が覚めて間もないせいか、記憶がいまいちはっきりとしない。

　しぱしぱと瞬まばたきを繰り返し、鮮明な視界を確保したイリスは、ゆっくりと辺りを見回す。

　どうやらここは、大聖堂の中らしい。

　神話の一場面が描かれた、色鮮やかなステンドグラスの数々。足元には祭壇があり、その両脇には、太陽神と月の女神の像が置かれているが――どちらも、胴体から上の部分が破壊され、残骸が床に散らばっていた。

　そして自分は、祭壇の奥にある十字架に磔はりつけにされているようだ。手足や胴体を拘束しているのは、縄や鎖ではない。淡い闇色に凝こごる、瘴しよう気きを具現化した拘束具だ。

「おや、もう目が覚めてしまったのですか？」

　見たこともない拘束具を、しげしげと観察していた時。聞き慣れた声がして、イリスはそちらに視線を向けた。

　本来、大聖堂の身廊には長椅子が並べられている。けれど今、それらの調度はすべて壁際に押しやられていた。

　床には血で描かれたような巨大な魔法陣。外円では、等間隔に五つの黒い炎が燃えている。中央部には、子猫がちょこんと座っており――すぐ側にはリオールが立っていた。

「あと少しで、準備が整うはずだったのですけれど。眠ったままの方が、何も知らずに楽に逝けたでしょうに……」

「準備？　誰かのお誕生会の準備ですか？」

「誕生会……」

　イリスの頓珍漢な発想に、リオールは不気味に笑いだす。

「そうですね。間もなく、永き眠りに就いていた闇の帝王が、この世に再び君臨するのですから。あのお方にとっては二度目の誕生であり――あなたにとっては、命日となる記念すべき日ですよ」

「？　命日って、死んだ日のことですよね？　でも、儀式はさっき中止になったので、私は他に死ぬ予定はありませんよ？」

「あなたに〝死ぬ予定〟がなくても、私には〝殺す予定〟があるのです」

「先生が、私を殺す……？」

　予想外の殺害予告に、驚くよりも先に小首を傾げる。

　以前に読んだ推理小説の主人公は、こう言っていた。人を殺害するという行為には、必ず理由が存在する――と。

「先生はどうして、私を殺そうとするんですか？」

　授業中に質問するように、イリスはあっけらかんと尋ねる。

　奇くしくも、彼女が理由を問うた瞬間、子猫が愛らしい声で鳴いた。

「……ようやく、準備が整ったようですね」

　子猫が一鳴きすると、魔法陣を囲む炎が消える。

　リオールは子猫を丁寧に抱き上げた。そして彼は、肩越しにイリスを振り仰ぎ、恍こう惚こつと微笑む。

「私があなたを殺す理由など、簡単ですよ」

　彼はそっと目を閉ざし、子猫の鼻頭へ口づけを落とす。すると、子猫の身体がぐにゃりと歪ゆがみ――黒い霧状になって、リオールの口から体内へと入って行った。

　ごくりと喉が上下に動き、子猫だったモノが嚥えん下かされる。

「……あぁ、久方振りだ……」

　両手の開閉を繰り返し、低い声で呟く。

　ゆっくりと瞼まぶたを開けたリオールに、イリスは小さく息を呑んだ。

「リオール、先生……？」

　姿形は、物腰穏やかな教師のままなのに。彼の優しかった琥こ珀はく色の瞳は、濁った黄色に変わっていた。

　口端を吊り上げたリオールは、パチンと指を弾く。

　すると、その手に黒い髑どく髏ろが現れた。虚ろな眼がん窩かには、持ち主の両眼と同じように、陰気炎が灯っている。

「貴様が、新たな聖女か」

　リオールの姿をした〝何者か〟は、イリスを見上げて目を眇める。

「いつの世も、その眼差しが気に食わぬ。光の神々に愛された憎き天空の色だ」

「あなたは誰？　リオール先生じゃ、ないですよね？」

「リオール？　あぁ、我われに己おのが身を差し出した、この哀れな男の名か」

　眼鏡を外し、素手で握り潰す。

　その際、破片で皮膚が裂けて血が溢あふれたが――リオールは滴したたる鮮血を、美酒を味わうように舐なめ取る。その異様な光景に、背筋がぞくりと粟あわ立だった。

「皮肉なものだな。聖女が自らの手で、我の思念を宿した猫をこやつに与えるとは」

「あなた、もしかして……あの猫ちゃんなんですか？」

　休校日に、外出した先で拾った黒い子猫。

　リオールに引き取られ、大事に育てられていたはずだが……その猫は目の前で、リオールの体内へ吸収された。

「我が猫に身を窶やつしていたのは、身の内に闇を抱えた人の子を得るため。この男も闇の力に魅了され、我が手中へ堕ちた。中々に居心地の良い肉体であるな」

「……っ！」

　あの朗らかなリオールが、闇に支配された。

　驚きを隠せず、イリスは顔色を失う。

「こうして、人間界に顕けん現げんするのも久方ぶりだ……いつの世も、人の子の卑ひ小しようなことは変わらぬ。しかしその人の子らが生み出す闇こそが、我の糧となるがな」

「人の子の、闇……？」

「妬ねたみや嫉そねみ。怨みや憎しみ。人の子たちが囚われ、支配する汚お泥でいのごとき感情を、我は力としてきたのだ」

　リオールの姿をした謎の存在は、黒髑髏を愛おしげに撫でる。

「ようやく、天上の光を凌りよう駕がする闇の力が集まったと思ったが……今少し力が足りなかったようだ。覆い尽くすことはできなんだが――無ぶ様ざまに欠けさせてやったわ」

　悠然とした足取りで、リオールは祭壇へ上る。

　彼の当てつけるような台詞に、イリスの双眸が大きく瞠みはられた。

「まさか……噓の日蝕を起こしているのは、あなたなの？」

「この業わざが誰の手によるものだと問うか？　――我は闇。闇は我が意。日蝕の闇ですら、我が配下に在ある」

「闇を支配……」

　まるで、邪神みたい。

　ぽつりと落とされた呟きに、リオールは不気味に口端を吊り上げた。

「然しかり。我が名はラーザ。愚かな人の子より、邪神と称えられし闇の帝王」

　自らを邪神と名乗った存在は、禍まが々まがしい黄眼で妖しく微笑む。

　黒髑髏と同じ膿のう汁じゆうを思わせる眼差しに気け圧おされ、一瞬言葉を失ったが……それでもイリスは、懸命に喉の奥から声を絞り出す。

「そんなの噓です。だって、あなたが邪神なら、まだお城の地下に封印されているはずよ」

「いかにも、我の実体はいまだあの忌いま々いましいの封印の下に在る。しかし――いかに女神の加護を受けしといえど、所詮は人の子の業わざ。僅かなほころびをくぐり、我が使い魔を現世に放って闇を集めることなど、造作もない」

　ラーザの眼差しが、イリスの胸元へ向けられる。

「まもなく機は熟す。来きたる百年に一度の日蝕こそが、我が復活の狼煙のろしとなる――さあ、その秘石を、我に」

　彼は一心に、蒼き秘石だけを瞳に映し出していた。

「封印が解けて自由になったら、あなたは何をするの？」

「世界は我が色に染め上げられる。影よりも、新月の夜よりも――更に濃くて深い、闇の色で。そして、すべてが死に絶えた暗黒の世界で、我は絶対唯一の支配者となるのだ」

　一筋の光も射すことのない、無む明みようの世界。

　光は生きとし生けるものにとって、命の源である。その要かなめを失えば、大地に生わる植物は枯れ果て、すべての生き物も死に絶え……世界は死霊の領域となるだろう。

「そんなの、絶対にダメ！」

　暗黒の世界を想像して、イリスは強い語気で叫ぶ。

「真っ暗闇な世界になったら、野菜が育たなくなって、美お味いしいご飯が食べられなくなるわ。薬草だって取れなくなるし、そうしたら、お薬も作れなくなります」

「笑止。この世は醜みにくく穢けがれしもの。人の子は、誰もが善き者の仮面をかぶり、心に闇を宿さずにはおらぬ。この肉体の持ち主も然り」

「リオール先生も……？」

　いつだって彼は、穏やかな笑みを絶やさない人物だった。

　美味しいお茶を淹いれてくれるし、貴重な資料も見せてくれる。病に苦しんでいる人々のために、今だって新薬の研究に励はげんでいる――他者のため努力を惜しまぬ、優しい人だ。

　そんなリオールが、心に闇を隠していたなんて信じられない。

「貴様は、不治の病で死にかけていた折、秘石の力で生き永らえたのであろう？　その話を聞いた時、この男は思ったのだ。貴様ではなく、己の愛した娘が聖女に選ばれておれば、命は助かったやもしれぬ。たとえその結果、娘が手の届かぬ存在になったとしても――と」

「先生が、そんなことを……」

「最初は羨せん望ぼうだった想いも、我が次第に嫉ねたみへと変えてやった。そして、その嫉みが小さな闇になった瞬間、この男のすべてが我が手中へ落ちたのだ」

　血に染まった手で黒髑髏を撫で、ラーザはくつくつと喉の奥で笑う。

「人の子は皆、道化。心の闇を認めることを恐れ、善人を演じて生きておる」

　ならば――と、闇の帝王は血のついた唇を、官能的な仕草で舐め取る。

「この世を、闇色に染めてしまえばよかろう。さすれば、偽りの己を演じずに済む。闇の中で生きてさえいれば、闇を隠さずにいられるのだから」

「……それは、違います」

　十字架に磔にされたまま、イリスは悲痛な表情で訴える。

「人間が、悪いことを考える……それは、当然のことかもしれない。だけど私は、その逆もあると思うんです」

　病弱な身体に生まれたことを、一度も恨んだことがないか？　そう問われたら、答えは「否いな」だ。口にこそ出さなかったが、本当はずっと健康な人を羨んでいた。

　聖女に選ばれた自分にも、心に闇が生じることはあるのだ。ラーザの言う通り、闇を持たぬ人間など存在しないだろう。その点だけは、素直に共感できた。

　けれど、こうも思えるのだ。

「人間は必ず、一度は悪いことを考えます。だけどそれと同じで、どんなに悪い人でも、一度は善いことを考えたことがあるはずです」

　だから――と、イリスは真剣な眼差しでラーザを見据え、毅き然ぜんと宣言する。

「この秘石は、絶対に渡しません。真っ暗になった世界では、誰も生きていけない。そんな寂しい世界を、私は創らせません」

　秘石を失った自分は、その瞬間に命を落とす。

　聖女に選ばれなければ、とっくに失なわれていた命だ。今更、死に対する恐怖はない。むしろ、大好きな人々が生きる世界を、この命で護れることが嬉しかった。

　しかし、秘石をラーザに奪われてしまえば、自分のせいで世界は滅びてしまう。

「私の命は、世界を護るために使います。だから、秘石は諦めてください」

「我を誰だと心得る。否いなやはない。その胸から秘石を抉えぐり取るまでのことよ」

　狂おしく笑うラーザの瞳と、黒髑髏の眼がん窩かに灯る赤が光度を増す。

　次の瞬間、彼の身体が重力を感じさせず、ふわりと宙に浮かび上がった。

「愚かなまでに、清らかな魂を持つ聖女よ。貴様の命は、新たなる世界の礎いしずえとなろう。死霊が蠢うごめく、暗黒の世界の開かい闢びやくだ」

　十字架のイリスと向かい合い。彼女の胸に輝く蒼い秘石へと、ラーザは長い指先を伸ばす。

（このままだと、秘石が……っ！）

　どうにか拘束を解こうと、懸命に手足を動かしてみるが、闇の拘束具はビクともしない。

　ラーザの指先が、もう少しで秘石に届く――と思われた、次の瞬間だった。聖堂の最奥、ひときわ巨大なステンドグラスが割れ、一人の青年が堂内に飛び込んできた。

　色とりどりの硝子ガラス片へんが、雨のように降り注ぐ中。青年はラーザの腰に組みついて、彼を道連れに床へ転がった。

（あの人は、誰？）

　邪神を下敷きに床へ着地した人物は、濃緑の軍服を纏った赤毛の騎士だ。

「お、のれ……っ！　何者か!?」

　背中から床に叩きつけられたラーザは、己の胴体にのしかかる騎士へ向けて、大きく右手を振るう。彼の爪はいつの間にか鋭く尖とがり、刃のように研とぎ澄すまされていた。

　けれど騎士は、素早く立ち上がると後方へ跳ちよう躍やくして、その攻撃を軽々と避ける。

　邪神と距離を取った彼は、軍服の懐ふところを漁あさり――取り出した丸い物体を、固く閉ざされた大聖堂の入り口へ向けて放り投げた。

　丸い物体が扉にぶつかると、カッと視界が白く染まる。

　あまりの眩しさに、イリスは咄とつ嗟さに目を瞑つむった。その刹せつ那な、激しい爆音が堂内に轟き、無意識に身体がビクッと震える。

（な、何が起こったの？）

　おっかなびっくり目を開けると、正面にある扉が見事に吹き飛んでいた。

　そして、障害の失せた入り口からは、新たに二人の人物が駆け込んでくる。

「イリス様、ご無事ですか!?」

「この僕が助けにきてやったんだ。無事じゃなかったら、タダじゃ済まさないよ？」

「クレディオさんに、ジェラルド君！」

　二人共、急いで助けに来てくれたのだろう。髪を乱して、額には汗を滲ませている。纏っている衣装も、儀式の時と同じ物だったが、邪魔なマントは取り外されていた。

　抜き身の剣を手にした二人の王子に、イリスの胸がじんっと熱くなる。

「二人共、助けにきてくれたんですね」

　思わずそう呟くと、二人同時に「当然だ」と返された。

「イリス様を護るのが、俺の務めですから。何があったとしても、護ってみせると約束したのをお忘れか！」

「囚とらわれのお姫様を助けるのが、王子の役目だしな。それに、あんたにいなくなられると、退屈な毎日に逆戻りするだろ。そんなの、まっぴらごめんだ」

　正反対な態度を取る、クレディオとジェラルド。

　だが、イリスを救うという目的だけは、どちらも一緒だった。

「あと少しで、秘石が手に入るところだったが……なるほど、貴様ら王家の者か」

　ゆらりと立ち上がったラーザは、ギリッと奥歯を嚙み締める。

　彼が黒髑髏を掲かかげると、床に描かれた魔法陣の外円が血色に輝く。魔法陣の内部は、瞬く間に闇の沼と化し、硫黄の臭いがたちこめ――やがて沼の中から、数あま多たの影がずるずると這はい出してきた。

　人の形をした闇は、目だけが仄暗い黄色に輝いている。

　武器は何も持っていないが、彼らからは、強烈な死臭が放たれていた。一歩踏み出すごとに、石の床は彼らの足下で微かに溶けてゆく。……否、溶けているのではない。焼け爛ただれるように、腐ふ食しよくしているのだ。

　これが神話で語られている、邪神が従えていた死霊の軍勢か。

「さぁ、忠実なるしもべ達よ！　聖女と共に、我を封じた王家の血脈に連なる者どもへ、我が怒りを知らしめよ。生きたまま貧り食らい、しかるのち、汝なんじらの列に加えるがよい」

　ラーザの高らかな指示に、死霊達は声にならない咆ほう哮こうを上げた。

「どういうことだ？　なぜ、彼が闇の力を？」

「勘弁してくれよ。薬草学の先生、まるで別人じゃないか」

「気をつけて！　その人は、リオール先生の身体を乗っ取った邪神です！　私から秘石を奪って、無理やり復活するつもりです！」

　リオールの変貌ぶりに動揺する王子達へ、イリスが必死に叫ぶ。

「邪神か……太陽を隠したのも、こいつの仕し業わざか」

　邪魔なジャケットを脱ぎ捨て、ジェラルドは剣を肩に担かつぐ。

「なぁ、ラードルフ。死霊にも普通の武器が通用すると思うか？」

　彼の隣で、襟元のタイを解いたクレディオは、隙のない動きで刃を構える。

「たとえ通用しなくても、強引に押し切ればよいまでのこと。死霊や邪神の調ちよう伏ぶく法ほうなど、イリス様を救い出してから、いくらでも考える時間があります」

「奇遇だな。僕も最初から、強行突破しか頭になかったぜ」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで笑ったジェラルドは、最初に跳びかかってきた死霊を、身体を横にずらして避ける。そして彼は、肩越しに仲間の騎士に指示を飛ばす。

「ジュリアーノ。お前は、この化け物を外に出さないようにしていろ。邪神の動きに注意して、奴がおチビちゃんに何かしようとしたら、お得意の飛び道具でどうにかしろよ」

「誰に言ってるんですか？　あなたに言われなくても、可愛い聖女様のことなら、優秀な私が護ってみせますよ」

　自信満々にそう言うと、騎士はジャケットのボタンをすべて外す。驚くべきことに、彼の纏う上着の裏地には、針や小刀などの暗あん器きがびっしりと仕込まれていた。

「この期ごに及んで尚も、聖女を奪い返せるつもりでおるのか」

　魔法陣からは、死霊が蠢うごめきながら這い出し続けている。その数、二十体は下らないだろう。対して、応戦するのはたった三人の人間だ。

「超越者に抗あらがう術すべなどありはしない。ひれ伏して許しを乞えばよいものを……愚かなり、人の子よ」

「勝ち目がないことが、逃げる理由にはならない！」

　声こわ高だかに嘲あざけるラーザに、クレディオが間かん髪はつ容いれずに吼える。

「俺が戦うのは、勝ち負けのためじゃないんだ。勝ち目なんかなくても、イリス様を救うためなら、どんな敵とでも戦える！」

　伸ばされる死霊の腕を斬り落とし、胴体を乱暴に蹴り飛ばす。左右から同時に仕掛けられた攻撃も、床に身を伏せてかわし、死霊の足を容赦なく叩き斬った。

　珍しく熱くなっている弟に、ジェラルドは「ヒュ～」っと口笛を吹く。

「今日は怖いくらい、兄弟で意見が合うじゃないか。まともな人間なら、こんな大量の化け物を相手に戦いを挑むなんて、無謀な真似はしないだろうさ。――だが、僕らは違う」

　死霊を斬り捨てるジェラルドの赤眼が、鋭く眇められる。

「おチビちゃんは、僕のお気に入りなんだ。突飛なことばかりして、退屈を忘れさせてくれる。そんな、貴重な人材を手放すくらいなら、甘んじて馬鹿呼ばわりされてやるよ」

「なれば、疾とく死霊の仲間となるがよい」

　冷めた口調でそう言い、ラーザは血ち塗まみれの手で黒髑髏を撫でた。

　長い指先が滑なめらかに這うと、髑髏の眼窩に灯る光が明度を増す。髑髏の眼光が強まると、堂内を満たす闇の力が強くなったようで、死霊の動きがより活発になった。

「みんな……っ」

　天井近くにある十字架からは、すべてを見渡すことができた。

　クレディオも、ジェラルドも――名前も知らない騎士だって。囚われのイリスを救うため、果敢にも死霊の軍勢と戦っていた。












（私のせいで、みんなが……っ！）

　死霊と接触しただけで、服は風化したようにぼろぼろに崩れ、皮膚は音を立てて焼け爛ただれる。

　実力はこちらが上だろうが、いかんせん数が多い。

　一対一ならば敵ではない相手でも、数を頼みに攻め込まれては、身動きが取れなくなり――徐々に三人は、劣れつ勢せいに追い込まれていった。

「……っ。なんだ、これは……」

　最初に異変が表れたのは、ジェラルドだった。

　彼の動作が、明らかに鈍にぶり始める。表情までも辛そうに歪み、それまでの覇は気きが失われてゆくのが、ありありと見て取れた。

「……力が、抜けていくだと……っ」

　クレディオも、太刀筋から勢いがなくなり――その変化に、本人達が一番驚いていた。

「どうだ、人の子よ。我がしもべもまた闇そのもの。触れられたならば、貴様らの心に巣くう闇が蠢うごめきだす。さぁ、身も心も完全なる闇に支配され、我が軍門へと下るがよい」

「やめてっ！　お願い。これ以上、みんなを傷つけないで！」

　懸命に応戦するも、次第に仲間達は傷を負っていった。

　手足や胴体からは血が滲み、立派な衣装など見る影もない。

　見ているだけでも、胸がズキズキと痛むのだ。本人達が感じている痛みは、想像を超えるだろう。

「あなたが欲しいのは、秘石なんでしょう？」

　大好きな人達が、自分のために血を流す。そんな惨むごい光景を、これ以上黙って見ていられなかった。

　心優しいイリスの問いに、ラーザは口元で薄く笑む。

「この秘石をあげます。だから、みんなを殺さないでください！」

　仲間を苦痛から救うためなら、この命など惜しくはない。むしろ、自分の命で彼らを救えるのであれば、安いものだとすら思った。

　けれど、そう思ったのはイリスだけだった。

「ふざけるな！」

　死霊のざわめきにも掻き消されず、堂内に大声が響き渡る。

　見れば、頰を流れる血もそのままに、クレディオが悲痛な顔で叫んでいた。

「どうしてあなたは、自分の命を蔑ないがしろにするんだ！　あなたの命は、簡単に投げ出せるほど軽くはない。少なくとも、俺達が命を懸けて護りたいと思えるくらいには重い、絶対唯一の価値がある！」

「ラードルフの言う通りだぜ、おチビちゃん」

　弟の言葉に同調したのは、脇わき腹ばらに深い傷を負ったジェラルドだ。

「僕は正義の王子様じゃない。あんたが取るに足らない娘なら、躊ちゆう躇ちよもせずに見捨てたかもしれない。それでも僕は、今こうして勝算もないのに戦っている。到底、正気の沙さ汰たとは思えないよな」

　それでも――と、彼は血が溢れるのも構わずに、剣で死霊を薙なぎ倒す。

「僕らは、あんたの命を諦めたくない。あんたが、僕らの命を大切に想うのと同じだ」

「……っ！」

　二人の心からの想いに、イリスの胸が熱くなる。

（私の命には、価値がある……）

　生まれたその瞬間から、すぐに消えると言われた命だ。

　多くの人に価値すら見出されず、諦め続けてきた自分の命が――初めて、家族以外の誰かから、その重みを認められた。

「何が起きているのだ？　闇の瘴気に冒されて尚も、抗えるとは!?」

　ラーザが愕然とした表情で、「信じられぬ」と叫ぶ。

　つい先ほどまで、気力を失いかけていた二人の王子だが、今や彼らの瞳には強い光が戻っていた。群がる死霊をも、当初の勢いで倒してゆく。

「あなたは、このまま死んでしまってもいいのですか!?　今、生きることを諦めれば、俺とは一生友達にはなれないんですよ？」

「ちゃんと文字を書けるようになって、僕の代筆をする約束じゃなかったか？　それなのに、あんたがいなくなったら、安心して昼寝もできなくなるだろ。あんたみたいなお人好しは、他にいないんだからな」

「イリス様、共に生きましょう。あなたが望むのであれば、俺達は決して死にません。だからあなたも、最後まで命を投げ出さないでください！」

　王子二人の決死の叫びに、イリスの胸の高鳴りが激しくなる。

（……私も、まだ生きていたい……）

　死ぬことは、今でも怖くはない。

　けれど、「死」が自分を大切に想ってくれる人達との、永遠の別れとなるのなら――もっと長く、生きていたかった。

「ごめんなさい、邪神さん」

　ぽつりと呟いたイリスの胸で、秘石が淡い蒼に輝きだす。

　聖なる波動に満ちた、すべてを浄化する空の色だ。

「やっぱり秘石は、渡すことはできません。クレディオさんとジェラルド君は、生きろと言ってくれました。それなのに私が死んでしまったら、きっと二人は悲しむから」

　だから――と、イリスは秘石の輝きと同じ、澄んだ空色の瞳で微笑む。

「私は二人が助けてくれるのを、信じることにしました」

「なんだと……っ!?」

「二人が私の命を諦めるまで――私も、生きることは諦めません」

　いつだって、心のどこかで思っていた。自分の命は羽根のように軽く、吐息でも吹き消すことができるような、ほんの小さな灯ともしびなのだと。

　けれど、二人の王子はこの命に、重い価値を与えてくれた。

（二人が大切にしてくれる命を、無駄にはしたくない！）

　強い決意が胸中で弾ける。

　同時に、イリスの胸に宿る秘石から、青空のような閃せん光こうが堂内に逬ほとばしった。

「こ、この光は……っ!?」

　蒼い輝きに包まれ、ラーザは怯ひるんだ声を上げる。

　秘石の光に触れた死霊達は、声にならない奇声を発し、跡あと形かたもなく消えてゆく。床に描かれた赤い魔法陣も、内部の闇ごと浄化されて溶け消えた。

（今のは……秘石が、私の想いに応えてくれたの……？）

　前に、薬草学の教室を半壊させた時と同じだ。宿主の願いに添うように、秘石は三度目の奇跡を起こしてくれた。

　光が消えた堂内には、怖いくらいの静寂が落ちる。

　死霊がひしめいていたことなど、まるで悪い夢にすら思えるほどだ。

「女神の力で、我が忠実なしもべ達だけでなく、術式まで消し去るとは……っ！」

　ギリッと歯嚙みしたラーザは、呪じゆ詛そに塗まみれた視線でイリスを睨む。

「しもべなど在おらずとも、徒ただ人ひとに我を止めることは叶わぬ！」

「さぁ、それはどうだろうな？」

　身体を浮かび上がらせようとしたラーザを、幾いく多たのナイフが襲う。投げたのは、入り口を固めていた赤毛の騎士だ。

「人の子の分際で、我に敵かなうとでも思っておるのか？」

　邪神の片腕が大きく振られ、闇の波動が生じる。

　投とう擲てきされたナイフはすべて弾き飛ばされ、床や壁に転がった。赤毛の騎士は舌打ちをして、間髪容れずに再度ナイフを投げるが、同じ結果を辿たどる。

「さぁ、聖女よ。貴様の持つ女神の秘石を、我に」

「……っ」

　ふわりと飛ひ翔しようしたラーザが、目の前に現れる。

　黄き朽くち葉ば色の瞳を邪悪に輝かせてはいるが、空中に浮遊する彼は、今もリオールの姿をしていた。大好きだった教師の手によって、命を絶たれるのも悲しいが――彼の肉体を利用して、世界を滅亡させることの方が、なによりも許せなかった。

「リオール先生、目を覚まして！　先生は誰かの幸せを願う、温かい心を持っていたわ。闇の力なんかに負けないでくださいっ！」

　イリスは必死で、リオールの意識を呼び戻そうと叫ぶ。

「無駄なことを。もはやこの男に、貴様の声など届かぬ」

「そんなことない！　先生はいつだって、私達の言葉に耳を傾かたむけてくれたもの」

　どんなに些さ細さいなことでも、親身になって相談に乗ってくれる。

　ラミアス・リオールは、教え子の言葉を無視するような教師ではない。

「先生、本当にこのままでいいんですか？　世界を滅ぼすなんて、先生のやりたいことじゃないはずです」

　鮮血の滴したたる手が、胸元の秘石に迫る。

　この手は、悪事に染めていい手ではない。病気に苦しむ人達のために薬を作り、命を繋つなぐ優しい手だ。

（やっぱり、私の声は先生に届かないの……っ？）

　あと少しで、指先が秘石に触れる。

　――その時だった。

「おいおい、二人だけで盛り上がるなよ。どうせなら、僕らも交まぜてくれよ――なっ！」

　傷口が開くのもかまわず、ジェラルドが床を強く踏みしめて重い剣を投げる。

　空くうを切って飛んだ刃やいばは、邪神が片手に持っていた黒髑髏を打ち砕き、イリスの顔すれすれの壁に突き刺さった。

「我の闇が……っ！」

　黒髑髏が破壊されると、その内に溜ため込まれていた闇の力が、濃い紫むらさきの霧きりとなって解放された。途端、数多の人々が泣き叫ぶような声が、聖堂の中へ響き渡る。

　胸を締めつけるこの悲鳴は、心闇に囚われた人間達の嘆きかもしれない。

「ラードルフ、行けっ！」

　鋭く叫んだジェラルドは、脇腹の傷を押さえてその場に膝ひざをつく。

　険しい顔で激痛を堪こらえる兄の横を、クレディオが風のように駆け抜ける。祭壇に足をかけた彼は、力強く跳躍して剣を振るう。

「人の痛みにつけ込む下げ郎ろうめ、イリス様から離れろ！」

「う、ぐ……っ!?」

　袈け裟さ懸がけに斬りつけられた邪神は、背中から床に落ちた。

　力の根源である黒髑髏を失い、ラーザの纏まとう闇の気配が薄らいでゆく。流血の止まらない肩口を押さえ、低く呻うめきながら立ち上がるも、もはや足元が覚おぼ束つかない。

「今だ、トドメを刺せ！」

　着地して剣を構え直す弟に、ジェラルドが叫ぶ。

　クレディオも大きく踏み込んで、邪神の腹部を貫こうとしたが――あと一歩のところで、切っ先がぴたりと止まった。

「……くっ……」

　闇の力が弱まったせいで、邪神の放つ異様な雰囲気までが消えかけていた。

　先刻までは、イリスを護ることで頭がいっぱいだった。けれど、眼前に立つ傷ついたリオールを見た瞬間、クレディオの胸中に躊躇ためらいが生じてしまう。

「甘さを捨てろ、ラードルフ！　そいつはもう、ラミアス・リオールじゃない。魂まで闇に染まった邪神なんだ」

「けれど、俺は……っ」

　イリスと共に、クレディオも見てきた。リオールという教師がどのような人柄で、どれだけ、生徒や周囲の人間に慈愛の心を注いでいたのか――。

　香草茶を淹いれながら、柔らかく微笑んでいた彼の姿が脳裏をよぎる。

　そのせいで、どうしても最後の一歩が詰められなかった。

「……まだ私を、ラミアス・リオールとして見てくれるのですね……」

　その刹せつ那な――誰もが、息を呑んだ。

　静かな口調で呟いた邪神の目が、正気の光を宿していた。

　次の瞬間、邪神はふらりと前のめりに倒れ込んだ。足元がふらついたのではない。目前に迫るクレディオの刃へと、自ら飛び込んだのだ。

「リオール先生っ!?」

　研ぎ澄まされた刃が、深々と腹部を貫つらぬく。邪神――リオールは、クレディオの肩口へ凭もたれかかる。穏やかに細められた瞳は、温かな琥こ珀はく色に戻っていた。

　血がひと筋流れ出した口元で、リオールは以前のように優しく微笑む。

「……これが、私の選んだ道です……」

　最後の力で、ありがとう、とだけ呟き。

　彼は刃に貫かれたまま床に崩れ落ちる。

　それと同時に、イリスの自由を奪っていた闇の拘束具もパリンと砕け散った。

「きゃ……っ！」

「イリス様！」

　重力に従って落下する身体。

　ドレスの裾すそを、花か弁べんのようにひらめかせて。十字架から落ちてきたイリスを、クレディオが間一髪のところで受け止めた。

「大丈夫ですか？　お怪我は……」

「今は私のことよりも、リオール先生が……っ！」

　クレディオの腕を引き剝がすと、強引に床へ下り立ち、ふらふらとした足取りで歩く。

　リオールの傍らに座り込み、イリスは震える手を彼の口元に翳かざす。かろうじて呼吸はしているが、いつ止まってもおかしくはない弱々しいものだ。顔色も紙のように白く、固く目を閉ざして、指先一つすら動く気配がない。

「なんで、こんなことに……」

　背中まで達した腹部の傷。刺さったままの剣が蓋の役目をしているため、出血量はそれほどでもないが、剣を引き抜いた瞬間に、夥おびただしい血が溢れ出すだろう。

（こんな状態じゃ、手当てすることもできない）

　絶望に打ちひしがれるイリスの耳に、「ピシッ」という音が聞こえてきた。

　見れば、リオールの頰ほおに小さな亀裂が走っている。肌も灰色へと変色してゆき、亀裂の範囲も徐々に広がってゆく。

「……!!　何、これ……いったい、何が起こっているの？」

「『邪神に身体を支配された者は、彼かの者の呪縛から解き放たれし時、灰かい塵じんと化す』――闇の力に縋すがった報むくいだと、ヴェレーデの経典には記されていたな」

　イリスの独り言のような問いに、ジェラルドが静かな声で答える。

「どのみち、その傷じゃ助からないだろ。――先生自身が選んだ結末だ。僕らは、その覚悟を受け止めるしかない」

「そんな……っ」

　自分や仲間達も、危険な目に遭った。

　しかし、これでは一番の被害者はリオールじゃないか。邪神に利用された彼だけが、何一つ救われない。すべての罪を背負って死ぬことになる。

「こんなの、悲しすぎる……っ」

　イリスの空色の瞳から、大粒の涙が零こぼれ落ちた。

　胸の秘石を押さえ、彼女は強く祈る。

（私は邪神から世界を救うために、聖女として生かされたわ。秘石さん。あなたが邪神から世界を救う力なら、リオール先生を助けてください！　リオール先生だって、〝世界の一部〟でしょう？　だから、お願い……っ！）

　ポタリ、ポタリ――と。

　空から降る慈じ雨うのごとく、イリスの涙がリオールの傷口を濡ぬらす。次の瞬間、彼女の祈りに応えるように、秘石が淡い蒼あおに輝きだした。

　その光に呼応するよう、零れ落ちた涙も聖なる蒼色に光る。

　光り輝く涙は、傷口にじんわりと浸透してゆく。

　すると――深々と突き立っていた白はく刃じんは、突如眩まばゆい光となって弾けた。

「!!　……何が、起きたの？」

　思わず閉じた目を開けると、秘石の輝きは消えていた。

　突然の出来事に惚ほうけかけたイリスは、ハッと我に返る。慌てて剣が刺さっていた部分を確認すると、傷が跡形もなく消えていた。それだけではない。クレディオから受けた刀傷まで、最初から存在しなかったように消え去っている。

　灰となり朽くちかけていた肌も、元に戻っていた。

「……これも、秘石の力なのか？」

　目の前で起きた奇跡に、クレディオが呆然と呟く。傍らのジェラルドも、珍しく年相応の顔で驚いていたが、すぐに彼は表情を引き締めた。

「ジュリアーノ、何人か口が固い奴を連れてこい」

「了解しました」

　赤の王子から指示を受け、赤毛の騎士は速やかに大聖堂を後にする。

　彼の後ろ姿を見送ったジェラルドは、弟へ視線を移す。

「おい、ラードルフ。お前はまだ動けるよな？」

「動けますけど……」

「だったら、おチビちゃんを寮の部屋に運んでやれ。二度も秘石の力を使ったんだ。かなり消耗しているはずだから、早く休ませてやるといい」

「兄上は、どうなさるのですか？」

「事後処理が済むまで、僕はここを動くことはできない。助かるかどうかはわからないが、先生のことも善処するさ」

　床に座り込んでいるジェラルドは、「さっさと行け」と手を振る。

　クレディオは顎あごを引いて頷くと、軽々とイリスを抱き上げた。

「イリス様、寮で休みましょう」

「イヤです。私もジェラルド君と一緒に、リオール先生の側に――……っ」

　身をよじって抵抗しようとするが、クラリと激しい眩め暈まいに襲われる。

　緊張感が途切れたせいだろうか。蓄積された疲労が、一気に押し寄せてきた。

「リオール先生のことなら、兄上にお任せすれば大丈夫です。今は、自分の心配をする時だ」

「で、でも。ジェラルド君の怪我も、心配で……」

「頼むからっ！」

　悲鳴を上げる身体を押して、尚も食い下がろうとしたイリスは、クレディオの大声にビクリと肩を震わせる。

　おずおずと見上げた表情は、胸が切なくなるほど辛そうだった。

「こんな青白い顔色で、他人の心配をしないでください。あなたはもっと、自分の身体を大切にするべきだ。俺がさっきからどれだけ心配しているか、分かっているんですか？」

「……っ！」

　率直で悲痛な訴えに、一瞬、心臓が止まったかと思った。

　クレディオは本気で、身を案じてくれている。ようやく、そのことを悟ったイリスは身体から力を抜き、「ごめんなさい」と謝った。

「兄上、後のことはよろしくお願いします」

　感情を抑おさえた声でそれだけ言い、クレディオは歩き出す。

　大聖堂から一歩外に出ると、空から降り注ぐ光に目が眩くらんだ。

　薄く開いた片目で天を仰げば、何一つ欠けることのない太陽が、燦さん然ぜんと世界を照らしていた。

（日蝕が、終わったのね……）

　邪神が消えたことにより、太陽を蝕んでいた闇も消失したようだ。

　世界は光を取り戻し、闇の脅威はひとまず去った。

　けれど、終わったのはあくまで〝偽いつわり〟の日蝕だ。

（日蝕が起こると、邪神が復活するかもしれない。そのことは、クレディオさんから聞いて知っていたけど――こんなに恐ろしいことだったなんて、全然知らなかった）

　世界の滅亡だけを願う、暗黒の帝王。

　人間の心を道具のようにもてあそび、踏みにじる、非情な存在だ。

（本当の日蝕が起きた時、今度こそ私は、この命を懸けて世界を救ってみせる）

　リオールのような犠牲者を、これ以上出さないためにも。

　歴代の聖女がそうしたように、自分も、立派に神命を果たさなければならない。

　けれど、何故だろう？

　聖女の役目を終えた後、自分は二度と太陽の光を浴びることなく命を落とす。今でも、死に対する恐怖はないが、何か胸に引っかかるものがあった。

（私がいなくなった後、クレディオさんはどんな顔をするのかしら？）

　イリス以上に、彼女の身を案じる優しい騎士の王子様。

　――光が戻った世界では、自分の代わりに彼だけでも笑っていてほしい。

　清々しく晴れ渡った空の下。クレディオの精せい悍かんな横顔を見つめながら、イリスはそんなことを切に祈った。
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　偽にせの日蝕が終わり、十日が経過しようとしていた。

　家に呼び戻されていた生徒達も、続々と学院に戻ってきている。街の治安も安定したらしく、人々も笑顔を見せるようになった。学院内では、「イリス・レルミットは、初代セフィーリアにも勝まさる聖女だ」という、誇こ張ちようされた噂うわさが囁ささやかれている。

　その当人といえば――、

　今日も変わらぬ笑顔で、日常を過ごしていた。







「クレディオさん、早くご飯にしましょう。今日は一緒にお出かけするんですから」

「はいはい。分かりましたから、そんなに強く腕を引っ張らないでください」

　半なかば引きずられる形のクレディオは、おざなりに注意する。

　だが、予想通りというべきか――彼の腕を引く、イリスの力が弱まることはなかった。

「後で温室の鍵かぎを借りて、リランの花を分けてもらわないと。白い花弁の、目薬になる可愛いお花で、リオール先生も大好きだったんですよ」

「イリス様……」

「先生の枕元には、好きなお花を飾ってあげたいから。温室の管理を代行している先生に、お願いしてみます」

　そう言って微笑んだ弾みに、腹の虫が愛らしく空腹を訴えた。

「ううっ、お腹が空きました。今朝は何を食べようかしら？　お肉にお魚、カボチャのスープに、焼きたてのパンでしょ。ブルーベリーのタルトや、シフォンケーキも食べたいわ」

「うわぁー。朝っぱらから、よくそんなに食えるな」

　朝食に想いを馳はせていたイリスは、よく通る爽さわやかな声で現実に戻る。

「やぁ、おチビちゃん。しばらく会えなかったけど、元気そうでなによりだ」

「ジェラルド君！」

　廊下の少し先には、久方振りに会う友人の姿があった。

　途端、イリスの表情が華やぐ。

「この前は、いろいろとありがとうございました。もう怪我は大丈夫なんですか？」

「普通の奴なら、ひと月はまともに動けないだろうが、僕は鍛きたえ方が違うからな。これしきのことでどうにかなるほど、柔やわじゃない」

「それじゃあ、また一緒に授業が受けられるんですね。嬉しいっ！」

　にこにこと微笑むイリスに、赤の王子はニヤリと口こう端たんを吊り上げる。

　そして彼は、ちょいちょいとイリスを手招きした。

「こっちにおいで」

「はい、なんでしょう？」

「僕としたことが、未来の花嫁に朝の挨あい拶さつを忘れていた。おはよう、おチビちゃん」

　驚きよう愕がくに目を見開く弟をよそに。流れるような手つきで掬すくい取ったイリスの髪に、ジェラルドは軽く口づけを落とす。

　これにイリスは、平然と「おはようございます」と返した。

「あ、兄上！　冗談はおやめてください！」

　我に返ったクレディオは、すぐさま抗議の声を上げる。

　さり気なく二人の間に割り込んだ彼は、兄とイリスを引き離した。

「冗談って、何のことだ？　僕は王位なんて興味はないが、おチビちゃんのことは気に入ってるって、何度も言ってるだろ。こいつを側に置けるなら、王座に即つくのも悪くはない」

「……本気で、言っているのですか？」

「だとしたらどうする？」

　よりシニカルに笑い、ジェラルドは背を屈かがめた。

　紅玉のような瞳が、空色の双そう眸ぼうを覗き込む。ジェラルドからじっと見つめられ、イリスもじっと彼の顔を見返す。

「なぁ、おチビちゃん。もし、本当の日蝕が起きたとしたら、僕とラードルフのどっちと結婚したい？」

「えっ？」

「あぁ、悪い。口に出して答えるのは恥ずかしいよな？　だったら、結婚したいと思う方の手を取れよ」

　お前も手を出せ。

　そう兄から言われるが、クレディオは抵抗感があるらしく、なかなか手を出さなかった。しかし、凍こごえる微笑で「早くしろ」と急かされ、彼は渋々とだが言いつけに従った。

　堅かた物ぶつの騎士も、腹黒な兄には敵かなわないようだ。

「ほら、おチビちゃん。遠慮なんかするなよ。あんたが好きだと思う方の手を、握ってくれたらいいんだ。王国歴の年表を覚えるより簡単なことだろ？」

「私の好きな方……」

　目の前に差し出された両手を、イリスは真剣に見比べた。

「私が好きなのは……」

　小さな手が、大きな手をギュッと摑む。

　その相手は――……赤と青の王子、両方だった。

「私は、クレディオさんもジェラルド君も大好きです！」

「どっちもって、おチビちゃんは欲張りだなぁ」

「だって、どちから一人なんて選べません」

　それに――と続け、イリスは屈くつ託たくなく笑う。

「私の結婚相手は、王位継承の儀式によって決まります。たとえ結婚したとしても、私はすぐに死んでしまいますから」

「イリス様……」

　予想外のイリスの答えに、クレディオは息を呑む。彼女の切り返しには、さしものジェラルドも、神妙な面おも持もちで黙り込むほどだった。

　けれどイリスは、晴れ渡る空のような瞳で微笑み続けている。

「本当の日蝕が起きたら、私は今回のように生き残ることはできないわ。大好きなみんなを残して、先に天国へ行かないといけません」

　そこで彼女は、両手で繋いでいた王子二人の手を重ね合わせた。

「私はクレディオさんとジェラルド君のために、命を懸けてこの世界を護ります。だから二人は、私がいなくなった後もこの世界で、最さい期ごまで仲良く生き続けてください」

　故郷の家族。せっかく巡り合えた、学校の友達。そして……己の身を顧かえりみずに、自分を護ってくれる二人の王子。

　彼らよりも先に、この世を去らなければいけない運命は変えられない。

　次に日蝕が起きたら、今度こそ聖女として祈りを捧げ――この命は、胸に宿った秘石と共に役目を終える。

　日蝕の脅威が去った後の世界で、自分は生きることはできないけれど。命に代えて護った場所で、大好きな人達が仲良く暮らしていたら、イリスはそれだけで満足だった。

「あーっ！　イリスちゃん、こんなところにいたんだぁ」

　王子二人が、いたたまれない思いをしていた時。

　底抜けに明るい声と共に、ジュリが勢いよくイリスに飛びついた。彼女の少し後ろでは、ルキノが困ったように笑っている。

「食堂で待っていたんだけど、あんまりイリスさんが遅かったから迎えにきたんだ。何か、トラブルでもあった？」

「ううん、なんにもないわ。心配してくれてありがとうございます」

「そう。それならいいけど、困ったことがあったら相談して。僕でよければ、いつでも力になるから」

　ルキノが控えめに申し出ると、ジュリも「私もっ！」と声を上げた。

「イリスちゃんのためなら、私だってなんでもしちゃうんだから。これでも腕っぷしは強いから、ドーンと頼ってよね？」

「ルキノ君もジュリちゃんも、ありがとうございます。二人も何かあったら、遠慮なく私を頼ってください。……って、あらっ？」

　――ふと。

　イリスは妙な既き視し感かんを抱き、ジュリの顔をまじまじと覗き込んだ。

「なぁに、イリスちゃん。あたしの顔なんかジッと見て、どうかした？　まさか、ニキビでもできてる!?」

「そうじゃないんです。つい最近、ジュリちゃんに似た人を見たような気がして……」

「えっ!?」

　翡翠の瞳に、整った顔立ち。

　結っている位置は違ったが、長い赤毛もそっくりだ。

「ねぇ、ジュリちゃん。お兄様とか、お城の騎士様にいたりしませんか？」

　邪神に囚とらわれた時、王子達と共に助けに来てくれた、凜り々りしい青年騎士を思い出す。彼は事後処理を引き受けてくれたので、強く印象に残っていた。

　誰かに似ていると思えば――ジュリと、似ていたのだ。

「ジュリさんって、お兄さんがいたの？」

　何気ないルキノの問いに、ジュリの頰が引き攣つる。

「ま、まぁ……兄みたいな、ものかしらね……」

「そうなんだ。国王軍に所属しているなんて凄いなぁ。前に噂で聞いたんだけど、今の国王軍を統括している総そう督とくは、僕らとそんなに歳が変わらないんだって。平民の出で、才能と実績で出世したんだから憧れちゃうよ」

「総督閣下は、すごい人なのね。いつか会えるかしら」

　イリスとルキノが、顔も知らぬ総督を敬けい慕ぼしている傍かたわらで、ジュリの笑顔が更に硬化してゆく。

　そんな彼女の様子を、王子二人は含み笑い交じりに眺めている。

　次の瞬間――ジュリの瞳がギラリと輝き、彼らの手元にロックオンされた。

「あーっ、三人だけ手を繋いでる！」

　大げさに叫んだ彼女は、「ずるい～っ！」と膨ふくれっ面になる。

「なんで、ストルヴィアのお坊ちゃまと、騎士さんがイリスちゃんと握手してるの？　イリスちゃんは、あたしのお友達なんだからねっ！」

「残念だな、ジュリちゃん。僕も、おチビちゃんのお友達なんだけど？　むしろ、ここにいるメンバーで、おチビちゃんのお友達じゃないのは騎士さんだけだろ」

　ニヤニヤと笑いながら、ジェラルドは勝ち誇った眼差しを弟へ向ける。

　優越感に浸ひたる兄に、クレディオはグッと言葉に詰まる。だが、彼は軽く咳払いをして、素早く態勢を立て直した。

「護衛騎士に課せられた使命は、主を護ることです。友人になどならずとも、役目を果たすことはできます」

「それでも私は、クレディオさんとお友達になりたいです」

「っ！」

　思わぬタイミングで、繋いだままの手に力が込められる。

　背伸びをするようにクレディオを見つめて、イリスは花咲くように微笑む。

「改めて。クレディオさん、私とお友達になってくれませんか？　私は主従を超えて、あなたと仲良くしたいんです」

「……あなたは、見かけによらず頑がん固こですね」

　天てん真しん爛らん漫まんな主に、深々とため息をつく。

　けれど、彼は冷めた反応とは裏腹に、穏やかな表情をしていた。

「仕方ありません。その熱意に負けました」

「それじゃあ……っ！」

「護衛騎士ではない、クレディオ・レジメントとして――俺はイリス・レルミットを、友人と認めます」

「本当ですかっ!?　やったぁっ！」

　ずっと聞きたかった言葉に、イリスは歓声を上げる。

　子供のようにはしゃぐ〝新たな友人〟に、クレディオは「ただし」と付け加えた。

「俺と友人になったくらいで、満足しないでくださいよ？　油断したらすぐさま降格するかもしれません」

　クレディオと友達になる。

　それは、彼女が死ぬまでに達成したい目標の一つだった。

「理想が叶かなったのは、あくまでイリス様だけです。今度は、俺の理想に応えてもらいますよ」

「？　クレディオさんの理想って、何ですか？」

「それは……」

「おっと、抜け駆けはそこまでだ」

　黙って事のなりゆきを見守っていたジェラルドが、にこやかに弟の言葉を遮る。

「騎士さんも同じ地点に立ったなら、同時にスタートを切らないとな。そうじゃないと不公平だろ？」

「……今までのように、遠慮や手加減はしませんよ？」

「上等。その分こっちも、本気を出させてもらうから覚悟しておけよな」

　何やら穏やかならぬ会話を交わし、お互いに不敵に笑う王子兄弟。

　二人の会話に、イリスは不思議そうにしていたが――その時、彼女の脳裏に名案が浮かんだ。

「そうだわ！　ここにいるみんな、全員がお友達になりませんか？」

「それって、つまり……ストルヴィアのお坊ちゃまや騎士さんと、あたしもお友達になるってことよね？」

　複雑そうに両王子を見遣るジュリに、イリスは満面の笑顔で頷く。

「もちろん、ルキノ君も一緒です」

「えっ、ボクも仲間に入れてもらえるの？」

「当然です。みんなが仲良くなったら、今までよりもずっと、毎日が楽しくなるはずだわ」

　自分の友達は、友達の友達に――。

　そうやって輪を広げていけば、いつか、この太陽が照らす世界中の人たちと友達になれる。

「今日はこれから、リオール先生のお見舞いに行くんです。どうせなら、みんなで行って先生を驚かせませんか？」

　邪神の術中に嵌はまり、一時は命の危機に瀕ひんしたリオール。秘石の力で傷が癒いやされた彼は、大神殿の療養所に運び込まれた。

　傷は消えても、肉体が負ったダメージは計り知れない。

　もしかしたら、一生意識が戻ることはないかもしれないとも、医師からは宣告されていた。

　けれど、二日前の夜。

　彼の意識が戻ったと、神殿から連絡が入ったのだ。

「そう言えば先生、急病で入院したのよね？」

「持病の胃炎が悪化したとか、新薬の研究中に爆発に巻き込まれたとか聞いたけど、どれが本当なんだろう？　先生達も、詳しいことを知らないみたいだし……」

「病名なんて関係ないわ。大事なのは、先生を想う心よ！　せっかくの休校日なのに、何の予定もなくて寂しかったところだし、あたしは喜んでお供するわ！」

「先生を想う心、か……。うん、ジュリさんの言う通りだね。先生にはいろいろとお世話になっているから、ボクも一緒に行くよ」

　イリスの提案に、ジュリとルキノは即座に賛成した。

「二人が来てくれたら、きっと先生も喜びます。ジェラルド君も行きますよね？」

「僕？　あー、折せつ角かくのお誘いだけど――……」

　面倒だからパスと言いかけたが、ジェラルドはその言葉を呑み込んで苦笑する。

「分かったよ。行けばいいんだろ？　だから、そんな顔するなよ」

　断られるかもしれない。

　そんな気配を悟り、泣きそうな顔になったイリスの鼻を、ジェラルドが軽く摘つまむ。

「うわぁ、ジェラルド君も来てくれるんですね！　ありがとうございます！」

　鼻頭を微かに赤くして、イリスはペコリと頭を下げる。

　お礼を言われたジェラルドは、呆れ顔でぼりぼりと後ろ頭を掻く。

「お見舞いされるのはリオール先生なのに、どうしておチビちゃんがお礼を言うんだ？」

　相変わらずとぼけてるな。

　憎まれ口を叩いてはいるが、彼の表情は言葉に反して穏やかだった。

「だけど、お見舞いに行くなら何か用意しないといけないよね？　安静にしているのも退屈だろうし、ボクは本でも持って行こうかな」

「それじゃあ、あたしは特製の紅茶を持っていくわ。朝ご飯が済んだら、急いでティーセットを用意しなくちゃ」

　仲のいい友人と集まって、ワイワイと一つの計画を立てる。

　初めての経験に、イリスは無意識に頰を綻ばせていた。

（私、聖女に選ばれて本当によかったわ）

　生まれてからずっと、死にかけていた。

　世界は、部屋の小さな窓から眺めるもの。食事は命を繋ぐために取り、友人なんて、一生できないと諦めていた。

　けれど、女神の秘石は素晴らしい奇跡を起こしてくれた。

　手を伸ばしても届かないものを、すべて手のひらに落としてくれたのだ。

　いつまで生きられるのか、それは神のみぞ知る。

　ただ、この命が終わるまでは、与えられた人生を精一杯楽しみたかった。

（クレディオさんとはお友達になれたし――次の目標は、何にしようかしら？）

　わくわくと胸を弾ませながら、あるはずのなかった未来の予定を立てる。

　そんなイリスの瞳は、空の蒼よりも美しく澄み渡っていた。
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　初めましての方も、そうでない方もこんにちは。小こ柴しば叶かなうです！

　念願の新作です。その名も、「天てん空くうの瞳ひとみのイリス　騎き士しと王おう子じと死しにぞこないの聖せい女じよ」なのですが――いやはや、いろいろと特盛りなサブタイトルです。一見すると豪華ですが、よく見ると、「死にぞこない」という不穏な単語が交じっていたり。

　なぜかといえば、本作のヒロインであるイリスに、物語の冒頭から死亡フラグが立っているからです。そんな彼女がどうやって生き残るのかは、是非本文でご確認ください（笑）。




　そういえば、作品の中にクマ鍋というものが出てきます。

　私はクマさんはないですが、豬いのししだったら食べたことがあるんですよね。近所の食堂に行った時、カレーを食べたのですが、お肉が豚でも牛でも鳥でもない。不思議に思って、「おじさん、このお肉なんですか？」と尋ねたところ、「豬だよー」と返ってきました。予想外なお肉の正体に驚きすぎて、味はまったく覚えていません。

　お出掛け中に車で走っていた時も、豬と並走したことがありまして。最近は、自宅の周囲にも出没するようになり……なぜか、豬と縁のある生活を送っています。




　さて。ここからは、お世話になった方々へお礼を。

　まずは、担当編集様。今回は時間泥棒との死闘が続きっぱなしで、大変ご迷惑をお掛けしました。こうして無事、作品を完成させることができたことが奇跡のように思えます。これからも、どうかよろしくお願いします。

　そして、イラストレーターの茉ま莉り花か様。初めて表紙を見た瞬間の衝撃は、それはもう凄すさまじかったです。イリスは想像以上に可愛くて、男性陣のカッコよさにノックアウトでした。キャラクターもそうですが、衣装のデザインも素敵で――本当に、ありがとうございます！

　この本の制作に携わってくださった皆様、心配してくれる家族、温かく見守ってくれる友人達にも、大きな声で感謝の言葉を叫びたいと思います。

　初めてな経験ばかりのイリスと一緒に、読者の皆様も、この物語を楽しんでいただけたら幸いです。イリス達の「生きた証」が、少しでも皆様の心に残ることを願っております。




　それでは、どこまでも広がる青い空の下で、またいつかお会いしましょう。


小柴　叶拝　















著者
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Kanau Koshiba




１９８７年、春生まれ。典型的なＡ型。

無類の猫好きなのにパグを飼い始めました。

冬がくると編み物がしたくなります。子供の頃から大好きで、最高で全長１メートルのマフラーを完成させました。

最近は毛糸の種類も増えたので、何か作ってみようかなと計画中。でも、作れるのはマフラーだけだったりします（笑）







イラスト

茉莉花

Marika




挿絵のお仕事をさせて頂くのが夢だったのでとっても嬉しいです！

よろしくお願いします～！
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